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　この角を曲がれば、本日の待ち合わせ場所である老舗デパート前に出る。

　吉よし野の実み弦つるはショーウィンドウに映る己の姿を、改めて眺めてみた。

　不安げな表情を浮かべたもう一人の自分が、こちらを窺うように見つめ返してくる。

　中堅の飲料メーカーに勤める二十八歳の独身女性。一人暮らし歴は十年近くになる。料理の腕はそこそこで、会社では真面目な仕事ぶりが評価されている。これといった特技も目立つ部分もないアラサー女、それが実弦だ。

　己の容姿について客観的な評価はできない。可愛い系だと評してくれる友人の言葉を鵜呑みにするならば、見苦しくない程度ではあるのだろう。

　今日はいつにも増して丁寧にメイクもしているし、顔を見ただけで『写真と違う！』と帰られてしまうことはない、はずだ。多分。

　顎のラインで揃えたマッシュボブの髪はサラサラで、お気に入りの膝丈ワンピースは身体の輪郭を綺麗に見せてくれている。

　どこもおかしくないことを確認した後、軽く息を吸って足を踏み出す。

　土曜の昼下がりということもあり、特徴的なオブジェの前には幾人もの人が立っていた。ここにくるまでは、大勢の人の中から初対面の相手を見つけることができるだろうか、と不安だったのだが、それは杞憂だった。

（うわ、ほんとに補正なしだったんだ……）

　送られてきた自撮り写真通りのイケメンが、人待ち顔で佇んでいる。

　実弦は彼から数メートル離れた場所で足を止め、まじまじと見入ってしまった。

　アッシュブラウンに染められた髪はサイドと襟足をすっきりと刈り上げたツーブロックで、トップの髪にはゆるいウェーブがかかっている。

　甘めの端整な顔立ちを引き立てるお洒落なヘアスタイルといい、バランスの取れた長身によく映える上質なカジュアルコーデといい、まるで撮影中のモデルのようだ。

　優れた容姿に見惚れたのは実弦だけではないらしく、傍を通りかかった二人組の女性が「ねえ、あれ見て」「おおー、カッコいい」「ね～。デートの待ち合わせかな」などと囁き合うのが耳に入る。

　デートの待ち合わせ、というところはかろうじて合っている。

　だが──。

（あの人、ベッドで女性を泣かせてみたくてここにいるんですよ）

　言ったところで誰にも信じてもらえないだろうが、本当のことだ。

　そして実弦は『一度でいいからセックスで満たされてみたくて』ここにいる。

　

　

　実弦が恋愛相談アプリ【Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ】を知ったのは、四ヶ月前。

　当時付き合っていた恋人と別れた直後のことだ。

　優柔不断で気弱なところはあるものの、温和な性格の彼は共に過ごしていて心地よい相手だった。

　自分の中にあるどうしようもない渇望を無視できるのなら、このまま結婚までいくだろうと実弦は思っていたし、おそらく相手もそうだっただろう。

　だが結論からいえば、無視することはできなかった。

　実弦は今まで、一度もセックスで『イった』ことがない。

　高校時代の同級生、大学時代の先輩、そして結婚を考えた彼と、恋愛経験は人並みにある。身体を重ねた回数だって決して少なくはないのに、一度もないのだ。

　不感症なのかと悩んだこともあったが、濡れないわけではないし、前戯では快感を拾うことができる。

　充分に高められた身体は挿入への期待に疼き、そして毎回落胆した。

　気持ち良さげに腰を振り、絶頂に身を震わせる恋人に合わせ、実弦も達した振りをする。

　歴代の彼氏たちに自分だけ置いて行かれていることを正直に伝えることはできなかった。相手をがっかりさせたくない、と思うほどには好きだったのだ。

　二十六歳の時に告白され、付き合い始めた彼との交際期間は二年を超えていた。

　挿入時に快感を得られないことくらい、どうってことはない。

　そう実弦は自分に言い聞かせようとした。

　年齢的にみて、これが最後のチャンスではないかという打算もあった。

　大切なのは性格の相性であり、一緒に暮らしていく為に必要な条件の合致であり、性生活ではないはずだ、と。

　ところが懸命に目を逸らせば逸らすほど、心の奥に押し込めた欲望は大きく膨れ上がっていく。──このままでいいの？　本当に？　いつか自然と枯れていくまでずっと無視するの？　一度も本物の快感を知らないまま死ぬことになっても、後悔しない？

　思い余った実弦は、彼にそれとなく『もっと気持ちよくなりたい』と伝えてみた。

「今が不満ってわけじゃないの。でもちょっと違う感じでしてみたいな、って」

　相手を傷つけまいと苦心して選んだ言葉は、それでもやはり彼を戸惑わせた。

　それを機に二人の仲がぎくしゃくし始めたのは、具体的にして欲しいことを挙げられなかった実弦のせいだ。

　そもそも、どうしたら満足できるのか、実弦自身にも分かってはいなかった。

『もっと好きにしていい』『手加減しないで』──曖昧な希望を口にしては、いつも通りの物足りないセックスに歯がゆさを覚える。

　そうこうしているうちに彼は実弦の演技に気づいてしまい、二人の関係に見切りをつけた。

「淡泊でごめん。実弦にはもっと性欲強い男の方が合うのかもね」

　男としてのプライドを大いに傷つけてしまったのだろう、彼が最後に実弦に向けた眼差しには呆れと苛立ちが滲んでいた。

　そんな目で見られても仕方ないと落ち込むのと同時に、ではどうすればよかったのだ、と泣きたい気持ちになる。

「……私の方こそ、ごめんなさい」

　冷めきった顔の彼に言えたのは、結局謝罪の言葉だけだった。

　付き合っていた間、喧嘩はおろか、些細な言い争いすらしたことはなかった。

　実弦がまともに感じることができれば、拗れることはなかったのだ。

　自然消滅した過去の恋とは違い、三度目の恋はまだ息づいているうちに実弦が終わらせてしまった。

　自分は欠陥品なのではないか、という疑惑が胸いっぱいに広がる。

　彼と別れたその夜から、上手く眠れなくなった。

　がっくりと落ち込んだ実弦を見かねて声をかけてきたのは、同じ会社の岡おか崎ざき心ここ菜なだ。

　実弦の同期であり、同じ部署で働く彼女とは、愚痴や悩みなどを心置きなく打ち明け合う仲だった。

「──最近ひっどい顔してるよ。どうしたの？」

　ある日の終業後、こっそり話しかけてきた心菜の心配そうな顔を見た瞬間、目頭が熱くなった。

　慌てて瞬きをして誤魔化したが、よほどのことがあったと伝わったらしい。半ば強引に引きずられ、飲みに連れて行かれた。

　居酒屋の個室で彼氏と別れることになった理由を話し、「彼は何も悪くないんだよ。無理させて申し訳なかったと思ってる。私がセックスに夢見すぎてる痛い女じゃなかったら、上手くいったのにね」と自嘲する。

　てっきり心菜にも呆れられると思ったのに、彼女は実弦の頭をぐりぐりと撫で、「そんなに自分を責めないで」と窘めた。

「セックスの相性って大事だよ。その彼には悪いけど、結婚前に分かってよかったじゃない。実弦が伝えずに我慢したって、ずっと誤魔化し通せるとは思えない。子どもができたあとで揉めたら、もっと地獄だったよ？」

　真剣な表情で話す彼女を見ているうちに、そうかもしれない、と思い直す。

　彼の一生を台無しにせずに済んだと思えば、自分の行動もそう悪くはなかったのかもしれない。

　ありがとう、と礼を述べた実弦を心菜はじっと見つめ、うーん、と唸った。

「実弦はちょっと真面目過ぎるんじゃないかな。次はもう少し羽目を外して、適当に楽しむ！　くらいの感じでいってみるのもいいかもよ？」

「適当に楽しむ、って？」

「結婚とかこの先の人生設計考えて焦るのも分かるけど、私達まだぎりぎり二十代でしょ？　馬鹿やれる最後のチャンスが今なのかな、とも思うわけ。真面目なお付き合いができる人を探すのもいいけど、身体の相性がいい人とその場限りの付き合いを楽しんだっていいんじゃないかな。もちろんリスク回避はしっかりした上で」

　心菜のそのアドバイスは、すっかり萎縮しきっていた実弦の心にガツンと響いた。

　確かにそうだ。

　真面目な付き合いでよければ、元彼と別れる必要はなかった。

　どうしても譲れない部分がセックスであるのなら、ここはもう割り切って身体の相性が良い人を探す方がいいかもしれない。

　未知の体験だからこそ、夢を見てしまっている可能性は大いにある。

　実際に経験してみたら、なあんだ、こんな感じか。じゃあ別にイけなくてもいいや、という心境になるかもしれないのだ。

　乗り気になったところで、はた、と気づく。

「でも、どうやって知り合えば……？」

　出会いを求めるだけなら、合コンや街コンという手もあるが、ワンナイトの相手を探す為の手段としてはどうだろう。

　真剣な交際を求めて参加した男性を引っかけてしまったら、目も当てられない。

「ふふふ、よくぞ聞いてくれました！」

　何故か得意げな表情を浮かべた心菜が、じゃーん、と掲げて見せてきたのは、携帯画面だった。

「……恋愛相談アプリ？　それ、大丈夫なの？」

　いわゆる出会い系と呼ばれるマッチングアプリのタイトルをまじまじと見つめ、眉根を寄せる。

「ここは危なくないよ。運営がしっかりしてるから。結婚相談所がお試し運用で始めたアプリなの。まあ、その分登録費や月額会費はお高めだし、本人確認も必要だけどね。匿名でちゃんとした身元の人に心置きなく悩みを相談できるの、すごくない？　ここなら、実弦の悩みを解決してくれる人にも出会えるんじゃないかな」

「へえ、そんなのあるんだ……私も調べてみよ」

　心菜の隣で携帯を操作し、ポータルサイト【ヴィーシス】を開いて検索をかける。

「あ、実弦もヴィーシス使ってるんだ。便利だよね」

「うん。前は違う検索エンジン使ってたんだけど、一回変えたらもう戻れなくて」

　世間話をしながら、表示された検索結果を上から順にチェックしていく。

　心菜が言った通り、アプリを運営しているのは業界最大手の結婚相談所だった。

　誰もが気軽に登録できるわけではなく、正式登録するまでかなりの手間と費用がかかると書いてある。その分、安心して色恋に関する様々な秘め事を打ち明け合う相手を作ることができる、というのが【Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ】の売りらしい。

「このアプリ、心菜も使ってるんだよね。実際どう？」

「実はもう退会したんだ。ここで出会った人が、今の彼氏なので！」

　えへへ、とはにかむ心菜の幸せそうな表情が、最後の一押しとなった。

　実弦はその場でアプリに仮登録し、そのあと本人確認の手続きを経て、【Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ】の正式なメンバーになった。

　恋愛相談アプリ、と銘打っているだけあって、年齢・性別・職業とは別に恋愛にまつわる悩みを記す欄が必須項目となっている。

　プロフィール欄には『二十八歳・女性・会社員』そして悩みの欄には『セックスで上手く感じられないのが悩みです』──迷いに迷った挙句、正直に書き込んだ。

　まるでサクラによる釣りのような文句だが、実弦にとっては深刻な問題なのだ。

『どうすればちゃんとできるかも分かりません。同じような悩みを持っている方いたら、お話したいです』と付け加えてはみたものの、限られた文字数では実弦の心情を余すところなく説明するのは難しい。

　案の定、手軽にセックスできると勘違いした男性からのセクハラじみたメッセージが次々と届くようになった。

　性欲を剥き出しにした彼らと会うことを想像しただけで、全身に鳥肌が立ってしまい『適当に楽しむ』どころではない。

　アプリ以外の連絡先を教えるから裸の写真を送って、などという気持ち悪いメッセージを送ってくる相手を片っ端からブロックしていくこと半月。

　これはもう退会するしかないかな、と思い始めた頃、『おおかみ志望』というアプリネームの男性から新規のメッセージが届いた。

　プロフィールには『二十七歳・男性・自営業』そして悩みの欄には『セックスで満足したことがない』と記されている。

『実は俺もセックスで満たされたことがありません。男なので物理的な刺激でイくことはできますが、物足りなさは残ったままです。よかったら、話してみませんか？　お互いの問題点がはっきり言語化できたらいいなと思います』

　冷静かつ分かりやすい内容に、実弦は瞳を瞬かせた。

　この人なら、茶化さず話を聞いてくれるかもしれない。

　そんな淡い期待を抱きながら、トーク画面への移行を許可する。

　思った通り、彼は実弦の悩みを真剣に聞いてくれた。

　アプリを開くのは就寝前の僅かな時間だけで、トークのやり取りも一日に数回ほどだったが、少しずつ親しくなっていく感じが実弦の性分には合っていた。

　ある日、彼にアプリに登録した経緯を話すと、

『うさぎさんは誰でもいいから気持いいセックスしたい！　って感じじゃないし、無理して適当に遊ぼうとしなくていいんじゃないかな。ある程度信用できる相手じゃないと、無防備な自分を晒すのは怖いんじゃない？』

　という返事が戻ってきた。

　確かに、と携帯を握り締め、大きく頷いてしまう。

『おおかみさんも、そうですか？　よく知らない人相手だからこそ大胆になれる人もいるとは思うのですが、私は違うみたいです』

『ああ、俺もうさぎさんタイプだな。特にセックスするならそう。裸になるんだし、最低でもこの人なら自分を刺さないと思えないと無理』

　あけすけな言い方につい笑ってしまう。

　確かに刺されるのは嫌だ。お金を取られたり、殴られたり、ストーカー化されるのも絶対に避けたい。

『私達、こんな調子で身体の相性がよい人を本当に探せるんでしょうか。不安になってきますね』

　冗談めかして本音を綴る。

『俺はうさぎさんに会いたいよ。でもそれは、うさぎさんが会ってもいいな、と思えるようになってからでいいかな。まずは、どんなセックスなら満足できそうか一緒に考えてみない？』

　彼からの返信に、ホッと心が緩んだ。

　大胆な行動に出ている割に臆病な実弦を、それでいいと肯定してもらえた気分になる。

　会ってみたいと思われていることに対しても、嫌悪感は覚えなかった。むしろ有難いと思ってしまう。

　後日、実弦は思い切ってこんな風に記してみた。

『私もおおかみさんに会いたいです。勇気を出せるよう、沢山お話して下さい』

　打ち込んだ文面を見て、うげー、と顔を顰める。

　幾ら本音だとはいえ、アラサー女子に許される台詞じゃないとは思ったが、他の言い方を思いつけない。

　書いては消し、書いては消しを繰り返し、結局諦めて元のままの文章で送る。

『うさぎさんは素直で可愛いね。俺の方こそよろしく』

　可愛い、と褒められたのは久しぶりだ。

　入社二年目を過ぎたあたりから、そんな機会は激減している。

　数年ぶりにかけられた言葉に、自分でも驚くほど舞い上がった。

　からかわれているだけでも社交辞令でも、何でもいい。

（ああ、私、ずっと誰かにこう言って欲しかったんだ）

　心臓が早鐘を打ち、頬がほんのり熱くなる。

『今の、すごくドキドキしました』

『そうなんだ。じゃあ、うさぎさんはストレートな褒め言葉に弱いのかもしれないね。今までの彼氏はセックス中、そういうこと言ってくれなかった？』

　かなり踏み込んだ質問だというのに、不思議と不快に感じない。真面目に尋ねていることが伝わってくるからかもしれない。

『そういえば、言われたことなかったです。気持いい？　と聞かれることは多かったかな。今思えば、全然騙せてなかったのかも』

　今更ながら申し訳ない気持ちになる。

『なるほどね。沢山可愛い、って言われながら抱かれたらどんな感じになりそう？　女の人のオーガズムの仕組みはよく分からないけど、心と連動してるっていうのはよく聞くし。気持ちが高まったら感じやすくなるとか、ないかな』

　彼に言われるまま想像してみようとしたが、上手くいかない。

　具体的に思い浮かばない、と正直に申告すると、彼は『じゃあ、明日まで待ってて』と答え、その日のやり取りは終わった。

　翌日彼はなんと、自撮り写真を送ってきた。

　アプリ内で写真や動画をやり取りすることは禁止されている。

　送っていいのは、登録時に本人確認の為に運営宛てに送った自撮り写真だけだ。

　それも規約には『不特定多数に送るのは推奨しません。実際に会うことが決まった相手にだけ送りましょう』と記されている。

　実弦はもちろん、誰にも送ったことがなかった。

　誰が見てもイケメンとジャッジするに違いない青年の顔に、あっけに取られる。

『これ、どうして？』

　動揺しすぎて片言になったメッセージに、すぐに既読がつく。

『想像しにくいって言ってたから。適当な写真登録してたんだけど、うさぎさんに送るなら、ってちゃんと撮り直したんだ。これあったら、俺に言われてるとこ想像できる？』

　実弦はベッドに倒れ込み、しばらく枕に突っ伏した。

　昨日のあれは、彼自身に言葉責めにされるところを想像して、という意味だったのか。

　じたばたと足が動いてしまうのは、羞恥のせいだけではない。

　胸がきゅうと絞られるような感覚に耐えられなかった。

『ごめん、引かないで』

　返信が途切れたからだろう、不安げなメッセージが送られてくる。

『引いてないです。驚いたのと、あとはときめきで、死ぬかと思いました』

　慌てて返信すれば、今度は相手からの返信が無くなる。

　実弦はむくりと起き上がり、意味も無くベッド回りを片付け始めた。

　ときめいた、とは書かない方がよかったのかもしれない。

　いい年して何を言ってるんだと呆れられたのかも。ずーん、と音がしそうなほど落ち込みかけたところで、アプリの通知音が鳴る。

　会社で突然部長に呼ばれた時と同じくらい緊張しながら、そろそろと画面を視認する。

『ほんと可愛い。あと、俺の性癖分かった。うさぎさんの泣いてるとこ、見てみたい』

　ふぁっ!?　と変な声が出てしまい、自分のその声にびくりと飛び上がった。

　何がきっかけになったのかは分からないが、どうやら彼は自身の内なる願望に気づいたらしい。

『泣いている女の人に興奮するってことですか？』

『誰でもいいってわけじゃないとは思う。実際に興奮したことも、今までないし。元カノと別れたのは五年も前で、それ以来誰とも付き合ってないから、試したことないんだよね』

　そのルックスで？　と驚かずにいられない。

　本人にその気がなくても、女性側が放っておかない気がする。

　思ったことをそのまま伝えれば、彼は『買いかぶり過ぎ』と返してきた。

『そんなモテないよ。あと、最近までほんと仕事ばっかりで出会いもなかったし。風俗はなんか怖くて行ったことない。やばい組織がバックにいたら、とか考えちゃって』

　風俗が怖い、という気持ちは分からないでもないが、理由には驚いた。

　そんなこと、実弦は考えたこともなかったのだ。

　慎重な性格に共感するのと同時に、そんな人が何故出会い系のアプリに手を出したのか不思議になる。

『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋは怖くなかったんですか？』

『ここは仕事絡みで頼まれて登録したんだよ。モニターってやつ？　あわよくば、な下心がなかったとは言わないし、こうしてうさぎさんに会えたから引き受けてよかった』

　実弦はなるほどね、と独り言ちた。

　彼の仕事はアプリ開発に携わるものなのかもしれない。

　納得したところで話を元に戻す。

『以前のお付き合いでは、彼女を泣かせてみたくならなかった、ってことですか？』

『うん。若かったし、そこまで余裕なかったのかな。なんか物足りないとは思ってたけど、それが何故かはずっと分からなかった。でもやっと分かった。俺多分、うさぎさんがセックスで泣いたら、めちゃくちゃ興奮する』

　ひえ……と再び間抜けな声が漏れる。

『私、Ｍではないですよ？　一方的に叩いたり、暴言吐いたりする男性は無理です』

　怖くなって思わず強気の返信をしてしまう。

『ごめん、そういうのはないよ。ＳＭプレイに興味はないし、ＤＶ野郎は死ね、って俺も思ってるから』

『よかった。ごめんなさい、勘違いしました』

『いや、俺の言い方が悪かった。普段しっかりしてそうな大人の女性が、ベッドで気持ち良すぎて泣いてる顔に興奮するってことなのかな』

　ある種のギャップ萌え、ということだろうか。

　正直に言えば実弦の理解を超える性癖だが、彼の悩みの根幹が見えてきたことは素直に喜ばしい。

『相手を泣かせるくらい気持ちよくできたら、おおかみさんも満たされそうですか？』

『多分。でもさっきも言ったけど誰でもいいから、ってわけじゃなさそう。実際にやってみないと分からないけど、うさぎさんのことは本気でイかせてみたい』

　信じられず二度見してしまったほど、生々しいコメントだった。

　顔写真を見てしまったせいか、本物の彼に耳元で囁かれたような気分になる。

　他の人に言われたら気持ち悪い！　と叫んでしまいそうなのに、そうはならなかった。嫌悪感を覚えるどころか、腹の奥がきゅう、と切なく痺れる。

　彼の言葉で発情しているのだ、と遅れて気づき、実弦は自分が怖くなった。

　こんなの、普通じゃない。

　もう一人の自分がモラルを盾に糾弾してくる。

（でもじゃあ、普通ってなに？）

　何が正解で何が間違っているのか、実弦にはもう分からない。

『今度こそ、引いた？　正直な気持ちなんだけど、嫌がらせしたいわけじゃないから。不快だったらブロックして』

　彼らしい予防線の張り方に、ざわめいていた心がゆっくり落ち着いていく。

　戸惑っているのは自分だけではないのだと、よく分かる文面だった。

　一見自由そうでいて、慎重で繊細なところがある彼だからこそ、こうして毎日話していても飽きないのだろう。

　もっと強気な俺様タイプだったなら、きっと実弦はここまで心を開くことはなかった。

『引いてないです。むしろ、きゅんときました。知り合って間もない人にそんなこと言われて喜ぶなんて、変ですよね？　おおかみさんこそ、ブロックするなら今ですよ』

　本音混じりの返信を打つ。

　すぐに戻ってきたメッセージから、実弦は目を離せなくなった。

『それを言うなら、俺も大概変だよ。顔も知らない君のこと、今、すごく抱き締めたい』

　目の前に並んでいるのは、単なる文字の羅列だ。

　画面の向こう側にいる相手のことは、顔しか知らない。

　こんなに心が浮き立つのはおかしい。絶対に、おかしい。

　懸命に自分に言い聞かせるものの、鼓動は速まるばかりだ。

　なんと返そうか迷った挙句、そうだ、と思いつく。

　彼は本当の実弦を知らないから、良い風に想像しているのかもしれない。

　それなら、現実を見せて目を覚まさせてあげればいい。

　普段は自分しか見ることができないようロックがかかっているプロフィール画像を呼び出し、送付ボタンを押した。

　最大限綺麗に見えるよう撮影角度は研究してあるが、加工は一切していない自撮り画像がトーク画面に表示される。

　既読はすぐに付き、書き込み中のマークが点灯した。

　実弦は複雑な気持ちで、返信を待った。

　顔を見てイメージとは違ったら、きっとフェイドアウトしていくに違いない。

　そうなれば、実弦にはいつもの世界が戻ってくる。

　だが、違ったら？　それでもいいと言われたら、きっともう踏みとどまれない。

　期待と不安が綯い交ぜになり、緊張で胸が詰まる。

『すごく可愛い。想像してたより、ずっと。写真くれたってことは、期待していい？』

　返信を確認した瞬間、はあ、と強張っていた肩から力が抜ける。

　真っ先に胸に広がったのは、安堵だった。

　彼に褒められたことを、実弦の心は間違いなく喜んでいた。

　思わず緩んだ頬を押え、はにかんでしまう。

　だが照れていられたのも、彼からの返信をじっくり理解するまでの間だけだった。

　──期待していい？　とは？

『実際に会うことが決まった相手にだけ送りましょう』という規約が脳裏を過ぎっていく。

　実弦は頭を抱えて、ベッドの上に転がった。

　そこまで考えて送ったわけではない。

　断じてないのだが、この機会を逃したら、自分から会いたいとは言い出せない気がする。

　アプリで彼と出会って三ヶ月と半月。

　毎日欠かさずメッセージのやり取りをしているせいで、ある程度の人となりは分かっている。勤めている会社に本人確認の連絡が入るくらい、アプリ登録の審査は厳密だった。身元は確かだ。

　もともと、その場限りの付き合いができればよかったはず。迷う余地はどこにもない。

　そう自分に言い聞かせ、画面をタップする。

『はい。私でよければ、おおかみさんに会いたいです』

　呼吸を整え、作った文章をえい、とばかりに送信した。

『無理してない？　俺は会って話すだけで終わりにするつもりないよ？』

　逃げ道を用意してくれた彼に、そういうところ！　と悶えながら素早く文字を打ち込む。

『もちろんです。もともと悩みを解消したくて、このアプリに登録したので』

『それなら、喜んで。ホテルはこっちで予約しとく。途中で邪魔されたくないし、スケジュールを確認してから日程連絡するね』

　実弦はそのメッセージを前にしばらく固まり、それからしばらくベッドの上を意味なく何度も寝転がった。

　

　　

　──そして待ち合わせ当日。

　覚悟は決めてきたはずなのに、実際相手を見た途端、怖くなった。

　やっぱり止めた方が……、いやでもここまで来たのに、と心が大きく揺れる。

　迷いに迷う実弦の前に、綺麗に磨かれたブーツが近づき、ぴたりと止まった。

「『うさぎになりたい』さん、ですよね？」

　抑えた声で尋ねられ、小さく息を呑む。

　恐る恐る顔を上げれば、先ほどから周囲の視線を集めている例の青年が人懐っこい笑みを浮かべてこちらを見下ろしていた。

　見つかってしまった以上、撤退はできない。

　実弦は覚悟を決め、小声で問い返した。

「はい。『おおかみ志望』さんで合ってますか？」

　アプリで話していた時は気にならなかったが、改めて声に出してみるとお互いかなり痛い名前だ。

「合ってます。あと、もっとマシな名前にすればよかったな、って今思ってます」

　青年は困ったように眉尻を下げて答えた。

　そんな顔をしても魅力が損なわれるどころか、可愛さが加わって威力が増すのだから、顔が良いってすごい。

　気を抜けばポカンと口を開けて見惚れてしまいそうだ。

　実弦はよそ行きの笑みを拵え、世慣れた大人の女性を装った。

「私も後悔してます。誰かに名乗ること前提で決めなきゃダメでしたね」

「ですね。とりあえず、どこかに入って自己紹介しませんか？　このままうさぎさん、って呼んでもいいなら無理にとは言いませんが」

　悪戯っぽく瞳を瞬かせた彼に、実弦は慌てて首を振った。

「いえ、お願いします」

　会ってすぐホテルに直行する可能性もあると予想していただけに、そうじゃなくてよかったと胸を撫で下ろす。

　彼が選んだのは、待ち合わせ場所の近くにあるカフェだった。

　店は賑わっていたが、席がないほどではない。窓際の二人席に向かい合って腰かけ、まずは注文を済ませる。メニュー表をじっくり眺める余裕はなく、無難にコーヒーを頼んだ。

　早々に注文を済ませた実弦をよそに、青年は形のよい顎に手をかけ、うーん、と考え込んでいる。

「あ、ごめんね。プライベートで外に出るの久しぶりだから、迷っちゃって……って普通に喋っても大丈夫？」

「もちろん。あと、決めるのもゆっくりで大丈夫です」

「ありがとう、そう言ってもらえると助かる」

　心底ホッとしたような顔で青年は言った。

　そういえば、アプリでも『敬語が苦手』だと話していたことを思いだす。

『他の人が使ってると、品があって綺麗でいいな、と思うんだけど、何故か自分が使うと、いい子ちゃんぶってる感じがすごくて、ぞわぞわするんだよね』──あの時は、彼が教えてくれた苦手な理由に、分かるような分からないような不思議な気持ちになったものだ。

「家だとブラックコーヒーばっかりだし、たまには変わったやつにしようかな」

　悩んだ末に彼が注文したのは、抹茶キャラメルオレだった。

　抹茶とキャラメル？　それはまた……。

「どっち!?　って感じしない？」

　青年が期待に満ちた眼差しで同意を求めてくる。

　実弦はうんうん、と頷いた。

「確かに気になりますね。でも、抹茶が勝ちそうじゃないですか？」

「あー、抹茶強いもんね。キャラメルの風味残ってるかな」

　他愛もない会話を交わしているうちに、アプリで話している時の感覚が蘇る。

　インターネット上で知り合った相手と実際に会うのはこれが初めてということもあってつい身構えてしまったが、話してみればいつもの彼だ。

　人当たりが良くて、明るくて、日常生活におけるちょっとした出来事にも面白さを見つけてしまう、そんな人。

　アプリに登録したそもそもの目的を忘れてしまいたくなるほど、彼と何気ない話をするのは実弦の日々の楽しみになっていた。

「──そうだ。飲み物待ってる間に、これ。須す河がわと言います。どうぞよろしく」

　青年はジャケットの内ポケットから名刺入れを取り出し、中から一枚抜き出してテーブルの上に置いた。ビジネスマナー的にはアウトだが、そもそもこれは商談ではない。

　本名を名乗る必要さえないと、実弦は思っていた。

　だがどうやら、彼はそうは思わなかったらしい。

　おそらく実弦を安心させようと気遣ってくれたのだろう。嬉しく思いながら、こちらから見やすいように置かれた名刺に視線を落とす。

　文字を視界に収めた実弦は、へ、と間抜けな声を漏らした。

『Ｖ・Ｉシステム　代表取締役社長　須河　燈あかり』

「え!?　ヴィーシスの……？」

　思わず名刺を手に取って凝視する。

　偽造品には見えないが、俄にわかには信じがたい。

　Ｖ・Ｉシステム、通称ヴィーシスといえば日本でトップクラスのＩＴ企業だ。

　創業して僅か数年の新参企業だが、インターネットに不慣れな人でも簡単に使える利便性の高いサーチサイトやショッピングサイトを展開し、あっという間にのし上がってきた。

　かくいう実弦もヴィーシスのヘビーユーザーである。

　クレジットカードもヴィーシスで作り、日用品から服飾品に至るまでそのカードで買い物をしている。ヴィーシスと提携している店は多い為、普通に買い物をしているだけで沢山のポイントが貯まるところが魅力的で、実弦の周りにも愛用者は多かった。

「あ、うちのこと知ってるんだ。もしかして使ってくれてる？」

「はい、すごく便利なので……、って、いえ、そうですけど、そうじゃなくて！」

　創業者の名前とまだ二十代であることくらいは知っていたが、メディアに出ているのは須河の親友でありヴィーシスの副社長でもある栗くり原はらの方で、社長本人は一切顔出ししていない。

　その為、顔に目立つ傷があるのではないか、とか、実は性別を偽っているのではないか、とか色んな憶測が飛び交っている。

　──本当に、本人なの？

　心に浮かんだ疑問が顔に出てしまったのか、須河は携帯を取り出し、画面をタップした。

「これ、うちの社長室。隣にいるのは俺の相棒で栗原っていうんだけど、見たことない？」

　彼がこちらに向けた画面には、副社長の栗原と共にフレームに収まっている写真が映っている。

　得意げな顔をした須河と、苦笑を浮かべた栗原。

　二人の背後にはモダンアートの巨大なパネルとシックな執務机が見える。

　会社の休憩室に置いてあるビジネス雑誌で見たのと同じ内装に、実弦は納得せざるを得なくなった。

　ここにいるのは、本物の『須河燈』だ。

「知ってます。テレビや雑誌の取材を受けてるのは、栗原さんの方ですよね」

「そうそう。栗原って、いかにも若手起業家って感じの見た目してるでしょ？　俺と違って喋りが上手いうえに迂闊なこと言わないから、表に出るのはあいつにしようって会社立ち上げる時に二人で決めたんだ」

「そうだったんですね……」

　確かに須河がメディアに露出すれば、優れたルックスばかりが持て囃されてしまいそうだ。しかも彼は実年齢より若く見える。

　実弦からすれば羨ましい話だが、ビジネス界においては舐められてしまうのかもしれない。

「うん。その栗原が、名刺くらいじゃすぐには信じてもらえないって言うから、来る前に撮ってきた。撮った時間も確認して。どうかな？　これで信じてもらえた？」

　写真の日付は、確かに今朝のものだ。

「あ、はい。ありがとうございます」

　礼を言うのも変な気がしたが、他になんと答えればいいのか分からない。

　須河はにこ、と笑うと、そのまま何かを待っている。

　そこでようやく実弦は、自分がまだ名乗っていないことに気がついた。

　本当は、名前とフリーアドレスだけが記載されているプライベート用の名刺を出そうと思っていた。

　そもそもの出会い方が、特殊なのだ。

　一度会って、寝てみて、相性がよければ何度か会うかもしれない。悪ければ、今日でおしまい。そんな相手に仕事用の名刺など、怖くて渡せない。

　だが、須河の考えは違ったらしい。

　彼はきちんと身元を明かした。それなのに、自分だけ曖昧にしておくのはフェアじゃない。

　須河なら個人情報を悪用することはないだろう、という計算ももちろんある。

　実弦が捨て身で報復に出れば、彼の方が被る被害は大きい。

「吉野実弦です。よろしくお願いします」

　名刺入れから仕事用の名刺を取り出し、テーブルに置く。

『ミナザキ飲料株式会社　食品事業部門　営業本部所属　営業アシスタント　吉野実弦』

　実弦が勤めているのは、創業五十年を超える飲料製造業界の中堅企業だ。

　近年は爆発的なヒットこそないが、長年愛されている定番商品の売り上げは安定しており、社員への福利厚生も充実している。

　入社して六年、無理な残業や休日出勤を強いられたことは一度もない。

　毎日九時前に出社して、請求書や納品書を作り、担当の営業社員が必要とする顧客情報をピックアップして提供する。他にも社内文書を作ったり、電話やメールの応対をしたり、と一見地味でもミスは許されない仕事をきっちりこなして、定時で退社する。

　年収はそこまで高くはないが、自炊をすれば一人暮らしでも余裕を持って暮らせるくらいには稼げている。

「へえ、ミナザキに勤めてるんだ。俺もミナザキのコーヒー好きで、よく飲んでるよ。新卒で入ったの？」

「はい、二十二で入社してからずっと営業アシスタントしてます」

「そっか、ベテランさんだ。実弦さん、仕事できそうだもんね」

　須河は感心したように言うと、実弦の名刺を丁寧にしまった。

　砕けた言動からは予想できない品のある所作と、『実弦さん』という親しげな呼び名に意表を突かれる。

「もしかして名前で呼んだらだめだった？」

　実弦の顔を見て、彼が小首を傾げる。

　あざとい仕草がここまで様になる二十七歳男性がいるだろうか。少なくとも実弦は見たことがない。

　くう、と心の中で悶えながら、「いえ、大丈夫です」と答える。

「よかった。仕事相手なら苗字で呼ぶけど、実弦さんは違うから」

　屈託のないその言葉に、実弦は口ごもった。

　どう返事をすればいいか分からない実弦を救うかのように、飲み物が運ばれてくる。

　何も聞かれないまま、須河の前にブラックコーヒーが、実弦の前には抹茶キャラメルラテが置かれた。

　店員が去ったあと、実弦と須河は顔を見合わせて笑ってしまった。

「迷わず置かれましたね」

「ねー。男でも甘い飲み物好きなやついると思うんだけどな」

　ふふ、と笑い合いながら互いの飲み物を交換し、カップを持ち上げる。

　一口飲んだあと、須河は驚いた顔でこちらを見てきた。

「あ、これちゃんとキャラメルの味もする」

「そうなんだ！　美味しいですか？」

「うん、かなり。よかったら飲んでみる？　そんなにくどくないから、実弦さんでもいけそうだよ」

「じゃあ一口だけ。……わ、不思議。ほんとに抹茶キャラメルだ。しかもしっかりコーヒーの味がする」

「ねー、どうなってるんだろ」

　明るく瞳を輝かせる須河に、つい頬が緩んでしまう。

　初対面とは思えないほど、心地良い空間だった。

　実際に会うのは初めてでも、彼のことなら色々知っている。

　音楽は海外のロックが好き。クラシックコンサートでは必ず眠ってしまう。

　本は話題のベストセラーを中心に何でも読むが、特に好きなのは紀行文学。

　食べ物の好き嫌いは特になし。

　運動不足になりがちな仕事だから、とジムに週に二回は通っているが、スポーツ好きというわけではない。観戦も好んではしない等々、挙げだせばキリがない。

　そしてそれはきっと、向こうも同じだ。

　長い付き合いの心菜にも負けないほど、実弦の好みは把握されている。

　現に須河は、実弦が甘すぎる飲み物を好まないことを覚えていた。

　こうしてゆったりと過ごしていると、昔からの知り合いだったような錯覚すら覚える。

（普通に出会って、友達になれたらよかったな。あんな出会い方じゃなくて……ってそれだと、そもそも知り合ってすらないか）

　ＩＴ企業の社長と飲料メーカーの事務では、接点があるとは思えない。

　そんなことを考え、ふ、と自嘲の笑みを浮かべたところで、須河が空になったカップを置いた。

　男性らしい骨張った手が伸びてきて、実弦の左手に静かに触れる。

　しなやかに見える長い指の先はひんやりとしていて、少し固かった。

　彼は実弦の反応を確かめるようにじっと見つめながら、指先を絡めた。

　先ほどまでの穏やかな雰囲気から一転、彼の周囲を甘く危険な空気が取り巻く。

　まるで一気に狩りモードに切り替わったような鮮やかな変化に、実弦は息を止めた。

　触れられたところから、熱が広がっていく。

　ただ、手を繋いでいるだけ。

　それなのに、彼の視線と温もりに犯されているような気分になる。

　実弦は目を伏せ、はあ、と熱い吐息を漏らした。

　普通に出会ったところで、友達なんて無理だった。そう強く思い知らされる。

　須河はあまりにも魅力的で、全てにおいて平凡な実弦の手に負える相手ではない。

「これからどうしよう。俺と一緒に行ける？　それとも帰る？」

　形の良い唇から、低められた声が零れる。

　同時に、きゅ、と一際強く指を握られた。

　選択肢はあるようで実はないのだと伝えてくるその感覚に、ぶるりと震える。

「……一緒に行きます」

「よかった」

　須河はにこ、と笑い、実弦の手を引いて立ち上がった。
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　須河が運転する車が滑り込んだのは、都内でもトップクラスのラグジュアリーホテルだった。

（は……？　ここ……!?）

　慣れた様子でチェックインの手続きをする彼の後ろで、実弦は呆然と立ち尽くした。

　てっきり近くのラブホテルへ行くものだと思っていただけに、衝撃が大きい。

　ボーイに導かれエレベーターに乗り込めば、ボーイがカードキーをパネルにかざす。そこで初めて階のボタンが点灯する仕組みらしい。

　須河とボーイは何やら雑談をしていたが、実弦はともすればポカンと開きそうになる口を引き締めておくだけで精一杯だ。

　ふかふかの絨毯の上を歩き、恭しく開かれた重厚な扉をくぐる。

　案内されたのは、オリエンタルな内装のスイートルームだった。

　広々とした部屋は豪奢の一言に尽きる。突き当りに均等に並ぶ大きな正方形の窓から見える景色には、思わず見入ってしまった。ぎっしりと並んだビルも建物の間を縫って走る道路も、全てよくできたミニチュアのようだ。

「こんな感じでよかった？　一番いい部屋はもう埋まってたんだよね」

　須河がキーカードを応接テーブルの上に置き、ジャケットを脱ぎながらそんなことを尋ねてくる。

　いいも悪いもない。想定外すぎる、としか言えない。

　カフェでは奢ってもらったし、ホテル代はきちんと割り勘しようと思ってきたが、手持ちのお金では絶対に足りない。チェックアウトする前にＡＴＭを探さねば、と決意する。

「……いえ、大丈夫です」

　しばらくはもやし生活だなと遠い目になった実弦の顔を、須河はひょいと覗き込んできた。

「困った顔してる。もしかして、重かった？」

　そう言ってしょんぼり眉尻を下げる。

　実弦は慌てて首を横に振った。

　寂れたラブホテルでも文句を言うつもりはなかったのだ。彼が良いホテルを選んだこと自体に、悪印象はない。

「そんなことないですよ。自分だけなら泊まれない部屋ですし、すごいな！　と思ってます」

「思ってる、けど？」

　それだけじゃないよね？　と言いたげな須河が首を傾げる。

　あ、これは本当のことを言うまで引かないやつだ。

　実弦は観念し、重い口を開いた。

「……お金、下ろしてこなきゃ、って」

　須河は大きく目を見開くと、ふはっ、と噴き出した。

　更に肩を震わせて笑い始める。

「そんなに笑わなくても……。ここまできちんとしたホテルに来るとは思ってなかったんです」

　恨めしい気持ちで軽く睨めば、彼は拳を口に当てて笑いを収め、「ごめん」と謝った。

「馬鹿にしたんじゃないんだ。ホテル代払おうと思ってたなんて想像もしてなかった。俺が勝手に予約したんだし、全額払うよ。ほんと実弦さんって、真面目で可愛い」

　言葉通り、可愛くて仕方ない、と言わんばかりの表情で見つめられる。

　ここは固辞しない方がいいのだろう。

　実弦にとっては大金だが、須河にとっては大したことのない出費なのかもしれない。

　もぞもぞと身動ぎしたあと、「ありがとうございます」と小声で答える。

「じゃあ、早速だけど始めようか」

　実弦が握りしめていたバッグを、須河はそっと取り上げ、ゆったりした一人掛けソファーの上に置いた。

　両手が空いたせいで、一気に心細くなる。

　不安な気持ちで彼を見上げると、須河は「大丈夫」と瞳を優しく細めた。

「急に押し倒したりはしないから。まずはお互いリラックスしよ」

「須河さんも、緊張してるんですか？」

「めちゃくちゃしてるよ。こういうの、ほんと久しぶりだし」

　仕事で忙しかったと言っていたが、それは確かにそうなのだろう。

　彼の仕事を知った今では、恋人がいなかった理由に深く納得してしまう。

「あと、できれば名前で呼んで欲しいな。敬語も止めて欲しい。でも、これはあくまで俺の希望。実弦さんが嫌なら、無理強いはしないからね？」

　どこまでもこちらの気持ちに配慮しようとする彼に、胸が温かくなる。

　知り合ったばかりの人に丁寧語で話すのは、癖のようなものだった。

　相手が年下だとしても、そちらの方が気楽なのだ。

　だが、彼をがっかりさせてまで押し通したいものでもない。

「分かった。燈さん、でいい？　それとも燈くん？」

「呼び捨てか君付けがいいな。さん、だと女の人みたいでしょ？　俺の名前」

　無邪気に微笑む彼は、完全にリラックスしているように見える。

　少なくとも、五年ぶりのセックスをしようとしている男には見えない。

　付き合っている彼女がいなかっただけで、セフレは数人いた、というオチかもしれない。

「じゃあ、燈くんで。彼女と別れてから、本当にずっと誰もいなかったの？」

　気になってついストレートに尋ねてしまう。

「適当に遊んでたんじゃないか、ってこと？　ほんとにないよ。あ、ＡＶにはお世話になりました。それもアウト？」

　性欲はありますアピールに、カアッと頬が熱くなる。

「そ、それはセーフ」

「よかった。それにほら」

　燈は実弦の手を取ると、自分の胸に押し当てた。

　上質なシャツの滑らかな手触りにうっとりしたのも一瞬、しっかりした筋肉の感触に居た堪れなくなる。

　固まった実弦を見て、燈はまたクスクス笑った。

「心音早いでしょ？　って証明したかったんだけど、実弦さん大丈夫？」

　こくこく、と頷き、意識を手の平に集中させる。

　伝わってくる心音は確かに早い気がしたが、実弦の心臓の方がより大変なことになっている。燈を意識し過ぎて、初体験の時より緊張している気がした。

「ああ、やばいな、これ」

　燈は小声でぼやくと、続けて尋ねてくる。

「実弦さんは彼氏と別れたばかりって言ってたよね。そいつの前でも、こんな感じだったの？」

「こんな感じ、って？」

「ちょっと触っただけで、真っ赤になって照れちゃう感じ」

　どうだっただろう。まだ別れて四ヶ月しか経っていないのに、もう随分昔のことに思える。

　元彼は、何かを強く主張したり、主導権を握ったりするのが苦手な人だった。

　常に受け身ではあったが、セックス以外の不満を覚えたことはない。実弦の提案にいつも嬉しそうに乗ってくれるところを可愛いと思っていた。

「そういうのはなかったな。年は向こうが上だったけど、私の方が色々リードする感じだったし」

　別れた直後は、こんな風に冷静に振り返ることはできなかった。

　燈と悩みを共有できたお陰で、最後の捨て台詞込みで良い思い出に昇華できた気がする。

「ふうん」

　嬉しいような、拗ねたような不思議な響きの相槌に、思わず燈の顔を見上げる。

　目が合った瞬間、彼は実弦の手を離し、両手で頬を摘まんできた。

　そのままむにむにと頬肉を揉まれる。

　痛くはないが、驚いた。

　目を丸くして見つめれば、柔らかな笑みが返ってくる。

「別れた理由に納得する気持ちと、なんだほんとに好きだったんだ的な実感が同時にきて、落ち着かない」

「え……？」

　言っている意味がよく分からず、瞬きする。

　きょとんとした実弦に、燈は笑みを深めた。

「分からないよね。俺にもまだちゃんと分かってない」

　彼はそう言うと、身を屈めて実弦の唇に触れるだけのキスを落とした。

「分かりたいから、もっと進んでいい？」

　色気を滲ませた耳に心地良く響く低い声。

　唇の傍で囁かれたその声に、腰が砕けてしゃがみ込みそうになる。

　よろめいた実弦を、燈は難なく受け止め、抱き上げた。

「ひゃあ！」

　とっさに首にしがみつき、バランスを取ってしまう。

　抱き着いたあとで、よりぴったり密着した体勢になったことに気がついた。

「それいいね、しっかり掴まってて」

　上機嫌な声が耳元で聞こえる。

　この声は駄目だ。絶対に反則だ。

　情けなく白旗を上げた実弦を抱えたまま、燈はバスルームへ移動した。

　シックなブラウングレーの大理石で彩られたバスルームの奥には、大きなジェットバスが設置されている。バスタブの奥はガラス張りになっていて、遠く広がる空の下にひしめくビル群を一望できた。

　ホテルに到着した時はまだ明るかった空は、すっかり夕暮れ色に染まっている。

「自分で脱ぐ？　それとも、脱がせていい？」

「じ、自分で脱ぐ！」

「了解。次会う時は、俺にやらせてね」

「分かった」

　テンポの良い返事に釣られ、思わず頷いてしまう。

　しまった、と後悔するより先に、次もあるんだ、と安堵を覚えた自分に気づき、ああ、と心の中で嘆いた。

　もうこうなったら認めるしかない。

　実弦は彼にすっかり惹かれてしまっている。

「シャワー先にあびてきて。その間にお湯貯めとくね。入浴剤は、どれにする？」

　燈はシャツの前ボタンを全部外し、袖を肘まで捲り上げながらバスタブに向かって歩いていく。

　どうやら彼の前でストリップせずに済みそうだ。

「燈くんの好きなやつでいいよ」

「了解。何にしようかな」

　バスタブの縁に腰かけて入浴剤を選ぶ彼の姿は、息が止まりそうなほど格好よかった。

　はだけられたシャツの隙間から見える腹筋といい、無造作に組まれた長い脚といい、全てが魅力的で頭がくらくらしてしまう。

　いつまでも見つめていたい気持ちを何とか振り切り、実弦はタオルを取って彼に背を向けた。

　脱いだワンピースは手早く畳んでバスケットに入れ、ブラとショーツはその下に潜り込ませる。

　完全に無防備になった途端、燈の様子を確認したいという謎の衝動にかられた。

　彼はこちらを見ているのか、それともまるで気にしていないのか。

　どちらにしても動揺してしまいそうで、結局実弦は彼に背を向けたままシャワーブースのガラス扉にかけた。

　手早く全身を洗ってから、バスタオルを巻き付けて外に出る。

　全面ガラス張りではなかったら、もっと時間をかけて洗ったのだが、高級ホテルのシャワーブースにカーテンは存在していなかった。

　おずおずと燈に近づけば、彼は眩しそうに目を細めて実弦を見上げる。

「まだ半分くらいしか貯まってないから、足湯代わりにするといいかも。俺も流してくるね」

「うん」

　こくりと頷き、彼の気配が遠のいたのを確認してからバスタブに足を踏み入れた。

　少し熱めのお湯にほう、と息を吐く。

　実弦は思い切ってバスタオルを外し、浅めのお湯に身を浸した。

　爪先から駆け上っていく心地よい温もりに、身体のこわばりが解けていくのが分かる。

　背後で響くシャワーの音から意識を逸らし、窓の向こうに広がる絶景に視線を固定した。

　てっぺんから下りてくる薄青が少しずつ空を塗り替えていく。先ほどまで我が物顔していた濃い橙色は、静かに底に沈んでいった。

　自然が造り出す壮大なグラデーションの美しさに見惚れているうちに、燈が戻ってきた。

　たぷん、とお湯が揺れる。

　増した水嵩と、背後に感じる存在感に、たまらず顔を覆った。

「お風呂入る時は、髪を留めるんだね。耳と横顔が全部見えるの、いいな」

　実弦を蕩かすあの声がすぐ後ろで響き、同時に引き締まった腕が実弦の腹部に回される。

　ぐ、と引き寄せられ、彼の膝の間に抱え込まれる体勢になった。

　バスタオルを濡らすのはマナー違反だと思った数分前の自分を殴りたい。

　素肌同士が触れ合う感触と、透明なお湯越しに見える彼の腕の上に乗った白い乳房に、気が遠くなりそうだ。

「今はまだ触らないから、力抜いて？」

　優しい声と共に、ちゅ、とうなじに口づけられる。

　期待でぞわり、と肌が粟立った。

　まだ何もされていないのに、身体の奥が潤っていく。

　自分はこんなに感じやすかっただろうか。

　実弦自身も知らなかった部分を、燈に容易く暴かれてしまいそうで怖くなる。

　だがそれより、こんなところまで来ておいて、快感を求める本能にブレーキをかけようとする己の臆病さが腹立たしい。

　これ以上、何も考えられないようにして欲しい。

　少しくらい乱暴でもいいからめちゃくちゃに犯されて、こんな風にされたかったのだと納得したい。

「遠慮しないで、好きにしていいよ」

　覚悟を伝えたつもりの声は、微かに震えていた。

　燈が背後で考え込むのが分かる。

　せっかくの厚意を跳ねのけたも同然の台詞だと遅ればせながら気づき、実弦は唇を噛み締めた。

「じゃあ、キスさせて。それから触る」

　腹部に回されていた腕が解かれ、顎を掬うように掴まれる。

　誘われるまま見上げれば、燈の瞳は柔らかく実弦を見下ろしていた。

「怖がりなとこも、ほんと可愛い。気持ちよくなりたいと思うのは悪いことじゃないって、教えてあげる」

　言われた言葉の意味を量りかねているうちに、そっと唇を塞がれる。

　実弦は慌てて目を閉じた。

　触れるだけのキスを繰り返したあと、彼はかぷ、と実弦の下唇に軽く嚙みついた。

　そのまま何度かやわく噛まれ、噛んだところを丁寧に舐められる。

　甘く痺れるような感覚が全身に走った。

　はふ、と息を吐いたところで、すかさず分厚い舌がねじ込まれる。

　驚いて縮こまる実弦の舌を、燈が逃がさないとばかりに追ってきた。

　強引に吸われたのも一瞬、すぐにあやすような動きに変わる。

　実弦の緊張をほぐそうとしているのか、優しく舌先を擦り合わされる。

　敏感な部分を重ねて刺激する行為に、背筋がぞくぞくした。

「んっ…はぁ、ん、んっ」

　気づけば、もっと、もっと、と強請るように自分から舌を押し付けていた。

　口づけたまま燈が小さく笑う。

　ふ、と吹き込まれた息すら、すっかり鋭敏になった肌には甘い刺激になった。

　性的で濃厚な空気に頭がおかしくなりそうだ。

「気持ちいいよね。俺もだよ」

　燈は囁くと、今度は荒々しく咥内を貪り始めた。

　角度を変えては深く口づけられ、ねっとりと舐られたり、強めに擦られたりと好き放題に弄られる。

　実弦の知っているキスとはまるで違った。

　これは捕食だ。実弦を捕え、支配し、欲望のまま貪る。

　それにたまらなく感じてしまう。

　口蓋を執拗に舐め上げられる度、そして絡めた舌を吸い上げられる度、言葉にならない声が漏れた。

　的確に実弦の弱いところを見つけては、容赦なく責めてくるキスのせいで、乳首が硬くしこっていくのが分かる。

　両腿にぎゅう、と力を込めて閉じたのは、奥からとろりとあふれる蜜に気づいたから。

　燈がゆっくり唇を離した時には、すっかり息は上がっていた。

「実弦さん、目開けて」

　請われるまま、蕩けた瞳を燈に向ける。

「うわ、えっろ……最高」

　燈は嬉しそうに言って、ペロリと彼自身の唇を舐めてみせる。

　その挑発的な仕草に、胎の奥がきゅう、と切なく疼いた。

「舌、出して。今度は見ながらしよう」

　すでにまともな思考はできなくなっている。

　何を要求されているか分からなかったが、素直にべ、と舌を出してみた。

「ん、いい子」

　例の艶めいた色っぽい声に、耳奥を犯される。

「目、閉じないでね」

　燈は釘を刺すとゆっくり舌を出し、実弦の舌をちょん、ちょん、とつついてきた。

　彼の目はまっすぐこちらを見ている。

　どんな些細な反応も見逃さないと言わんばかりの貪欲な視線に、実弦は泣きそうになった。

　怖くて、でも嬉しくて、ぞくぞくする。

　そして何より激しく興奮した。

「は、ぁ…ふぁ、っんっ」

　視線を合わせたまま、ぴちゃぴちゃと互いの舌を絡めて舐め合う。

　瞳はすっかり潤んでいるし、頬は真っ赤だ。

　みっともない顔をしている自覚はあったが、目を逸らすことができない。

　燈は食い入るように実弦を見つめ、一旦口を離して、はあ、と溜息を吐いた。

「あー、むり。我慢できない」

　吐息交じりの低音が響く。

　燈は眉根を寄せ、実弦の舌にかぶりついた。

　じゅるじゅると音を立てて吸い上げられれば、電流に似た刺激が背筋を駆け上る。

　たまらず腰を浮かした実弦を、燈は強く抱き込んだ。

　密着した拍子に、ごりっとした感触が臀部に当たる。

　それが何か分かった途端、実弦も我慢できなくなった。

　夢中で舌を絡め合いながら腰を前後に揺らし、いきり立った剛直を刺激する。

　比べてはいけないが、実弦が知っている誰より大きい。

　これで貫かれるところを想像するだけで、とめどなく蜜が溢れてくる。

　初めて経験したセックスじみたキスのせいで、実弦はすっかり発情していた。

「ちょ、待って」

　燈は慌てて口を離すと、実弦の腰を両手で押さえつけ、荒い息を吐いた。

「俺は久しぶりだって、言っただろ？　手加減してよ」

　こつんと額をぶつけられ、顔を覗き込まれる。

　彼の瞳には紛れもない欲情が浮かんでいた。それだけでなく、そこには愛情めいた甘い色が混じっている。

　燈も実弦が欲しいのだと、はっきり分かった。

「足りないの。燈くんが、もっと欲しい」

　熱に浮かされたように訴える。

　燈ははぁ、と艶っぽい息を吐き、実弦の額に唇を押し当てた。

「俺もだよ。でも一緒に我慢しよ？　沢山気持ち良くなってから繋がった方が、絶対気持ちいいから。実弦さんに、もう無理、早く、って言わせてあげる」

　互いの悩みを赤裸々に打ち明け合ったからこそ分かる。

　言わせてあげる、ではなく、言わせたい、が彼の本音だ。

　実弦はおかしくなって、くすくす笑った。

　いい感じに気が抜けた途端、頭がぼうっとするのはキスのせいだけではないことに気づく。

「私、もうのぼせそう」

　燈は目を丸くし、それから「ごめん、夢中になってた」と恥ずかしそうに笑った。

　

「──んっ、ぅ、んっ」

　口移しで含まされたミネラルウォーターを、懸命に嚥下する。

　それでも飲み込み切れない水が、唇の端からつーっと零れた。

「ああ、これいいな。色々妄想できるとこもいい」

　燈はそんなことを言いながら、うっとりした表情で実弦の顎や首を舐める。

　あれから実弦は、燈の手によって甲斐甲斐しくバスローブを着せられ、再び抱き上げられてベッドルームまで移動していた。

　今は寝台のヘッドボードに背中を預けた体勢で、燈から水分補給を受けている。

　それも、何故か口移しで。

「これ、普通にペットボトルから飲んじゃだめなの？」

　口づけの合間に尋ねてみる。

「んー、それだと、俺が飲ませてる感が足りないんだよね」

　燈の返事に、分かったような分からないような、と首を傾げる。

　燈は手を伸ばし、湯気で湿った実弦の前髪をそっと撫でて整えた。

「なんだろう、実弦さんを俺にだけ依存させて、全部支配したい欲？」

「性癖の話？」

「うん。実弦さんと一緒にいると、本当にしたかったことがどんどん分かってくる」

　そう言って嬉しそうに微笑む燈に、もう水はいいと伝え、腕を軽く引く。

　ベッドに腰かけていた燈は頬を緩め、ペットボトルとサイドテーブルに戻すと、実弦の隣に座り直した。

「もう大丈夫？　膝に抱いていい？」

　優しく尋ねてはいるが、彼の声に籠った色香は有無を言わさない力を帯びている。

　まるで魅了の魔法を使われているかのようだ。

　だが、実弦も薄々気づいていた。

　燈のこの魔法は万人に通じるわけではない。

　実弦だから、反応してしまうのだ。

　素直に燈の膝上に跨って座ると、「もっとこっち」とお尻を両手で掴まれ、ずるずると引き寄せられる。

「まって、裾が……！」

　バスローブの下には何もつけていない。

　そんな風に動かされたら、裾がめくれあがって下半身が丸見えになる。

　懸命に裾を引っ張るが、燈は楽しげに実弦を見つめ、引き寄せる手に更に力を込めた。

「だーめ。そのままにしておいて」

「でも……」

「誰も見てないよ。ここにいるのは、俺だけだ。ぴったりくっつけば、俺にも見えない」

　確かに見えてはいない。その代わり、生々しい肌の感触が伝わってくる。

　彼も下着をつけていないことを、実弦は隙間なく重なった部分の感触で知った。

　ゆるく勃ち上がった燈のそれは、秘丘にぴたりとくっついている。

　今はまだ異物が当たっている程度の感覚だが、お風呂に入っていた時のように硬くなれば……。その先を想像しただけで、全身が熱くなる。

「気になる？」

　物欲しそうな顔をしてしまったのだろうか、燈がニヤリと笑い、腰を軽く突き上げる。

　こくりと頷けば、「触ってみたい？」と尋ねられた。

「……触っていいの？」

　過去に付き合った相手は皆、実弦が積極的に動くことを嫌がった。

　受け身で喘いでいるだけだから良くないのではないか？　と、奉仕しようとしたこともあるのだが、『無理させたくない』とやんわり拒否されたことまで思い出す。

「その顔、もしかして触ったことない？」

　首を傾げた燈に、過去のやり取りを打ち明ける。

　燈は眉をひそめ、「なんだそれ。くだらない」と一刀両断した。

「実弦さんが好きだった人を悪く言いたくないけど、すぐイかされるのが怖かっただけでしょ。それか、彼女を大切にできる俺カッコいい、って自分に酔ってたか」

「そう、なのかな……」

「どっちにしろ、ガッカリした実弦さんに気づかない時点でどうかと思う。本当に相手に興味あったら気づくよね」

　燈はきっぱり言い切ったあと、バツが悪そうな顔になる。

　不思議に思って「どうしたの？」と問えば、彼は深く嘆息した。

「……今言ったこと、俺もそうだったな、って昔の自分に思いっきり刺さった」

「燈くんも？」

「うん。大学の時、かなり適当に女の子と付き合ってた時期あって。皆あっさりしてたから気にしてなかったけど、そんなの彼女を雑に扱っていい理由にはならないよな、って実感した」

　燈はしょんぼりした表情を浮かべ、縋るように実弦を見つめてくる。

「ごめん、この話はしてなかったな。気になる？」

　不安混じりのその口調に、ゆるく首を振る。

「昔の話だし、燈くんが罪悪感を抱くべき相手は私じゃないよね？　でも話してくれたことは、嬉しかった。不誠実なことしてたんだな、って気づいてくれたことも」

　口には出せないが、燈がやけに手慣れている理由が分かってスッキリしたというのが本音だった。

　大学時代の彼女と別れたきり誰とも付き合っていないにしては、余裕たっぷりだしキスは上手いしで、一体どういうわけだろうと不思議だったのだ。昔、散々遊んでいた時に積んだ経験のお陰、というわけらしい。

「よかった。いくら昔の話でも、そんな男絶対に嫌、って言われたらどうしようかと思った」

　心底安心したように答える彼に、思わず笑みを零してしまう。

　いくら実弦でも、割り切った関係を持つ相手にそこまで望んだりしない。

「嫌じゃないよ。ほんとに大丈夫だから、ね？」

　しんみりした空気を変えようと、彼の額に触れるだけの可愛いキスをする。

　燈は瞳を明るくし、柔らかく微笑んだ。

「実弦さんが嫌じゃないなら、俺は触って欲しい。二人でお互いの気持ちいいところ探してみよう」

「うん、私もそうしたい」

「素直だね。ほんと可愛い」

　優しい眼差しで見つめられ、お返しとばかりに唇にキスされる。

　心がくすぐったくなってふふ、と笑えば、燈は頬や顎、そして首筋に啄むような口づけを降らせ始めた。甘く響くリップ音に幸せな気持ちが込み上げてくる。

　実弦も燈のつむじに口づける。膝に乗っている分、実弦の視線の方が高いのだ。

　ついでとばかりに、よしよし、と頭を撫でてみる。

　燈は猫のように実弦の手に頭を擦りつけてきた。それが何とも可愛らしくて、顔を見合わせてまた笑う。

　しばらく続いた親密で優しい戯れに、実弦はすっかりリラックスしていた。

「力抜けてきたね。じゃあ、もっとエッチなことしよっか」

　燈はそう言うと、実弦のバスローブの腰紐をするりと解く。

　それから実弦の両肩に手を置き、バスローブをはだけさせていった。

　空調のお陰で部屋は適度に暖まっている。

　肌が粟立ったのは、寒さのせいではなかった。

　熱の籠った燈の視線が、あらわになった乳房に注がれる。

　羞恥と期待が同時に膨らみ、はぁ、と短い吐息が漏れた。

　燈の右手が乳房を下から持ち上げ、やわやわと揉み始める。

　左の手は実弦の背中に回され、背筋のくぼみを確かめるように辿っていった。

　端整な甘い顔に広がる雄くさい表情に、胸がきゅんと高鳴る。

　さっきまで可愛く甘えてきていたのに、急に攻めに変わるところ、ほんとずるい。

「見て、実弦さん。まだ触ってないのに、すごく硬くなってる」

　喜色を帯びた声につられ、視線を落とす。

　ピンと尖った乳首が見えて、頬が熱くなった。

　彼が言うように、まだそこには触れられていない。何度も近くを掠めては、離れていってしまう。

　白い肌を掴んでは膨らみを揺らす男らしい指に、もどかしさが募っていく。

「どうしようかな。激しく吸っても、指で引っ掻いても気持ちよさそう。それとも、もっと焦らしてみる？　ねえ、実弦さんはどっちがいい？」

　彼の言葉通りの場面が脳裏に浮かぶ。

　どっちでもいい。どっちでもいいから、早く欲しい……！

　衝動に突き動かされ、燈の首に両手を回して引き寄せる。

　結果的に前者を選んだと気づいた時にはもう、燈はあーんと口を開けていた。

　肌に熱い吐息を感じた次の瞬間、膨れた乳首をきつく吸われる。

「っ、ひぁ、…ぁっ」

　高まった期待を軽く上回る強い快感に、びくんびくんと身体が跳ねた。

　巻き付いた舌で先を捏ねられる度、悲鳴じみた声をあげてしまう。

　貪るという表現がぴったりの激しさで弄られ、何も考えられなくなった。

　たまらなく気持ちいい。ただそれだけが、心と身体の両方を支配する。

「あ、ああっ、ぁ、っ…んっ、」

「は……いい反応。いっぱい、気持ちよくなろうね」

　いつの間にか燈は両手で乳房を掴んでいた。

　片方の乳首にやわく歯を立てながら、もう片方の乳首は指先で小刻みに引っ掻く。

　脳天が痺れるような快感に、生理的な涙が滲む。

　甘噛みしたあとでねっとり舐めたり、くちゅくちゅ音を立てて吸ったりと、燈の愛撫は止まることを知らない。

　彼が動く度、実弦の身体の奥からとめどなく蜜が溢れてくる。

　実弦は燈のつむじに頬を押しつけ、くぐもった声を漏らした。

　ようやく解放された時には、太腿までぐっしょり濡れていた。

　それなりに経験がある方だと思っていたことが恥ずかしい。

　過去の彼氏たちは皆、淡泊だったのだ。それがよく分かった。

　まっすぐ座っていられなくなった実弦を、燈は優しく抱き締めた。

「実弦さんの身体、感じやすくてすごくえっちだ。ちゃんと中でもイけると思うな」

「ほんと？　燈くんは、面倒じゃない？」

「そんなわけ。興奮し過ぎて、もうこんなだよ」

　ほら、と手を掴まれ、そのまま二人の間に導かれる。

　半勃ちだった彼のものは、すっかり臨戦態勢だった。

　硬く張り詰めた雄芯の先端からは、ぬるりとした液体が滲んでいる。

　彼も実弦を欲っしている確かな証拠に、喜びが込み上げてきた。

　うっとりしながら、剛直の先端を撫でる。

「すべすべしてるんだね。ちゃんと触ってもいい？」

「いいよ。優しくしてね？」

　甘えを含んだ囁き声に、秘所がじゅんと潤んだ。

　まずは丸い先端部分を手の平で包み、円を描くように撫でてみる。

　はぁ、と耳元で燈が熱い息を吐いた。

　更に手の力を強めようか迷った挙句、思いとどまる。先走りが潤滑油代わりになっているようだが、もっと潤いがないと痛いかもしれない。

　代わりに手を丸め、かりの部分に滑らせる。くびれに添って擦り立てれば、燈の息が上がってきた。

　ふーっ、ふーっ、と快感を逃すように吐かれる荒い息に、身体の奥がどんどん熱くなる。

　頬を上気させた燈の顔は凄まじく艶っぽく、一度見てしてしまったら目を離せない。

　視線が絡んだ瞬間、深い欲情を宿した獰猛な瞳に射すくめられる。

　きっと燈の脳内ではとっくに組み敷かれているのだろう。

　今すぐぐちゃぐちゃに犯したい。──燈の眼差しは彼の欲望を雄弁に語っていた。

（私にされるより、したいのかな、やっぱり）

　怯みそうになった実弦に気づいた燈が、乱れた呼吸の中、口角を上げる。

「だいじょうぶ、すごく上手だよ。このまま、最後までイかせて？」

　よくできました、と言わんばかりの優しい声に、たまらなくなった。

　したいことは何でもしていい、と実弦の全てを許容された気分だ。

「嬉しい。ありがとう、そんな風に言ってくれて」

　込み上げる衝動のまま、燈の耳朶に口づける。

　柔らかな膨らみを舌で舐りながら、実弦は手淫を続けた。

　元彼の為に仕入れた知識を総動員し、懸命に手を動かすと、燈は苦しげに眉根を寄せた。

　快感に懸命に耐えている表情の色っぽさに、興奮が高まる。

　もっともっと、彼が普段は隠している雄の顔を見てみたい。

　剛直を擦り上げる手を早める。

「く、っ…ぅあ、っ……」

　裏の部分に親指の腹を当て、激しく上下させ続ければ、燈がびくびくと身を震わせた。途端、先端から白濁が溢れてくる。

　初めて、できた。

　深い達成感に喜んでいると、燈がこちらを振り向き、噛みつくようなキスをした。

　唇を合わせたまま、燈は実弦の手に彼の手をかぶせ、精を吐き切るまで強く雄芯をしごいた。

　

　燈は呼吸を整えたあと、精液が飛び散ったバスローブを脱ぎ、実弦のローブも完全に脱がせた。

　肌触りの良いシーツの上に、燈に抱き込まれた体勢で寝転ぶ。

「──はぁ……気持ちよかった」

　燈は満足そうに言ったが、彼が本当に満たされたわけではないことは分かっている。

「まだ足りないでしょう？　出すだけでいいなら、悩んだりしない」

「気持ちよかったのは、嘘じゃないよ。一生懸命な実弦さんが見られて、嬉しかった」

　彼は実弦の髪を優しく撫で、「でも」と続けた。

「俺の本音を分かってくれて嬉しいし、安心する」

　ふにゃりと目を細めた彼に、実弦の心も浮き立つ。

「燈くんは、私を泣かせてみたいんだもんね？」

　お見通しだと言外に含ませれば、燈は素直に頷いた。

「うん。今から最後まで抱くけど、怖くなったらちゃんと教えてね」

「怖くなるの？」

「分からない。そこは俺次第、かな。でもちょっと不安なことあって」

「なんだろう。教えてくれる？」

　気になることがあるのなら、先に聞いておきたい。

　真面目な顔になった実弦に、燈は悪戯っぽく微笑みかけた。

「俺は実弦さんが、嫌、やだ、無理、って泣くとこ見たいんだよね。でも本当に苦しかったり、怖かったりで泣かせるのは絶対に嫌なんだ。理性あるうちは見分けられる自信あるけど、ぶっ飛んじゃったら分からなくなりそうだな、って」

　どこまでも己の欲望に正直な燈に、つい笑みが零れてしまう。

　くすくす笑う実弦を見て、燈はわざと頬を膨らませた。

「そんな可愛い顔で笑わないで。ほんとに酷いことされたらどうするの？」

　全く想像できないが、燈の気持ちも分かる。

　痛めつけて泣かせたいわけではないのなら、確かに不安になるだろう。

「ごめん。えっと、じゃあ合言葉を決めとくのは？」

「ああ、セーフワードってやつ？」

「うん。たとえば私が、『須河さん、やめて』って言ったら、それは本気で駄目だからすぐに止めて、ってサインになるの」

「それいいね。そうやって先に決めとけば、迷わずに済みそう」

　どうやら燈は、実弦を絶対に泣かすと決めているらしい。

　先ほど胸を弄られた時も実はじんわり涙が出たのだが、あれでは足りないということだろうか。

　確かにキスも胸への愛撫も、これまでの経験が子どものままごとに思えるほど、気持ちよかった。

　だが、問題はその後だ。実際挿入してからはどうだか分からない。

「燈くんはブランクあるわけだし、いきなりは無理かもだよ？」

　もし駄目でもがっかりしないで欲しい。

　そんな気持ちで予防線を張る。

　燈は不意をつかれたように瞬きしたあと、瞳をきらりと光らせた。

「言ったな？」

　優しげな表情から一転、雄くさい顔に変わる。

　煽ってしまった、と気づいた時にはもう遅かった。

　身体を起こした燈が、馬乗りになってくる。

「待っ、ぁ、っ…」

　強引に唇を塞がれ、舌をねじ込まれる。

　咥内を好き勝手に暴いていく熱に、あっという間に身体が昂った。

　バスルームで散々味わった快感に再び包まれる。

　あの時と違うのは、彼の手が実弦の脚の付け根に伸びていること。

　親指の腹が鼠径部をぐ、ぐ、とほぐすように押していく。

　際どい場所を無遠慮に触っているのに、肝心な部分は慎重に避けているのが分かる。

　マッサージ的な気持ち良さと、言いようのないもどかしさで、じっとしていられない。

　実弦は身体をくねらせ、燈の指から逃れようとした。

　だが腰をひねったせいで、親指が秘所のくぼみに入ってしまう。

　すでに蕩けきっていたそこは、硬い指先を容易く招き入れた。

「ああ、もうこんなになってたんだ」

　ちゅ、と名残惜しげに音を立てて唇を離した燈が、喜色を滲ませた声で呟く。

「やぁ、いわない、で」

　直接触れられていないうちから物欲しそうに濡らしている自分が、恥ずかしくてたまらない。

　顔を背けようとした実弦を引き戻すかのように、燈は再び口づけてきた。

「なんで？　いいことだよ。いっぱい感じてくれて、すごく嬉しい」

　キスの合間に甘い声で囁かれれば、心がふわりと浮上する。

「もっと感じて。気持ちよくなって」

　繰り返し注がれる言葉に、頭がぼうっとしてきた。

　力を抜き、己の渇望を素直に受け入れる。

　燈がゆるゆると指を動かす度、すでに柔らかくほころんだ花弁が、ぐちゅぐちゅと淫猥な音を立てた。

　やがて指先が、硬く尖った秘芽に触れる。

「ひぅ、っ…」

　そこは実弦が強い快感を拾うことができる唯一の場所だった。

　もっと強く擦って欲しい。優しく掠めるように撫でられるだけでは、まるで足りない。

　無意識のうちに腰を前後に動かし、更なる刺激を求めようとする実弦の舌を、燈は吸い上げ、甘噛みした。

「ぁっ、んんっ」

　ビリビリとした刺激が脳天を突き上げる。

　意識を逸らされたせいで、揺れていた腰は止まった。

「人の指で勝手に気持ちよくなろうとするなんて、悪い子だな」

　笑みを含んだ声で、咎められる。

　艶っぽく響く低音に、ずぐん、と子宮が疼いた。

「ごめんなさい……」

「ちゃんとイかせてあげるから、お利口に待ってて。ね？」

　素直にこくりと頷けば、あやすような甘い声が唇のすぐ傍に落ちてくる。

「いい子だね。実弦さんは可愛い、いい子」

　燈は囁きながら、膨れ上がった秘芽の根元を軽く弾いてくすぐった。

　気持ちいいのに、もどかしくてたまらない。

　決定的な刺激を求める身体を懸命に抑えつけ、シーツを強く掴む。

　ぐりぐりと強く押し潰された時は、待ち望んだ快感に声にならない悲鳴が漏れた。

　身体を震わせ、お馴染みの気持ち良さを味わおうとした実弦だが、燈はそれを許してくれなかった。

「っ、あぁ、…っ、え？　……っ！」

　親指と中指が巧みに動き、硬くなった秘芯の包皮を器用に剥いてしまう。

　知識としては持っていたが、そこまでされたことは一度もない。

　慄く実弦をよそに、燈の指はむき出しなった粒を優しく、ねっとり撫で上げた。

「ひっ、あああっ」

　痛みにも似た強烈な快感に、喉を反らして叫んでしまう。

　チカチカと瞬く白い光が目の前を飛び交った。

　奥から蜜がとめどなく溢れてくる。

「あは、…やっぱり初めてか。気持ちいいでしょ、これ」

　燈は興奮を帯びた低音で囁き、愛液を掬っては鋭敏になった粒に優しく塗り込めていった。くちゅん、くちゅん、と控えめに立てられる水音とは裏腹に、実弦を貫く快感はすさまじく激しい。

「や、ぁっ、ああっ、やっ…っ」

　これまでの経験は一体なんだったのだろう。そう思わずにいられないほどの悦楽に飲み込まれ、揺さぶられる。

　ぬめった指の腹がもたらす鋭い快感に、生理的な涙が零れた。

「だめ、イく、イっちゃう、っ、やああっ」

　泣きながら喚く実弦に、燈は口角を引き上げた。

「いいよ、イって」

　吐息混じりの低音に耳奥を犯された瞬間、限界まで張りつめられた糸が、パチン、と音を立てて弾ける。実弦の意思とは無関係に突っ張った両脚が、小刻みに痙攣した。

「あっ、…ん～～ッ」

　頭の中が真っ白になった。

　全力疾走したかのように心臓が跳ね回り、ドクドクと脈打つ。

　ぐったりと臥せった実弦は、燈の指が離れたことにもしばらく気づけなかった。

「──ああ、もう……。そんなに可愛い顔されたら、我慢するのきつい」

　熱を孕んだ燈の声に、ようやく現実に戻ってくる。

　彼は抱き込んだ実弦のこめかみに、何度も唇を押し当てた。

　心から可愛がっていることが分かるその行動に、思わず頬を緩めてしまう。

「挿れて、いいよ？」

　快感の余韻でまだふわふわしているが、最後までしたいという気持ちは実弦にもある。

　ところが燈はゆるく首を振り、

「正直そうしたくてたまらないけど、実弦さんのいいところを探してからにする」

　と答えた。

「濡れているうちに中も触るね。膝、立てられる？　……うん、そう。そのまま力抜いてて」

　優しく導かれるまま、彼の指を受け入れやすい体勢を作る。

　蜜口を探り当てた中指がつぷりと中へ入っていき、ゆっくり沈んでいった。

　絶頂を味わったばかりの身体はすっかり蕩けきっていて、侵入してきた異物を待ち構えていたかのように食い締める。

　もっと、もっと太くて硬いもので埋めて欲しい。

　更なる圧迫感を求めて膣壁が切なく疼く。

「ああ、もう準備できてるね。これなら指増やしても大丈夫かな」

　燈の柔らかな口調は変わらないが、声色が変わった。

　強い欲情が滲む余裕のない声に、頭の芯が熱くなる。

　身体だけでなく心が、今自分に触れている男の全てを欲していた。

　二本に増やされた指がくい、と曲げられ、腹側の浅い部分を探っていく。

　ざらりとした箇所を見つけた指はそこで止まり、ゆったりと責め始めた。

「多分ここかな。自分で触ったこと、ある？」

「ない、よ。中に指入れるの、怖くて」

「そっか。されたことも、ないよね。クリも剥かれたことないんじゃ、聞くまでもないか」

　過去の男にマウントを取るかのような傲慢な声に、ぞくぞくと背筋が震える。

　こんな風に言われて感じてしまう自分は、どこかおかしいのかもしれない。

「今、締まったね。ちょっと意地悪なこと言われるのも好きなのかな？」

「ちがっ、そんなこと、ない」

　勢いよく首を振った拍子に唇に張りついた髪を、燈は舌で掬い取った。

「へえ、違うのか。まあそれはこれから確かめることにして、今はこっち」

　彼は笑みを含んだ声で囁き、同じ箇所をどこまでも優しく撫でさする。

　いいところを探すと言っていたが、ああ、触られているな、と感じるだけで特に気持ちいいとは思えない。

　やはり自分は、他の女性より鈍いのかもしれない。

　そう落胆しかけたところで、変化は起こった。

　微弱な電流が流されているような感覚を覚え始めたのだ。

「初めて触るんじゃ、ちょっと時間かかるかな。こっちも弄るけど、意識は中に集中してて」

　燈はそう言うと、蜜口の上にある秘芽を親指で押し潰した。

　リズミカルに動く親指によって引き摺り出された快感に、瞼裏がチカチカする。

「ひぁ、っ、んっ」

　ぶわりと広がる悦楽に懸命に耐えながら、実弦は言われた通り膣内の感覚に意識を傾けた。

　ゆるく擦られていた箇所がじんじんと熱くなっている。

「なんか、へん」

　燈を見つめて訴えれば、可愛くて仕方ないと言わんばかりの眼差しで包まれた。

「うん、変になっていいよ。ちょっと強くするね」

　宣言通り、指の動きが大きくなる。

　ぐ、ぐ、と押し込まれる度、鈍かった感覚が鋭敏になっていくのが分かった。

　曲げられた指の腹が、中を掻き出すように動く。

　初めての刺激に痺れた膣壁は艶めかしく蠢き、より強烈な快感への予感に打ち震えた。

　開発される、という表現がぴったりの行為に、実弦は怖くなった。

「やぁ、も、いい、やめて、っ」

　懸命に首を振って腰を逃がそうとするが、セーフワードを口にしない実弦に燈が手加減するはずもない。

　怖い。こんなのは知らない。

　このままいけば、自分がどうなってしまうのか分からない。

「あれ、嫌？　そんな風には見えないなぁ」

　随分嬉しそうな声で燈が言う。

　やけに楽しげな彼を咎めようと涙目で睨んでも、指の動きは止まらない。

　身体の芯からじわじわ込み上げてくる快感に、腰がびくびく跳ねる。

「ッ、あ、っ、あっ、あっ」

　涙で滲んだ視界に映る燈の顔を、実弦は縋るように見つめた。

「はあー、えっろ……たまんない」

　燈は低く呟き、実弦の耳穴に舌先を突き入れた。

　ぐりぐりと穴の縁をほじるように舐められる。

　耳をこんな風に弄られるのは初めてだ。

　初めはくすぐったいだけだったのが、次第に快感へ変わっていく。

　時折吹き込まれる熱い吐息に、背筋がぞくぞくと震えた。

　そこも「穴」なのだと知らしめるように、肉厚の舌が動く度、胎の奥からドッと蜜が溢れた。

　燈は実弦の耳を執拗に攻めながら、膣内の浅い箇所を小刻みに叩いた。

　トイレを我慢している時の感覚に似たそれが、急激に強くなる。

　やがて実弦は一際大きな波に飲み込まれ、深く激しい快感に囚われた。

「やぁ、あ、ッ、～～！」

　がくがくと両脚が震えたあと、全身が弛緩する。

　瞬きした拍子に眦から零れた涙は、シーツを濡らす前に燈が舐め取った。

　彼の熱い舌と絶頂の余韻が、とてつもない幸福感を運んでくる。

　はあ、はあ、と荒い息を吐き、実弦はぼんやり天井を見上げた。

（……中でイくってこういう感じだったんだ……）

　乳首や秘芽を弄られる時の快感とは、深さが違った。

「上手にイけたね。すごく可愛かったよ」

　燈がそう言って、ちゅ、と瞼にキスを落とす。

「気持ちよかった……すごかった」

　瞳を見つめて感謝の気持ちを伝えると、彼は満足げな表情を浮かべた。

「よかった。今のとこ、俺のでも沢山突いてあげるね。慣れてきたら、いつか奥でもイけるようになるかも」

「奥でも？　さっき触ったところとは、また別なの？」

「うん、子宮口あたりかな？　指じゃ上手く届かないから、セックス中に突いて刺激するんだけど、痛いだけって人もいるみたい。でもハマれば連続でイけるんだって。女の人の身体って奥深いよね。男はすごく単純なのに」

　どこか不満そうな口調に思わず笑ってしまう。

「えっちな話してるのに、燈くんが言うと普通の世間話に聞こえる」

「あはは。なんだろ、話し方？」

「そうなのかな。上手くいえないけど、性に興味を持つのは悪いことじゃないんだって安心する」

　正直な気持ちを伝えると、燈は実弦の頭をよしよし、と撫でた。

「まあ、誰彼構わずはできない話だよね。俺も実弦さんなら変な風に受け取らないだろうって思えるから言えるんだよ。こんなに盛ってるのも、実弦さんが相手だから。ずっと彼女いなくても平気だったのに、自分でも不思議に思ってる」

　照れくさそうな彼の表情に、胸がきゅんと高鳴る。

　それは、実弦も同じだ。相手が燈じゃなかったら、これほど安心して身を委ねることはできなかったし、未知の快楽を素直に受け入れることもできなかった。

（身体の相性って大事なんだな……）

　セックスは好きな人とするもの、という基本の価値観は変わっていない。

　だが今の実弦は、相手と同じくらいの熱量で気持ちよさを追求できるかどうかも重要だと思うようになっている。

　そういう意味でいえば、元彼はベストな相手ではなかった。もちろん元彼にとってもそうだろう。淡泊な交わりで充分満足できる人からすれば、燈や実弦のような人間は面倒なだけだ。

　元彼相手に一人で何とかしようと足掻いていた時は、いつもどこか後ろめたかった。

　燈が相手だと、それがない。彼との触れ合いは、信じられないくらい刺激的で、しかも、ありのままの自分でいいのだと肯定される感覚がある。

「……うん。私も燈くんだからだよ」

　声に出した言葉がストン、と心に落ちてくる。

　そうだ、彼だからいいんだ。

　何だか嬉しくなって、にこにこしてしまう。

「それ、すごい殺し文句。じゃあ次は一緒に気持ちよくなろうか」

　コツンと額を合わせて燈が言う。

　淫靡な誘惑をたたえた彼の瞳に、実弦はぎゅう、と足の爪先を丸めた。

　一旦実弦から離れて避妊具をつけた燈が、改めて覆い被さってくる。

　つるりとしたゴムで覆われた先端がゆっくり蜜口に当てられた。

　燈は軽く腰を動かし、先端だけを何度も入り口に沈めては引き抜く。

「やばいな。先しか入れてないのに、腰溶けそ……」

　恍惚の滲んだ低音が、くちゅ、くちゅ、という淫靡な水音と共に響く。

　それは実弦も同じだ。

　ぐ、ぐ、と軽く押し込まれるだけで、喉を鳴らしてしまうほど気持ちいいのに、あまり焦らさないで欲しい。

　我慢できなくなった実弦は両脚を彼の腰に絡め、強請るように引き寄せた。

　歴然とした体格差があるのだから、燈がその気なら充分抵抗できただろう。

　だが彼は、実弦が請うまま思いきり腰を打ち付けた。

　圧倒的な質量で一息に貫かれる。

　予想以上の強烈な快感が背筋を駆け上り、脳天を痺れさせた。

「ひっ、ぅッ」

　勝手に大きく背中が反って、びくびく震える。

　上手く息ができないほど感じる実弦をきつく抱え込み、燈は激しく腰を振り始めた。

　ごりっとした剛直が蕩けた膣肉をこれ以上なく押し広げ、容赦なく擦り立てていく。

　彼が大きく腰を引けば、指で教えてくれたいいところにもしっかり当たった。

　そして上から実弦を押し潰すようにタンタン、と腰を打ち込まれれば、膨れたままの秘芽にも電流のような快感が走る。

「や、ぁ、ああっ、ああッ」

　初めて感じる圧倒的な法悦にもみくちゃにされた実弦は、成す術もなく涙を零した。

　声を我慢する余裕はどこにもなかった。

　耳を塞ぎたくなるほど厭らしい声が、半開きになった唇からひっきりなしに漏れる。

　啼きながらシーツをきつく掴む実弦の鎖骨に、燈は強く吸い付いた。

「どうしよ。実弦さんの、なか、めちゃくちゃ気持ちいい」

　激しい興奮に掠れた声に、耳を犯される。

　それからどれだけも経たないうちに、実弦は絶頂に押し上げられた。

　両脚を突っ張って痙攣する最奥に、燈も強く先端を擦りつけながら欲望を吐き出す。

　どちらのものともつかない獣じみた呼吸音が静かな空間に広がり、ぐったりと弛緩した二人を包んだ。

　

　その日の晩も翌日も、実弦は燈に何度も抱かれた。

　初めて繋がった時こそ余裕なく実弦の身体に溺れた燈だが、その後の交わりでは彼の宣言通り、実弦は散々焦らされ、「お願い、早くちょうだい」などと恥ずかし過ぎる台詞を言わされる羽目になった。

　チェックアウト時間ぎりぎりまで互いを貪るようなキスをして、名残惜しい気持ちで身体を離す。

　唇の間に引いた銀糸を、燈は満足そうに舐め取った。

「会ってくれてありがとう。すごく気持ちよかったし、これ以上なく満たされた。俺はもうあなたを手放せそうにないんだけど、実弦さんは？」

　瞳を覗き込まれ、甘やかに問われる。

　胸がきゅんと高鳴るのと同時に、『これ以上進むのは危険』だともう一人の自分が警告を発する。

　燈と実弦では、まず住んでいる世界が違う。

　その場限りかもしれない相手と寝るのに、こんな高級スイートをぽんと予約するような人なのだ。

　金銭感覚は合わないだろうし、これほどハイスペックな男が平凡なアラサー女に本気になるとも思えない。

「……私も気持ちよかったよ。また会えたら嬉しい」

　どういうつもりで『手放せそうにない』と言ったのか、彼の真意を尋ねることはできなかった。

　燈との恋は、それがたとえ片思いでも実弦には荷が重すぎる。

　最初の予定通りでいい。

　どちらかが飽きるまでセックスして、飽きたらそこでおしまい。

　それでいいし、それしかない。

「よかった。じゃあ、改めてこれからよろしくね」

　燈はパッと瞳を輝かせ、無邪気に微笑んだ。






二章








「──吉野さん、ほんと綺麗になったよね。化粧品変えた？」

　休憩中、化粧室で鉢合わせした先輩の女子社員が、まじまじと鏡越しに見つめてくる。

　実弦ははにかんだ笑みを浮かべ、首を振った。

「いえ、特には……。あ、でも夜は早めに寝るようになりました。その分早起きできるので、軽く走ったりもしてます」

　実弦の返事に、先輩は「なるほどね。生活習慣を変えなきゃやっぱ駄目か～」と納得したように頷いている。

　燈と会うようになってから、三ヶ月。

　周囲から見た目を褒められることが増えた。

『最近ぐっと綺麗になったね。何かあったの？』

　初めにそう言ってきたのは、実弦が担当する営業社員のうちの一人だ。

　その時は何の自覚もなかった為、面食らってしまった。

　無意識のうちにお世辞を強要するような圧を出していたのだろうか──密かに反省しつつ、「褒めても何も出ませんよ」と苦笑した実弦だが、他の人からも言われるようになってからは素直に「ありがとうございます」と答えるようにしている。

　何かあった？　という質問に思い当たる答えは、一つしかない。

　実弦が変わったのなら、それは燈の影響だ。

　あれから燈とは、週に一度は会って身体を重ねている。

　彼とのセックスで満たされているお陰か、一時期の不眠が嘘のように寝つきがよくなった。

　そうなると今度は、すぐに疲れてしまうことが気になり始める。

　体力をつけたいと零した実弦に、『朝と昼はしっかり食べて夜は軽めにする方が、身体の負担は少ないみたいだよ』と教えてくれたのも燈だ。

　平日は仕事が終わったあと、軽めの夕食を済ませ、ゆったりお風呂に浸かってからベッドに直行する。夕食の量を減らしてからは、朝はアラームが鳴る前に空腹を覚えて目を覚ますようになった。

　自炊ブロガーのレシピを参考に作る朝食は、ボリュームたっぷりでとても美味しい。

　豆乳で煮込むチーズリゾット風のオートミールに、茹で野菜と鶏ささみを和えたサラダ。五穀米で作るおにぎりに、ハムエッグ。トーストとコーヒーで済ませていた日々にはもう戻れそうにない。

　彼のアドバイス通りの生活をしているうちに自然と肌の調子も良くなった。

　規則正しい生活を始めて分かったのは、好きなものを食べて好きな時間に寝ていた時より、圧倒的にメンタルが安定するということだ。

　自由気ままな生活は、実は精神的によくないというのは新たな発見だった。

　出社まで空いた時間は、近所の公園をジョギングすることにした。

　初めは重かった足が、日を重ねる毎に軽くなっていくのが楽しい。

　最近では、仕事中も疲れにくくなった。

　特に昼食後は眠くなることが多かったのだが、それも随分改善されている。

　先輩社員に「お先に戻ります」と声をかけ、化粧室を出る。

　営業フロアに戻った実弦は、再びパソコンに向かって請求書の続きを仕上げた。

　その後、夕方アポイント先に向かう営業社員の為の資料を揃え終えたタイミングで、フロアが一気に賑やかになった。

　営業会議に出ていた役職付きの社員達が戻ってきたのだ。

「吉野が作った資料は前から見やすかったけど、更に行き届いた感あるな。いつもありがとう」

　課長が自分のデスクに戻る前に、わざわざ実弦のところに寄って労ってくれた時は、流石に嬉しくて頬が緩んだ。

　懸命に表情を引き締めているところに、担当の営業社員が上着とビジネスバッグを手に近づいてくる。

「吉野、ちょっと早いけど、出てもいいかな？　一件、先に寄りたいとこあって」

「分かりました、もう準備できてます。頑張ってきてくださいね」

　頼まれていた資料をファイルに入れて手渡し、激励の声をかけた。

　実弦は営業部に配属されて以来ずっと、担当する社員全員に同じ台詞を言っている。

　彼も飽きるほど聞いているはずなのだが、何故か意表を突かれたように瞬きし、照れくさそうな笑みを浮かべて「おう」と答えた。

　

　その日の終業後、実弦は久しぶりに心菜と共に食事に出かけた。

　金曜の夜ということもあり、行ってみたかった店はどこもいっぱいで、仕方ないね、と笑い合いながら目に留まった居酒屋に入る。

　適当に選んだ店だが、全てのテーブルが個別に区切られた半個室タイプになっていて、落ち着いて過ごせる仕様だった。フードメニューも豊富で、これは当たりだと心菜と瞳を輝かせる。

「ドリンクも色々あるね。心菜はどうする？」

「まずはビールかな！　二杯目は冒険する」

「いいね、私もそうしよ」

　何でも美味しそうに味わう心菜との食事は、いつも楽しい。

　仕事明けの解放感もあって、つい声が弾んでしまう。

　早速運ばれてきたビールグラスを掲げて乾杯し、まずはサラダに箸をつけた。

　豆腐とマッシュルームのサラダは、濃厚な胡麻ドレッシングに生の柚子の風味が効いていて、爽やかな後味が口に広がる。定番のアジフライは普通のソースではなくトマト醤油で食べるらしい。サクサクの衣に包まれた白身とトマトの酸味はとても相性が良く、脂っこさは殆ど感じない。

「どれも美味しいね。器とか盛り付けもお洒落だし、これはリピしたくなるわ」

　感心した声を上げる心菜に、うんうん、と頷く。

「また来ようよ。今日行けなかったとこも、次は予約しとく」

　実弦の返事に、心菜はニヤリと笑った。

「今度はいつになるかな～。実弦も新しい彼氏と会うのに忙しいんじゃない？」

　からかう気満々の口調だが、まず前提が間違っている。

　心菜にだけは、燈と会うことになった経緯を報告していた。

　話していないのは、彼の肩書だけだ。

　心菜を信用していないわけではないが、情報はどこから洩れるか分からない。

　ヴィーシスの社長がアプリで出会ったアラサー女をセフレにしているなどという噂が出回れば、会社自体のイメージが大きくダウンしてしまう。

「彼氏じゃないってば。身体だけの割り切った関係だって話、しなかったっけ」

「……え？　本当にそうなの？」

「うん。逆にどうして彼氏だと思ったの？　さては私の話、ちゃんと聞いてなかったな？」

　反撃とばかりにわざと拗ねてみせる。

　心菜は眉根を寄せ、うーん、と考え込んだ。

　それから「ちゃんと聞いてたからこそ、そう思ったんだけどな」と唇を尖らせる。

　意味が分からず瞬きする実弦をじっと見つめ、心菜は続けた。

「そもそもセフレにそこまでする？　って思っちゃうんだよね。最初のホテルとか、一泊何十万もするんだよ？　実弦が止めなきゃ、ずっとそこになったんでしょ？」

　確かに、高級ホテルじゃなくていい、と言ったのは実弦だ。

　実弦が言わなければ、毎回あの素晴らしく豪奢なスイートルームで会う羽目になっただろう。

　実際、三度目の逢瀬まではそうだった。

　燈にとっては大した負担ではないかもしれないが、宿泊代を出してもらう身としてはどうにも気になって居心地が悪い。そう実弦は訴えた。

　うちに来てもいいよ、と誘う勇気は出なかった。

　恋人関係でもないのに、それは流石に重いだろうと配慮したのだ。

　それからは、最初に待ち合わせしたエリアにあるシティホテルで会うようになっている。

　とはいっても、泊まるのは実弦だけだ。

　あれから燈は、一気に多忙になった。守秘義務で詳しくは話せないらしく、実弦に分かったのは『着手中だった新規プロジェクトが急に動いた』ということだけ。

　過密なスケジュールの合間を縫っては連絡を寄越し、濃厚なセックスで実弦を蕩けさせてから去って行く燈の体力には、正直感心せずにはいられない。

　それならラブホテルでいいのに、と思ってしまうのだが、彼には『そういうプレイで行くならいいけど、そうじゃないなら安いベッドで実弦さんを抱きたくない』とばっさり言われてしまっている。

　そういうプレイとは……？　と首を捻ったのは、ここだけの話だ。

『いつも慌ただしくてごめんね。あとちょっとで落ち着くから、待ってて』

　会う度、燈は必ず謝ってくる。

　心底申し訳なさそうな彼に、実弦は毎回『大丈夫だよ』と答えた。

　強がっているわけではなく、本当に気にならないのだ。

　燈は会う度、実弦を熱く求めてくれる。そして最高に気持ちいい時間をくれる。

　実弦が彼に望んでいるものは全て与えてもらえているというのに、何の不満があるだろう。

　そうだ、何の不満もないはずだ。

「……それは、彼がお金を持ってるからだよ」

　燈とのやり取りを思い出しながら実弦が反論すると、心菜は鼻で笑った。

「またまたー。いい歳した大人の男が、お金があるからって誰にでも大判振る舞いすると、本気で思ってる？　慈善事業じゃあるまいし、相手を選んでる可能性が高いでしょ」

　──『実弦さんが相手だからだよ』

　心菜の指摘を引き金に、燈の甘い声が耳奥に蘇る。

　途端、ずぐんと下腹部が疼き、実弦は心の中で深く嘆息した。

　彼の声を思い出すだけで欲情するなんて、随分と淫らな女になったものだ。

　実弦の自嘲をよそに、心菜は上機嫌な様子で話を続ける。

「それにホテルの件だけじゃなくて、教えてもらったやり取りの端々からも、ああ、大事にされてるんだな～って伝わってくるんだよね。本当に告白されてないの？」

「これからも会いたい、とは言われたよ？　好きとか可愛いとかそういう言葉は、ベッド以外でも沢山言ってくれる」

　瞳を明るくした心菜が、「うえー、甘すぎ！」と野次を飛ばす。

「でもね、『付き合って欲しい』とは言われてない。それに──……」

　恋人ではないと言い切れる決定的な理由は、アプリにあった。

　燈と互いの携帯番号を交換したあと、実弦は『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』を退会しようとした。当初の目的を果たした以上、月会費を払い続けてまで別の出会いを求める必要はないと思ったからだ。

　燈とはヴィーシス開発のメッセージアプリ【Ｒアール】で連絡を取ることになった為、『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』で話せなくなっても問題はない。

　早速退会手続きをとろうとアプリにログインした実弦は、唯一のフレンドである燈のアイコンが点灯していることに気づき、首を傾げた。

　ただアプリにログインするだけでは、アイコンは点灯しない。

　フレンドとのトーク画面へ移行すると、『話し中』を知らせる為にアイコンが明るくなるのだ。

　実弦はすぐに『おおかみ志望』からの新着メッセージが届いていないか確認してみた。

　自分と燈のトーク画面は、待ち合わせを決めたやり取りのあと、更新されていない。

　しばらく画面に見入ったあと、今度は《Ｒ》を開き、燈にメッセージを送ってみる。

【燈くんはまだ『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』を続ける？　モニターだから勝手に退会できないとかあるのかな】

　既読はすぐに付き、間もなく返信がきた。

【モニター期間は終わってるけど、俺は続けるつもりだよ。ここでやめたら、もったいないし】

　やめたら、もったいない──これ以上なく端的で分かりやすい意思表示に、強い衝撃を受ける。

　彼からのメッセージを繰り返し読んだあと、実弦はああ、そうか、と独り言ちた。

　燈とのセックスで満たされたのは、自分だけだったのだ。

　会う度、実弦は何度もイかされている。

　中をぎちぎちに埋める太くて熱い剛直で特に感じる部分を執拗に擦られるだけで、あっけなく達してしまうのだ。

『──もっと俺を欲しがって。ちゃんとおねだりしてみせて』

　仄かに染まった目元に強烈な色香を滲ませ、淫らな低声で囁く燈は、激しく興奮している時でもどこか余裕があった。あれでは物足りないと思われても、仕方ない。

　彼には他にも【ベッドで泣かせてみたい女】がいるのだろう。

『実弦さんだから』──確かに彼はそう言ったが、実弦だけだ、とは一言も言っていない。

　落胆する必要はない。

　燈は、実弦のことも選んでくれた。

　日々の連絡が途切れたことは一度もないし、会う度たっぷり満たしてくれる。

　それだけでいいと心から思うのに、何故か無性に胸の奥が痛い。

　じわり涙が滲んだ理由について、深く考えることはしなかった。

　画面を見つめ過ぎたせいで目が乾いたのだと、実弦は思い込むことにした。

　心菜にその件を話すと、彼女は盛大に顔を顰めた。

「うわー、そうなの？　いや別に実弦がそれでいいならいいんだけど、なんだ、そっかぁ」

　ぼやく心菜の顔に落胆が広がっていく。

「ごめんね、期待させちゃって」

　適当に遊べる相手を探せ、と発破をかけてきた彼女だが、本当は実弦が心から想い合える相手と出会えたらいい、と願っていた。実弦にもそれが分かっていただけに、申し訳ない気持ちになる。

「は？　なんで実弦が謝るの」

　すぐ自分のせいにするの良くないと、今度はむう、と眉間に皺を寄せる。

　表情豊かな心菜を見ているうちに、心がぽかぽかと温かくなってくる。

　燈にとって身体だけの関係だとしても、こうして我が事のように一喜一憂してくれる友達がいればそれでいいかな、という気持ちになった。

　心菜は頬を緩めた実弦を見遣り、深々と溜息を吐く。

「実弦は人がいいから、ほんと心配。先にそそのかした私が言うのもなんだけど、本当にセフレどまりなら、付き合う期限は先に決めておいた方がいいよ」

「うん、私もそう思う。彼の誕生日で終わりにするつもりだよ」

　燈がアプリを退会しないと知った時に、決めたことだった。

　それまでは、彼がくれる快感や充足感だけを有難く享受しよう、と実弦は決意を固めた。

　身体を重ねることで自然と湧いてくる独占欲や、見知らぬ他の女性への嫉妬は、見つけ次第、断固として排除する。

　彼との付き合いの基準を定めたお陰で、短い時間しか会えずに謝る燈にも、心から『大丈夫だよ、気にしないで』と答えることができている。

　もともと恋をしたくて、アプリを頼ったわけではなかった。

　演技なんてしなくてもいい最高に気持ちいいセックスを味わってみたかっただけ。

　どうすれば中でイけるかも、今では分かっているつもりだ。

　次に付き合う男性には具体的にして欲しいことを言えるし、誰とも付き合わなかった場合は自分で慰めればいい。快感を得たいだけなら、後者で充分だ。

　燈との経験は、実弦の視野を広げ、考え方を柔軟にしてくれた。

　あとは、綺麗に幕を下ろせばいい。面倒な勘違い女にだけはなりたくなかった。

　正直な心境を心菜に打ち明ける。

　彼女はまたうーん、と唸った。

「……実弦が考えて決めたことなら、それでいいんだけど」

「だけど、なに？」

　燈がよく口にする台詞を真似て、首を傾げてみせる。

　本音で話して欲しい、と目顔を伝えれば、彼女はくしゃりと顔を歪めた。

「実弦はその人のこと、もう好きになってるよね？」

　相手が心菜でなければ、「それはない」と即答しただろう。

　──燈が何かを話したり、柔らかく笑ったり。

　優しくキスをしてきたり、激しく求めてきたりする度、実弦の中には「彼が好き」という気持ちが湧き起こる。

　そして、ああ、好きだな、と思う度、その想いの息の根を止めている。

　一旦好きだと認めてしまえば、後に戻れなくなりそうで怖いのだ。

　これ以上傷つかない為にも、ドライで期限付きな関係の枠内にきちんと収まっていたかった。

「私が肯定できないのも、分かってるでしょ？」

　瞳を和ませて答えれば、心菜の方が泣き出しそうな顔になる。

「まあね……あーあ、あの時、勧めるんじゃなかったな」

　テーブルに置いた手をきつく握った彼女に、実弦はゆるく首を振った。

「心菜に背中押してもらえてよかったよ。私は全然後悔してない」

「……そんな笑顔で言われたら、何にも言えないじゃない」

　心菜は悔しげに呟き、それから「ああもう、やめやめ！」と威勢のいい声を上げる。

「そいつと別れたら、教えてね。実弦と仲良くなりたいから取り持ってくれって、最近色んな人に頼まれてるんだ。きてるよ、モテ期！」

「え？　なにそれ、初耳」

「うん、初めて言った。今の人と付き合ってると思ってたから、頼まれても私で止めてたの。でも恋人じゃないなら、遠慮なく厳選して紹介させて頂きます」

　心菜はやけに張り切っている。

　このままでは、週明けには何かしらの予定が決められてしまいそうだ。

「待って、私まだ別れてないからね？」

　実弦は慌てて釘を刺した。

　セフレと会いながら彼氏を探すなんて、実弦には無理だ。燈は気にしないだろうが、紹介された相手にも失礼過ぎる。

　心菜は「大丈夫、その辺も分かってるから」と頼もしく請け負った。

「本当は今すぐ別れた方がいい、って言いたいけど、実弦が終わらせるのちゃんと待ってる。で？　そいつの誕生日っていつなの？」

　すっかり『そいつ』呼ばわりされていることに苦笑しながら「十二月だよ」と答える。

「再来月かー。……そのままクリスマスも、お正月も、ってずるずるいかないでよね」

「いかないよ。大丈夫」

　きっぱり頷いてみせると、心菜は「約束ね」と念を押した。





◆◆◆






　須河燈が自社ビルの最上階フロアに足を踏み入れると、そこにはまだ数名の社員が残っていた。

　磨き抜かれた巨大なガラス窓の向こうはとっくに夜闇に包まれている。壁掛け時計を見てみれば、長針は十時を回っていた。

　普段なら「早く帰れよ」と注意するところだが、今はそうも言っていられない。

　一昨年参入した通信事業において、自社回線を持つＭＮＯとなる目途がようやくついた。

　今は年明けのサービス開始に向けて最終調整に入っているところだ。

　携帯キャリア部門において先発組である大手通信会社のシェアは九割近くに昇っている。彼らの回線を借りて運用するＭＮＶＯではこれ以上太刀打ちできない、と須河は判断し、ＭＮＯへの転換を決めたのだが、次は大手通信会社の顧客囲い込みの壁をいかに突破していくかが問題になる。

　初動を上々の結果とすべく、経営戦略チームを中心に皆が精力的に動いている時期だった。

「おかえりなさい」

「お疲れ様ですー」

　口々に声をかけてくる彼らに軽く手を上げ、社長室という名の仕事部屋に直行する。

　上着を脱いでローテーブルの上に放り出し、燈はさっそくパソコンの画面を立ち上げた。

　留守の間に届いたメールを表示させ、優先順位の高いものから開けていく。

　数台のサブモニターに映っているのは、今日の主な株価の値動きをグラフ化したものだ。

　明日の株価の動きに直結しそうなニュースをまとめた報告書に目を通しながら、ＳＮＳのトレンドをチェックする。

　ＳＮＳ関連は広報及びメディア対策を一手に引き受けている栗原の仕事ではあるのだが、ユーザーの生の声を自分の目で確認する作業によって、新たな気づきを得ることもある。

　人々の関心は目まぐるしく移り変わっていく。いち早く次の流行を読み、大衆の最新ニーズに合わせてアップデートしなければ、この業界では生き残れない。

　大学在学中、親友の栗原と共に立ち上げたヴィーシスは、創業した本人たちも驚くスピードで大企業へと発展していった。

　自分達の力だけではここまで来られなかったことはよく分かっている。提携相手に恵まれたのは、本当にラッキーだった。

　幸運の女神には前髪しかない、とはよく言ったものだ。

　燈にしても栗原にしても、たとえ手かけたことのないジャンルの仕事だったとしても、チャンスがくれば失敗を恐れず果敢に挑戦した。

　それが功を奏して、初めは小さなウェブデザイン会社だったヴィーシスをここまで大きくすることができたのだろう。

　だがその結果として、燈が現場の仕事に直接携わる機会は年々減ってしまっている。

　人を使うのが社長の仕事なのだから、と言われてしまえばそれまでだが、時々無性に駆け出し時代が懐かしくなった。

　

　ヴィーシスを育てることに心血を注いだこの七年間、燈は仕事以外に何の関心も持てなかった。

　それだけ必死で、それだけ楽しかったということだろう。

　起業当時に付き合っていた恋人は、月に一度すらまともに会えない燈に愛想を尽かし、早々に去っていった。

　それから大学卒業までの二年間。告白を断るのが面倒という理由から、言い寄られるままに付き合い、面倒になったら別れるという、今思えば黒歴史ものの女性遍歴を重ねた。

　そしてそれすら面倒になってからは、恋愛とは無縁の日々を送るようになった。

　一体どうしたんだ、と不思議がる栗原には『色恋に割く時間も気力もない』と答えたが、気力を失った理由は言えなかった。

　燈は、これまで一度も、セックスを心から楽しんだことがない。

　出せば気持ちいいのは確かだし、欲が解消されてスッキリはするが、ただそれだけだ。しかも、それが何故なのか分からない。

　セックスに持ち込むまでの面倒なやり取りを思えば、ＡＶを見ながら自分で処理する方が効率的ですらある。

　そして、セックス抜きのプラトニックな恋愛に価値を見出すには、燈はまだ若く、青かった。

　二十七歳の今になって、ようやく『このままずっと一人でいるのは味気ない』と思う余裕が生まれた。

　栗原をはじめ、仕事を通じて得た友人たちは皆、燈にとってかけがえのない存在だ。

　だが彼らはあくまで友人であって、恋愛の対象にも人生のパートナーにもなり得ない。

　ある日突然、「恋人が欲しい」と言い出した燈に、栗原は盛大に噴き出した。

「急になんだよ。好きに作ればいいじゃないか。お前がその気になれば、幾らでも寄ってくるだろう？」

　呆れ口調で返されたが、それでは黒歴史の再来だ、と顔を顰める。

「俺が欲しいのは、肩書きや顔目当てで寄ってくる女じゃなくて、この先もずっと傍にいたいと思える相手なんだよ。とりあえず付き合ってみるか、で付き合って、駄目だったら別れて。そういうの、もう繰り返したくない」

「まあ、俺らもいい歳だしな。それで？」

「お前、今の彼女とは結婚考えてるって言ってただろ。どうやって知り合ったわけ？」

　栗原は「普通に仕事で」と答えたが、それ以上詳しく教えようとはしない。

「仕事か～。肩書抜きで俺を見てくれる子と、今更出会えるかな」

　社内外を問わず仕事で知り合う女性は、最初から燈をヴィーシスの代表という目で見てくる。先入観なしで接して欲しい、と願うのは無茶な話だ。

　気がかりなことは他にもある。

　仮に見つけたとしても、セックスで満足できなければ結局長続きはしないだろう。

　相手と一緒に問題を解決しようにも、自分でもどうすればいいのか分からない。

　そんな曖昧な状態のまま、今後も仕事で顔を合わす相手との交際に踏み切るのはあまりにリスキーだ。

　やれやれと言わんばかりの顔をしていた栗原だが、ふと何かを思いついたように瞳を瞬かせ、社長室を出て行った。

　やがて戻ってきた彼に差し出されたのが、恋愛相談アプリ『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』の資料だ。

「ちょうどいい機会だ。お前が直接モニターして来い」

　栗原はそう言って、戸惑う燈にファイルを押しつけた

　そのアプリの開発にはヴィーシスも携わっている。

　アフターサービスの一環として実際の使い勝手を確かめる作業は、これまでも開発部門の社員が請け負ってきた。

　それを今回は、燈にやらせるつもりらしい。

　ただのマッチングアプリなら断るつもりだったが、アプリのアピールポイントが『人には言えない恋愛についての悩みを匿名で相談できる』ことだと知って、気が変わった。

　匿名ならば、ただの燈として話せる。

　上手くいけば、悩みを打ち明けられる相手が見つかるかもしれない。

　それが好みの女性なら、あとは口説くだけだ。

　では、どんな女性が好みかといえば、今はまだ分からないのだが──……。

　──迷うな、動け。

　仕事における信条を思い出し、燈は早速アプリをインストールした。

　携帯のカメラを起動して適当に自分の写真を撮り、黙々と登録手続きを進めていく。

　冷静に考えてみれば、幾千もの人間が登録する出会い系アプリで理想の女性を見つけるのは、砂漠で砂金を探すようなものだ。

　期待はしないでおこう、と斜に構えつつも、早速出会いを探していく。

　希望エリアを都内に、希望年齢を二十五歳以上に絞った上で、検索画面に出てきた相手のプロフィールの悩み欄を片っ端から見ていった。

　悩みの種類は様々だったが、セックスに触れているものは皆無だった。

　仮に悩んでいたとしても、堂々と掲載できないのは何となく分かる。

　モニターを引き受けた以上、一カ月は続けてみるが、それ以上は時間の無駄だな、と思い始めた頃、自分とよく似た悩みにヒットした。

『セックスで上手く感じられないのが悩みです』

『どうすればちゃんとできるかも分かりません。同じような悩みを持っている方いたら、お話したいです』

　スクロールする手を止め、まじまじと画面を見つめる。

　風俗関係者による釣り文句のようだが、審査の仕様上、それはないはず。

　登録方法のどこかに抜け道があっただろうか、と一抹の不安を覚えながらも、一度話してみたい、という内容のメッセージを送信した。

　返事がくるまでの間、燈は久しぶりにそわそわと落ち着かない気持ちを味わった。

　やがて戻ってきたメッセージを見て、思わず噴き出す。

『丁寧なお声がけ、ありがとうございます。お力になれるか分かりませんが、私でよければお話しさせて下さい』

　ビジネスメールか、と心の中で突っ込みながら、すぐに次のメッセージを書き込む。

　彼女の文章は常に礼儀正しく、こちらへの気遣いに満ちていた。

　至って真面目そうなのに、どんな経緯があってこのアプリに登録することになったのだろう。赤裸々な悩みを掲載するまで、どんなことを思ったのだろう。

　燈の心を最初に占めたのは、言うなればただの好奇心だった。

　だが毎日決まった時間に話しているうちに、単なる好奇心だけでは済まなくなった。

　彼女の反応が可愛くて仕方なくなる。

　もっと、もっと、彼女のことが知りたくなる。

　ああ、不味いな、と思った時にはもう、顔も知らない相手への感情はとっくに共感や親愛の域を超えてしまっていた。

　文通だけでこれほど心が揺さぶられるとは、思ってもみなかった。

　モニターレポートには、その辺りの感想を詳しく書いて送る。

『そうでしょう？　文章の力って侮れないんですよ。何気ないメッセージにも、人となりははっきり出ます。やり取りを重ねれば重ねるほど、くっきりと浮き出てきます。顔も知らないのに、と戸惑うかもしれませんが、その人の在り方に、恋に落ちてしまうこともあるんです』

　運営チームのチーフからの返信には、モニターへの感謝と共に熱い想いが綴られていた。

　アプリへの思い入れが滲むその文面に、燈はなるほど、確かに、と感心したのだった。

　彼女とやり取りを始めて三ヶ月。

　顔写真を送ってもらった時は、自分でも信じられないほど心が浮き立った。

　すぐさま保存した画像を何度も眺めては、はぁ、と嘆息する。

　すっきりしたボブカットが、愛らしい顔立ちによく似合っている。

　文章からはもっと堅そうな女性をイメージしていたが、実際の彼女は年齢よりも若く見えた。

　童顔なんだな、とか、くりんとした目が可愛いな、とか、写真を眺めているだけであっという間に時間が過ぎていく。

　暇さえあれば携帯を眺める燈に、栗原は怪訝そうな眼差しを向けた。

『例のアプリで知り合った人と今度会うんだけど、どうすればいいと思う？』

　実弦と会うことが決まったあと、燈は栗原に助言を求めた。

　ホテルはすでに予約してあったが、自分とは段違いに世慣れた栗原に聞けば、もっと周到に準備できるかもしれないと思ったのだ。

『へえ、随分気に入ったんだな。まずはお前がどうしようと思っているのか、聞かせてくれないか』

　からかう気を隠そうともしないニヤケ面は気に入らなかったが、最終的には燈の味方をしてくれると知っている。

　ホテルへ行くことは伏せ、彼女に素性を明かすつもりであること、そして初デートを成功させたいと思っていることを伝える。

　仕事用の名刺を渡すことについては一瞬迷ったが、肩書で見る目を変えるような人ではないと信じることにした。セックスという行為は、幾ら互いに納得済みであったとしても、女性側に多大な負担を強いる。どこの誰かも分からない男に身を任せる不安感を、彼女に味合わせたくなかった。

　ホテルへ行く予定を口にしなかったのは、面白おかしく想像されたくなかったから。

　まずは互いの身体の相性を確かめる、というプランは彼女と二人で決めたことだ。

　そこへ至るまでの事情を知らない第三者には立ち入って欲しくない。

　栗原は『本気なのか』と目を丸くしたが、『それならお前が本物の須河燈だと証明できる写真を撮っていけ』と助言してくれた。お陰で嘘ではないと信じてもらえたのだから、あのアドバイスには深く感謝している。

　そして出会った吉野実弦という名の女性に、燈はすぐに夢中になった。

　実物の実弦は、写真の彼女の数百倍、魅力的だった。

　柔らかな声で、優しい話し方をする人だった。

　何を言ってもすぐに照れてしまって、頬を真っ赤に染めていた。

　ホテル代を半分持とうと思っていたことには、本当に驚いたし、胸が無性に痛くなった。彼女は須河の仕事を知ってなお、全額出してもらえるとは一ミリも思わなかったのだ。

　真面目なところはそのままだった。

　セックスで気持ち良くなりたいと思ったせいで、元彼と別れることになった──実弦は本気でそう信じているらしい。

　関係が駄目になった原因はそこじゃない。恋人の可愛い願望を、至らぬ己への非難だと勘違いした元彼の狭量さが問題だ。

　だが、指摘したところで実弦は自分を責めるだろう。

　そんな彼女のまっすぐさに惹かれたのだ、と会話を重ねる毎に思い知らされる。

　深く満たされるセックスをしてみたい、という燈の願いも、あっけなく叶った。

　未知の快感に戸惑い、不安そうにこちらを見上げた彼女の瞳を思い出すだけで、身体の芯が熱くなる。

　蕩けきった顔で大粒の涙を零しながら、もう無理だと訴えられた時は、それだけで射精しそうになった。あれはずるい。本当にずるい。

　燈とのセックスに慣れた今も、実弦は初々しい反応を見せる。

　油断すればすぐに達してしまいそうなほど淫猥で熟れ切った身体をしている癖に、快感に喘ぐ表情には少女めいた無垢さが見え隠れするのだから、たまらない。

　何故セックスで満たされないのか分からない、と悩む過去の自分に会えたのなら、燈は迷わず『彼女と出会っていないから』と告げるだろう。

　自分でも馬鹿だと度々呆れてしまうほど、燈は実弦に溺れてしまっていた。

　

　今日だって、そうだ。

　このデスマーチの最中、燈が夕方から夜にかけて外出したことを、社員達はプロジェクト絡みの会合か接待だと思っているに違いない。

　だが実際は違う。

　今週の土日は、携帯キャリアサービスのフラッグシップ店となる銀座の店舗での内覧会が予定されている。

　全国で準備中の販売店を同時展開する前に、ヴィーシスの看板を一等地に大きく掲げることにより、一気に周知度を上げる作戦だ。

　進行役はいつものように栗原が請け負うことになっているが、今回ばかりは燈も出席すると決めた。滅多に表に出てこない代表取締役がじきじきに顔を出して取材を受けることも、宣伝に繋がると計算したのだ。

　だがそうなると、今週は実弦に会えなくなる。

　それだけは避けたい燈は、金曜の夜に無理やり予定をねじ込んだ。

　栗原は渋い顔をしたが、譲るつもりはさらさらない。

　週に一度、実弦に会えているからこそ、燈は現状の激務に耐えることができている。

「──ようやく戻ったか」

　明日の内覧会についての資料を確認しているところへ、栗原が入ってきた。

　彼は新たな書類を無造作にデスクに置くと、早々に用件を切り出した。

「取材陣からお前にくるだろう質問と、模範解答だ。しっかり覚えてこいよ。あと──」

「自分の言葉でしゃべるな、だろ？」

　栗原の口癖を先回りして答え、手にした書類をパラパラとめくる。

「なにこれ。お付き合いされている女性はいますか？　って、こんなことまで聞かれるの」

　顔を顰めた燈に、栗原は軽く肩を竦めた。

「あくまで予想だけどな。明日は女性向け雑誌の取材陣も来る。お前の写真を撮って記事にするんなら、読者サービスの一環で聞いてきてもおかしくない」

「うわ、めんどくさ。携帯買うのに、何の関係があるんだよ」

「今の台詞をそのまま言いそうだから、毎回釘刺してるんだよ、こっちは」

　渋い顔になった栗原にしかめっ面を返し、模範解答集に視線を走らせる。

「『残念ながらいないんですよ。そろそろ素敵な出会いがあるといいなと思ってます』ね。悪いけど却下。嘘はつきたくない」

　トントン、と該当部分を指で示し、修正を促す。

　栗原は不思議そうな顔で、「嘘じゃないだろう」と言い返してきた。

「は？　付き合ってる相手ならいるよ。お前だって知ってるだろ」

「例のアプリの彼女と続いていることは知っているが、恋人だったのか？」

　栗原の表情に、冗談の気配はない。

　からかっているのではなく、本気で尋ねているらしいと分かり、わけが分からなくなる。

「そうだよ。そうじゃなきゃ、このクソ忙しい時期にわざわざ時間割いて会いに行かない」

「それぐらい身体の相性がいいんだと思ってた」

「……喧嘩売ってる？」

　思わず、声が低くなる。

　剣呑に瞳を光らせた燈を見て、栗原は首を振った。

「まさか。でもお前、彼女とは毎回ホテルで会ってるだろ？　デートらしいデートなんて、一度もしてないじゃないか」

「それは……って、調べたのか」

　実弦とどこで会っているか、燈は誰にも話した覚えはない。それは二人のプライベートな話だからだ。

　栗原は当然だといわんばかりの顔で、言い放った。

「俺もお前も、馬鹿やって許される時期はとうに過ぎてるんでね」

　一瞬カッと煮え立った頭は、すぐに冷静になった。

　自分が栗原だとしても、同じ真似をしただろう。

　共同経営者が得体の知れない女に引っかかるのを、黙って眺めているわけにはいかない。

　相手の素性を調べ、どんな付き合いをしているのか調べるくらいは、燈もきっとやる。

「それで？　調査の結果、お前のお眼鏡には叶ったわけ？」

　椅子に座ったままゆったりと足を組み、じっと見上げる。

　回答次第では、大変なことになるな、と頭の隅で思った。

　栗原が彼女を認めないというのなら、対立は避けられない。

　燈が実弦を諦める可能性は、万に一つもないからだ。

「彼女自身には何の文句もないよ。職は堅いし、性格も真面目で、周囲の評判もいい。文句があるとしたら、人にセフレだと思われても仕方ないお前の付き合い方くらいだ」

　飄々としたその返答に、肩の力が抜ける。

　燈だって、もっと普通のデートがしたいと思っている。

　だが、今のスケジュールではせいぜい共に食事をするくらいの時間しか取れない。

　それでは、とてもじゃないが足りないのだ。

　今夜だって、もっと傍にいたかった。眠そうな彼女の額に口づけ、いつまでも柔らかな髪を撫でていたかった。

　そろそろ行かなくてもいいのか、と実弦が尋ねてこなかったら、このまま一緒に泊ってしまいたいという誘惑に抗えなかっただろう。

「ホテルでしか会えてないのは、俺のせいじゃなくない？」

　ぼやいた燈に、栗原は呆れ混じりの溜息を吐いた。

「それにしたって、扱いが酷い。よく愛想つかされないな」

「実弦さんは優しいからね。俺の事情を知った上で、我儘言えるような人じゃないんだよ。俺としてはどんどん言ってくれていいんだけど、できない性分なんだろうな。ほんと謙虚で、真面目で、可愛いんだ」

　彼女の美点を話しているうちに、また会いたくなってくる。

　栗原は信じられないというように首を振り、「それはお前が期待されてないだけ、って感じもするけど？」と憎まれ口を叩いた。

　ずきり、と胸の奥が痛む。

　とっさに言い返せなかったのは、自分でも薄々そんな気がしていたからだ。

　実弦の顔に時折浮かぶ諦め混じりの表情が、脳裏を過ぎる。

『大丈夫だよ』──慌ただしい逢瀬を詫びる燈に、いつも実弦はそう答えた。

　たまにはホテル以外で会いたい。本当はそう思っているのかもしれないのに、決して口には出さない。

　それをいいことに、燈は彼女を抱きたいという欲を優先させていた。

　このままでは、栗原の言う通り愛想を尽かされてしまうかもしれない。

　年明けには落ち着くはずだから、と自分に言い聞かせていたが、それまでに別れを切り出されてしまえば取り返しがつかなくなる。

「……次は食事に誘ってみる」

　ぽつりと零れた声は、自分でもぎょっとするほど弱々しかった。

「じゃあ『お付き合いしている女性はいますが、彼女に迷惑をかけたくないのでここだけの話にしておいてください』くらいにしとくか」

　栗原の返事に、瞳を瞬かせる。数秒遅れて、模範解答の話だと気づいた。

　彼は身をかがめて印刷された文字に二重線を引くと、几帳面な字で新たな回答を書き込んだ。

「そうだな。そっちを覚える」

　ありがとう、と付け加えると、栗原は「明日もそれくらい愛想よくしてろよ」と念を押して部屋を出て行った。






三章








　十二月を目前に控えたその週の土曜日。

　実弦は珍しく一人でショッピングに出かけていた。

　何の予定もない週末を過ごすのは久しぶりで、どこから回ろうか迷ってしまう。

　赤く色づいた街路樹を揺らす風は、すっかり冷たくなっている。じきにもっと寒くなるだろう。

　今年は思い切ってコートを新調してみようか。

　二年前、ボーナスを奮発して購入したロングコートは今でも気に入っているが、現在の実弦には少々可愛らし過ぎる気もする。

　年相応の装いを心がけないと、ちぐはぐな印象を与えてしまうのが難しいところだ。

　もう少し大人っぽいコートを選んで、それに合うブーツも買って……などとあれこれ考えながら、大通りを歩いていく。

　ふと視線を上げれば、巨大なビルの大型ビジョンにヴィーシスモバイルの宣伝が流れるのが見えた。

　銀座にできたフラッグシップ店は、正式営業を始める前からその斬新なデザインで注目を浴びている。年明けの開店日には、長蛇の列ができるに違いない。

　世界的に有名なアイドルグループを起用したＣＭはあっという間に人気を博した。今も道行く人々が足を止め、大型ビジョンに見入っている。

（燈くんが言ってたプロジェクトって、このことだったんだね）

　ヴィーシスモバイルのＣＭが終わったあとも、実弦はしばらくその場から動けなかった。

　遠い人だな、と改めて思う。

　今日も元々は燈と会う予定だったのだが、前日になって急にキャンセルされたのだ。

『──本当にごめん。途中で抜けられそうにない緊急の会議が入った』

　メッセージではなく電話をかけてきた彼の背後からは、慌ただしい騒めきが聞こえた。

　会社からかけてきたのだとすぐに分かる。二十一時を過ぎてもまだ大勢の人が残っている様子に、一人のんびりテレビを見ていたのが申し訳なくなった。

『いいよ、私は大丈夫。燈くんは倒れないでね？』

　明るい声を作って答えると、『いっそ倒れたいよ。そしたら実弦さんが看病に来てくれるでしょ？』という返事が戻ってくる。

　冗談めかしてはいるが、声にいつもの元気がない。だいぶ煮詰まっているな、と本気で心配になる。

　実弦が口を開きかけたタイミングで、燈を呼ぶ声が聞こえた。

『社長、先ほど送った稟議書に承認お願いします』

　秘書らしき女性の声に、実弦は慌てて『もう切るね。頑張って』と答えたのだった。

　多忙な中、直接キャンセルの電話をかけてきた燈は、本当に律儀だ。

　他の相手にも同じように応対しているのなら、身体がいくつあっても足りないだろう。

　それとも、まだ見つかってはいないのだろうか。

『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』の話は、あれから一切していない。

　燈に新たな出会いがあったのか、それともまだ探している途中なのか、実弦には全く分からなかった。

　詮索してはいけない、と普段は固く自戒しているのに、燈の誠実な行動に触れる度、心が大きく揺れてしまう。

　他に相手がいるのか気になる理由は、他にもあった。

　先月辺りから、燈と会う場所がホテルだけではなくなったのだ。

　それまでは必ずと言っていいほど抱かれていたのに、食事をしたり、映画を見たりと、まるで普通の恋人がするデートのような逢瀬を合間に挟むようになっている。

　これも一種のプレイなのだろうか、と首を捻った実弦だが、ベッド以外で過ごす時間もとても楽しくて、断る気にはなれない。

　実弦を抱かない週は、他の誰かを抱いているのかもしれない。

　物分かりのいい振りをしていても、心の中でそう思ったことは、実は何度もある。

　今日もそうだ。一人で家にいると余計にあれこれ考えてしまいそうで、こうして外に出てきたわけだが、出先でも思い出すのは燈のことなのだから、どうしようもない。

　彼の誕生日は、二週間後に迫っている。

　こんな風に悩むのもあと僅かだと思うと、これでもう苦しまずに済むという安堵と強烈な寂しさが入り混じった複雑な気持ちになった。

　後ろから追い抜いてきた人が、立ち止まったままの実弦に怪訝そうな視線をちらりと寄越す。

　実弦は思い切るように一つ息を吐き、大きく足を踏み出した。

　　

　そして夕刻──。

　好みの店をじっくり見て回った甲斐あって、これしかない！　と思えるコートに出会えた実弦は上機嫌だった。予算の範囲内に収められたことにも心が弾む。

　あちこち歩き回ったせいで、ふくらはぎはパンパンだ。

　どこかで休憩してから帰ろうと決め、近くにあるシアトル系カフェを目指そうとしたところで、ふと視線を奪われる。

　足を止めた先にあったのは、お洒落なメンズショップだった。

　こじんまりとした店構えといい、聞いたことのない店名といい、個人経営のセレクトショップのようだ。

　ショウウィンドウに飾ってあるマフラーに惹かれ、そっと近づいていく。

　数色のストライプ柄のウールマフラーは、派手過ぎず、かといってベーシック過ぎない絶妙な配色デザインだった。ベース色はライトグレーで、顔が明るく見えそうなところもいい。

（燈くんに似合いそう……！）

　彼が巻いているところを想像してしまったせいで、なかなか離れられない。

　来週渡す予定の誕生日プレゼントは、ミナザキが今季限定で発売したクラフトワインのセットに決めている。

　それは、先週発売されたばかりなのだが、初動は上々ですでに品切れを起こしているエリアもあるという。国内産のブドウだけで作った為、今年の増産は見込めない。

　予約しておいてよかった、と実弦は胸を撫で下ろした。

　最後のプレゼントになるのだから、同じ消えものでもそれなりに値が張る限定品にしたかったのだ。これなら燈も喜んでくれるだろう。

　プレゼントはワインセットだけでいい、それ以上は彼の負担になる、と冷静な自分は思うのに、もう一人の実弦が「このマフラーもあげたい」と頑固に言い張る。

　迷いに迷った挙句、とりあえず買っていこう、という結論に達した。

　渡すかどうかは当日決めればいい。渡せなかった時は自分で使えばいいのだ。

　よし、と拳を握って店内に入る。

　予想より高額な値札に一瞬怯みそうになったが、燈がこれまで実弦と会う為にかけた費用を思えば、何でもない。

「贈り物ですか？」

　黒を中心にしたコーディネイトを色鮮やかな巻物で崩したお洒落な店員に、柔らかく問われる。

「はい。ラッピングもお願いします」

　迷わず出てきた答えに、心が決まる。

　マフラーくらいなら、セフレが贈っても許される範囲のはず。

　何より、燈はきっと喜んでくれる。

　切れ長の瞳を甘くして「実弦さんが巻いて」くらいは言ってくれそうだ。

　そこまで想像したところで浮かんできた『好き』の気持ちを、実弦は素早く押し殺した。痛みに慣れた心は、もう何も感じない。

　店の外に出た途端、一際強い北風に吹かれる。

　実弦は二つに増えたショッピングバッグをしっかり抱え、今度こそカフェを目指して歩き始めた。
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　燈の誕生日を祝わせて欲しい──実弦の申し出に、燈は微妙な反応を見せた。

　タイムリミットを来週に控えたその日。

　いつものホテルで身体を重ねたあと、実弦は自分から約束を取り付けようと思い切って切り出してみたのだ。

　これまでずっと、燈のリードに任せっぱなしだった。

　実弦が受け身でいたのは、圧倒的に彼の方が多忙だったから。

　だが、最後くらいはこちらから会いたいと言ってみてもいいんじゃないか、と魔が差した。

「実弦さんの気持ちはすごく嬉しいんだよ？　それは信じて。でも今ほんと忙しくて、時間取れるかどうか分からない。せっかくお祝いしてくれるっていうのに、こんな短い時間じゃ俺も嫌だし」

　慌ただしくシャツを着込みながら、燈が申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「そっか。そうだよね。……ごめんね、忘れて？」

　ダメ元で言ってみただけ、という雰囲気を纏い、明るく答える。

　燈は低く舌打ちし、苛立たし気に前髪をかきあげた。

　珍しく負の感情をあらわにした彼に、びくりと震える。

　ぎゅう、と毛布を掴んだ実弦を見て、燈はハッとした顔で近づいてきた。

　ヘッドボードに左手をついて身を乗り出し、右手で実弦の髪を優しく撫でる。

「違う、実弦さんにイラついたんじゃない。そんな顔させた自分に腹が立っただけ。……ごめん、ほんと余裕ないな、俺」

　真剣な表情で謝る彼の目の下には、うっすら隈ができている。

　本当は、ホテルの部屋に入ってきた姿を見た時から気づいていた。

　燈は疲れ切っている。

　貴重な休憩時間を、こんな風に使うべきじゃない。数時間でも横になり、身体を休めた方がいいと、実弦は言わなければならなかった。

　頭では分かっているのに、彼に抱き締められたい、という己の欲を優先した。

　会いたかった、と甘く囁かれ、情熱的に抱かれる時間を惜しんだのだ。

　苦い後悔を覚えながら、「ごめんなさい」と呟く。

「なんで、実弦さんが謝るの？」

　燈は苦しげな表情を浮かべ、瞳を覗き込んできた。

「悪いのは俺だろ？　どれだけでも責めていいから、そんな風に線を引かないで」

　線を引くな、という言葉にどきりと心臓が跳ねる。まるで心を見透かされているようだ。

　実弦は両手を伸ばして、彼の開いたままのシャツのボタンを留めた。

「うん。でもほら、我儘言ったから」

　そう言って、にこ、と微笑む。

　完璧な笑顔を作れたはずなのに、燈はどこか釈然としない顔で「そんなの、我儘でも何でもないよ」とぼやいた。

　全てのボタンを留め終え、できたよ、とばかりに胸板を軽く叩く。

「実はもう誕生日プレゼントを用意しちゃったの。うちのクラフトワインなんだけど、賞味期限もあるし、早めに渡せたらいいなと思って」

　燈は瞳を明るくすると、実弦の左手を取り、手の甲に軽く口づけた。

「それ、すごく嬉しい。俺もチェックしてたんだけど、予約しようと思った時にはもう受付終わってたんだよね」

「初めての試みで、生産量が少なかったみたい。ご用意できず、大変申し訳ございませんでした」

　冗談めかして丁寧に詫びる。燈はくすくす笑った。

「いいえ、謝罪には及びません。俺は実弦さんのお陰で飲めるからね」

　ようやくいつも通りの柔らかな空気が戻ってくる。

　燈は慣れた手つきでビジネス用のネクタイを締め、上着を羽織った。

　これから礼を尽くさねばならない相手と会うのだと分かり、どうか無理はしないで欲しい、と心から思う。

　思ったあと、散々無理をさせている自分に言う資格はないな、と自嘲した。

　燈は実弦の額にキスを落とし、優しく微笑んだ。

「誕生日当日は厳しいと思うけど、週末のどちらかには時間を作るよ」

　時間を作る、と簡単に言うが、その為に燈がどれほど無理を重ねなければならないのか、部外者の実弦にも分かる。

　だが、そんな台詞を言わせてしまったのは他ならぬ自分だった。

「大丈夫だって、言ったでしょ？」

　口から零れた言葉は、やけに尖った響きを帯びていた。

「時間が取れるなら、その分寝て。クマ、酷いよ？」

　これ以上甘えたくない。その一心で言い募る。

　プレゼントは会社宛てに送ればいい。

　最後に会えないのは残念だが、その方が心の傷は浅いかもしれない。

　この期に及んで自己保身に走ろうとする己に吐き気を覚えながら、「ほんとにいいからね」と念を押す。

「俺がそうしたいんだよ」

　燈は頑固に言い張り、「頼むよ、俺の我儘聞いて？」とねだった。

　彼の穏やかな瞳には、実弦への気遣いが籠っている。

　もう行かなければいけない時間だろうに、適当に話を切り上げようとはしない燈に、激しい愛おしさが湧き起こった。

　ああ、もう、だめだ。

　これ以上は誤魔化せない。

　彼が好きだ。好きで好きで、どうしようもない。

　抑えつけてきた想いを素直に認めた途端、ぶわりと視界が歪む。

「え……実弦さん？」

　大きく目を見開いた燈に、「なんでもない」と勢いよく首を振る。

　拍子に眦から溢れた雫が、頬を伝って零れた。

　泣いた実弦を放っておけるような人ではないと分かっていたのに、何故泣いてしまったのか。弱い自分に腹が立って仕方ない。

「何でもないわけない。一体、どうし──」

「お願い、もう行って」

　実弦は下着姿のままベッドを下り、戸惑う燈の背中を強く押した。

　脱がされた服を探して着る余裕はない。早く彼を帰さなければ、とそれだけが心を占める。

「実弦さん！」

「大事な時期なんでしょう？　理由なら今度話すから、私に燈くんの邪魔させないで……！」

　背中を押す手に力を込めて入り口近くまで追い立てれば、燈は「分かった」と引き下がった。

「俺も行くから、中へ戻って。誰にもそんな無防備な姿、見せたくない」

　張り詰めた声で言われ、こくりと頷く。

　素直に踵を返した実弦の背後で、静かに扉が締まった。

　ベッドルームへ戻ると、乱れたシーツが視界に飛び込んできた。

　互いの熱を夢中で貪った記憶が、否応なく呼び起こされる。

　広いベッドの隅で所在なく丸まったスカートは、捨てられた抜け殻のようだった。
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　燈から『時間が取れたから、会いたい』というメッセージがきたのは、彼の誕生日の翌日──つまり昨日のことだ。

　指定された待ち合わせ場所がいつものホテルではないことに疑問を抱いたのも一瞬、身体を重ねるほどの時間はないのだろう、と思い直す。

　約束の時間は午後の二時。

　どこかでお茶をして、他愛もない話をして。

　お祝いの言葉と共にプレゼントを渡して、それでおしまい。

　実弦は頭の中で何度も予行演習を繰り返し、明日は最後まで泣かずにいようと決意した。

　クラフトワインが入った手提げ袋とは別に、マフラーが入った大きめのトートバッグを肩にかけ、アパートを出る。

　迷った挙句、替えの下着と宿泊用の化粧セットもバッグに入れた。待ち合わせ場所が変わっただけで、やはりホテルへ行くことになる可能性も皆無ではないと思ったのだ。

　実弦の予想は半分外れ、半分当たった。

　初めて会った時と同じ待ち合わせ場所に颯爽とやってきた燈は、実弦を車に乗せ、自宅へと連行したのだ。

　燈の住んでいるマンションは、ヴィーシスの本社ビルからさほど遠くない場所にあった。

　唖然としている間にエントランスをくぐり、常駐のコンシェルジュらしき人に会釈をされ、専用のエレベーターに乗り込む。

　予想外の展開に、実弦は圧倒されっぱなしだった。

　最上階に辿り着くと、燈は「連休をもぎ取ってきたよ」と得意げに胸を張った。

「連休……？」

「そう。栗原も文句つけられないくらい、前倒しできっちりタスク倒してきた。日曜も一緒にいられるの、初めて会った時以来じゃない？　せっかくだし、うちに泊ってもらおうと思って。いつもホテルじゃ、味気ないでしょ？」

「味気ない……」

「うん。ねえ、実弦さん、大丈夫？　さっきからオウムみたいになってるけど」

　燈は「サプライズ大成功だね」と無邪気に笑った。

　彼に導かれるまま革張りのコーナーソファーに腰を下ろし、呆然と室内を眺める。

　目前には、インテリア雑誌から抜け出してきたようなスタイリッシュな部屋が広がっていた。

「ここ、本当に燈くんが住んでるの？　撮影用の部屋ではなく？」

「真っ先に出てきた感想がそれ？」

　燈は目を丸くすると、「確かにここ数カ月は寝に帰るだけになってるけど、間違いなく俺の部屋だよ」と答える。

「掃除はどうしてるの？」

「業者に頼んでる」

「自炊？」

「朝はたまに作ってるけど、基本、外で済ませることが多いね」

「洗濯は？」

「掃除と一緒に頼んでるよ」

　そこまで立て続けに質問し、なるほど、と頷く。

「よっぽど驚いたんだね。まだ呆然としてる」

　楽しげな声と共につんつん、と頬を突かれ、実弦はようやく我に返った。

「ご、ごめんね、あれこれ聞いちゃって。何だか現実味がなくて……」

「全然。気になることあったら、何でも聞いて」

　燈は気にした様子もなく、にこにこしながら実弦を見つめている。

　綺麗なその顔にぼんやり見惚れそうになったところで、手提げ袋の紐をきつく握りしめていることに気づき、当初の目的を思い出した。

「そうだ、これ。誕生日おめでとうございます」

　まずはクラフトワインの入った袋を、そっと差し出す。

「ありがとう。これでしばらくは同い年だね」

　燈はニヤリと笑って受け取ると、早速袋の中を覗き込んだ。

「もしかしてこれ、全種類ある？」

「うん。五本のフルセットにしたから」

「奮発してくれたんだ。うわー、ほんと嬉しい、ありがとう！」

　燈はパッと瞳を輝かせ、声を弾ませた。

　それから、うっかり落として割ったら嫌だからしまってくる、と言い置いてキッチンへ消えていく。

　メインの貴腐ワインはそれなりに高かったが、他の四本は気軽に買える値段だ。

　燈にとっては微々たる金額だろうに、とびきりのプレゼントをもらったかのような反応がくすぐったい。

　これでマフラーを渡したら、どんな顔を見せてくれるのだろう。

　その時の反応を想像するだけで、顔がにやけてしまう。

　実弦は肩にかけたままだったバッグをソファーの下におろし、何気なく目前のローテーブルに視線を移した。テーブルの上には、数冊の雑誌が無造作に置かれている。

　雑誌の表紙には『ヴィーシスを作った男にインタビュー』『時代の寵児が語る豊かに生きるコツとは』などというキャッチコピーが並んでいた。

「燈くん、ここに置いてある雑誌読んでもいい？」

　一旦立ち上がり、リビングフロアの端まで行って尋ねてみる。

「何でも好きに見ててー。今、コーヒー淹れてるから」

　キッチンから聞こえてきた声に、ふふ、と微笑む。

　自宅にいるからだろう、すっかりリラックスしていることが分かるのんびりした声だった。

　いそいそとソファーに戻り、女性向けのファッション雑誌を手に取る。

　ビジネス雑誌以外で燈の記事を見るのは、これが始めてだ。

　ヴィーシスモバイルのフラッグシップ店を背景に立つ姿や、店内で新機種を手にした姿、栗原と親しげに談笑する姿などを撮った写真が配置され、新規参入が決まった携帯キャリアについてのインタビューを彩っている。

　濃いグレーのスリーピーススーツを隙なく着こなした燈は、彼を見慣れた今でもハッとするほど、格好よかった。ストイックなスーツのお陰で、均整の取れた長身がより魅力的に見える。

　取材に当たった女性陣はさぞ色めき立ったに違いない。

　現場の雰囲気を思い浮かべながら、記事を読んでいく。

『──最後に、すみません。この記事を見た独身女性を代表して、現在お付き合いされている人はいるのでしょうか？　と尋ねさせて下さい』

　その質問、携帯選びに関係ある？　と思わず突っ込みたくなったが、燈のルックスでは仕方ないか、と苦笑する。

　だが実弦が笑っていられたのも、答えを読むまでだった。

『──お付き合いしている女性はいますが、彼女に迷惑をかけたくないのでここだけの話にしておいてください』

　信じられない気持ちで、その一文に見入る。

　ここだけの話が全国に広がっているな、と頭の隅で思ったが、それはこの際どうでもいい。

（付き合ってる人、いたんだ……）

　胸いっぱいに広がったのは、悲しみではなく純粋な驚愕だった。

　燈自身が認めているというのに、どうにも腑に落ちない。

　彼に本命がいるのなら、流石に実弦も気づいたはずだ。

　それとも、確かにあったはずのサインを見落としたのだろうか。

　見たくないものを目に入れないようにしてしまったのだろうか。

「お待たせ。実弦さんはブラックだよね」

　混乱する実弦のもとに、コーヒーを載せたトレイを手にした燈が戻ってくる。

「あ、うん。ありがとう」

「どういたしまして。……ああ、それ見てたんだ」

　実弦の隣に座った燈が、膝上に広げた雑誌をひょいと覗き込んできた。

「さすがファッション雑誌だけあるよね。写真の撮り方が新聞とかビジネス雑誌とは全然違うな、って感心した」

　耳に入った燈のコメントが、右から左へと素通りしていく。

「燈くん、彼女いたんだ」

　衝撃から抜けきれない実弦の唇から、そんな言葉がぽろりと零れた。

　しまった、と思い慌てて口を噤むが、もう遅い。

「なにそれ、俺はどう答えたらいいの？」

　一瞬目を丸くした燈が、ふは、と噴き出す。

　笑い事なんだ、とまた心の中で驚いた。

　衝撃が続くと、人はやけに冷静になるらしい。

「彼女とはどこで出会ったの？」

　こんな状況だというのに、いつも通りの声が出てくる。

「あー、分かった、インタビューごっこだ」

　燈は頬を綻ばせると、「『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』というアプリです」と答えた。

　やはりそうだったのか、と実弦はようやく納得した。

　あれから燈は、あのアプリで本命を見つけたらしい。

（期限を決めておいてよかった……）

　心底、そう思う。

　セフレであることを自覚し、今日で終わりにすると決めていたからこそ、取り乱さずに済んでいる。

　もしも勘違いしていたのなら、壮絶な修羅場を生み出してしまっただろう。

　恋人を作っておきながら、実弦に別れを切り出すことなく、こうして自宅にまで招いている燈に対しては、深い落胆を覚えた。

　そこまで不誠実な人じゃない、と擁護したくなるが、状況的にみれば完全にそうだ。

　それとも、セフレがいることを彼女も知っているのだろうか？

　この世には愛人を容認する正妻もいるというし、あり得ない話ではないかもしれない。

　だがそれなら、実弦にも了承を取るのが筋では？　というところまで考え、いや、どうだろうと思い直す。

　もとはといえば、身体の相性がいい人を探したい、というきっかけで始まった関係なのだ。燈がわざわざ確認する必要はないと判断してもおかしくない。

　実弦の思いは千々に乱れ、少しも纏まらなかった。

「質問はそれで終わり？　じゃあ、次は俺の番ね」

「え……？」

「先週会った時、なんで泣いたの？」

　気づけば燈に両手を取られている。

　彼は実弦の手を握り、答えをせがむように揺さぶった。

　恋人の存在を知る前なら、『十分な睡眠が取れないくらい忙しいのに、それでも会ってくれたことが嬉しかったから』くらいは答えただろう。

　だが今は、言えない。言いたくない。

　正直な気持ちを欠片でも伝えてしまえば、今以上に惨めな気持ちになる。

「どうしてだったっけ。よく覚えてないや」

　曖昧に笑って誤魔化そうとしたが、すぐに「そんなはずない」と断じられてしまう。

「俺に思うところがあって泣いたんなら絶対知りたいし、俺以外のことで泣いたのだしても教えて欲しい」

　燈の瞳に宿る真摯な光に、たまらなくなる。

　もっと適当に扱って欲しかった。

　それならここまで好きにならずに済んだ。

「本当に忘れたんだよ。それくらい大した理由じゃなかったってことじゃない？」

「……珍しく頑固だね。じゃあ、言いたくさせてあげる」

　燈は優しく言ったが、その声色には固い決意が滲んでいる。

　実弦はあっという間にソファーに押し倒され、唇を塞がれた。

　すかさず舌をねじ込まれ、すっかりお馴染みになった快感を引き摺り出される。

「んっ、ふぅ、っ」

　逃れようにも咥内は彼でいっぱいで、縮めた舌も容赦なく絡め取られてしまう。

　これ以上はいけないと思う心を嘲笑うかのように、身体の奥は熱く痺れていった。

　じゅう、と最後に一際強く舌を吸い上げ、燈が口を離す。

　彼は濡れた唇をぺろりと舐め、至近距離で実弦の瞳を覗き込んだ。

「実弦さんからはキスしてくれないの？　今日に限って焦らすのは、なんで？」

　欲を孕んだ眼差しには、微かな不審が見え隠れしている。

「それ、は……」

「それは、何？　まだ言いたくならない？」

　甘く尋ねた彼の指が、実弦の胸の先をニットの上からきゅう、と摘まんだ。

　先ほどのキスに反応して硬くしこった乳首を的確に捕らえられ、くにくにと揉まれる。

　途端、腰が砕けそうな快感が背筋を駆け上った。

「…ッ、や、だめっ」

　身を捩って逃れようとしたが、体格で上回る燈の身体は頑として動かない。

　何とか彼をどかそうともがいた拍子に、ソファーのすぐ下に置いたトートバッグを倒してしまう。

　倒れたバッグからは、マフラーの包みが転がり出てきた。

　ハッとした実弦が手を伸ばす前に、燈が包みを取り上げる。

「……これなに？　俺へのプレゼント、他にもあったの？」

　そうだ、と認めて渡せばいい話なのに、その時の実弦はすっかり意固地になっていた。

　心はすでに盗られてしまっている。これ以上は何も渡したくない。

　明日から実弦はしばらく喪失感に苦しむことになる。元彼と別れた時とは比べ物にならない痛みに耐え、再び前を向けるまで何度も泣くだろう。

　ありありと浮かぶ未来に、仄暗い怒りが湧いてくる。

「返して。それは燈くんのじゃない」

　冷ややかな声で言い放ってやろうとしたが、実際に出てきた声は懇願混じりの弱々しいものだった。

　この期に及んでなお、彼に嫌われたくないと怯んだ自分が、心底悲しい。

「じゃあ、誰の？」

　燈の声が一気に剣呑なものになる。

　実弦は今度こそ腹の底に力を込め、挑むように彼の瞳を見つめ返した。

「燈くんには関係ない」

「ああ、そう。そういうこと言うんだ」

　スッと彼を取り巻く空気の温度が下がる。

　ちょっと酷くしちゃおうかな──そんな低い呟きと共に抱き起こされ、強引な手つきで服をはぎ取られる。

　懸命に抵抗しようとしたが、無駄だった。

　そうなった時の為に、と選んだお気に入りの下着が、無頓着な手つきで脱がされ、ソファーの下に払い落とされる。

　いつもは甘い言葉を惜しみなく囁く唇が、今は固く閉ざされている。

　燈は実弦を裸に剥くと、手早く自身の服を脱いだ。

　リビングの大きな窓から降り注ぐ陽射しが、無防備な互いの肌を場違いに照らしている。

　無言のまま乳房にしゃぶりついた燈に、実弦はびくんと背中を反らした。

　心は傷ついているのに、すっかり彼の味を覚えた身体はどうしようもなく悦んでいる。

　はしたなく涎を垂らし、身体の奥をみっちりと埋める剛直を今か今かと待っている。

「やぁ、っ、ああ、ッ」

　乳頭を甘噛みされる度走る強烈な快感に、実弦は激しく首を振った。

「いや？　違うでしょう？」

　吐息交じりの掠れた声が、敏感になった肌に落ちる。

　余裕を失った燈が見せる強引さに、胸は切なく締め付けられた。

　愛おしい、嬉しい、とモラルを忘れて叫びそうになる。

「はぁ、ッ、ああ、んんっ」

　無意識のうちに、腰がカクカク揺れた。

　挿入を強請るようなその動きに、燈は、ふ、と笑みを漏らし、胸を弄っていた手を両腿の間に伸ばした。

　それから、固い指の腹で潤んだ割れ目をねっとりと撫で上げる。

　指の動きは、すぐに大胆になった。

　泥濘をかき回し、ツンと尖った秘芽の根元をくるくるなぞる。

　ぐちゅ、ぐちゅ、と響く水音はあまりに淫らで、耳を塞ぎたくなった。

「ほら。もうここ、びしょびしょだよ、実弦さん。まだ少ししか弄ってないのにね？」

　勝ち誇ったような声が聞こえて視線を下げれば、強い瞳で見上げられる。

　どっちつかずの実弦を鋭く射抜く眼差しに、ゾクゾクと背筋が震えた。

「欲しい、って言えよ。いつもみたいに、俺が欲しい、って」

　視線で、声で、容赦なく犯される。

「いや、っ、ほし、くない……っ」

　わななく唇を懸命に動かし、何とか言い切った。

　これで諦めてくれるかと思いきや、実弦の拒絶は負けず嫌いな燈を更に煽ってしまったらしい。

　涼やかな目元が獰猛な光をたたえ、ぎらりと光る。

　彼は脱ぎ捨てた服を探って避妊具を取り出し、慣れた手つきで装着した。

「ああ、そう。何がそんなに気に入らないのか、それなら身体に聞くしかないな」

　無情な宣告が下った直後、両脚を抱え上げられ、膨れた熱を蜜口に押し当てられる。

　一度も中を解されないまま挿入されたのは、これが初めてだった。

　もっと痛んでもいいはずなのに、乳房への愛撫ですっかり蕩けた中は待ちかねたといわんばかりに張り詰めた剛直を飲み込んでいく。

　きゅう、きゅう、と嬉しげに収縮する膣肉に、燈は低く呻いた。

「く、ぅ……きっつ……ッ」

　眉根を寄せて唇を噛む彼に、実弦は小さく息を飲んだ。

　魅力的な雄が発する強烈な色香に当てられ、それだけで達してしまいそうになる。

　最初の衝動を何とかやり過ごした燈が、ふーっ、と深く息を吐き、動き始めた。

　パンパン、と腰を打ち付けられ、突き上げられる。

　その乱暴ともいえる挿送にも、どうしようもなく昂った。

　太い肉棒が浅い部分にあるいいところを引っ掻いては、膣壁をこそぐように奥へと押し込む。ぐしょぐしょに蕩けきった中は、激しい摩擦の熱を甘い刺激に換えた。

「…ッ、んっ、はぁ、っ」

　もう何をされても、きっと気持ちいい。

　蕩けきった瞳でぼんやり彼を見上げれば、「くそッ」と低く毒づかれた。

　ずるりと引き抜かれた陰茎は、まだ力を保ったままだ。

　力任せにうつ伏せにされ、腰を強く引き寄せられる。

　高々と尻を上げさせられた体勢に、羞恥を覚える暇もなかった。

　燈の引き締まった肌を背中に感じた次の瞬間、再びぐちゅん、と最奥まで貫かれる。

　すでにぎりぎりまで高められていた快感はあっけなく弾け、瞼の裏に白い光が飛び散った。

　いつもより深く突かれた箇所を起点に爆発的に広がった愉悦に、膝ががくがく震える。

「ひぁ、ん、ッ～～！」

　激しい絶頂に痙攣する実弦を、燈は容赦なく突き上げてくる。

「や、ぁ、やぁ、ッ、」

　あまりの刺激に頭が真っ白になった。

　絶え間なく襲ってくる快楽の波は恐ろしいほどで、弛緩しきった唇から呑み込めない涎が零れる。

「も、イってる、の、イってる、からぁ」

　泣きながら訴えても、燈は抽挿を止めない。

　セーフワードを口にすればすぐに止めてもらえる。

　それは分かっていたが、分かっているからこそ言えなかった。

　燈は腰を突き上げながら、淫らに揺れる乳房を背後から揉み始めた。

「はぁ、ッ……うん、知ってる。中の締め付け、すごいから、っ、…ねえ、実弦さん。俺が今突いてるとこ、前に言ってたところだよ。奥でも、うまくイけるようになったんだね。俺もどうにかなりそうなくらい、気持ちいい、っ」

　荒い呼吸の中、欲情に塗れた声で燈が言う。

　最奥を小刻みに突かれ続けているせいで、荒々しく掴まれた乳房の痺れさえ、気持ち良く感じた。

「子宮降りてきてるの、分かる？　腰引こうとすると、キスするみたいに吸い付いてくるんだよ。ほんと、たまんない」

　乳房全体の重みを楽しむように動いていた手が、ぷくりと膨れた先端を捕らえ、リズミカルに押し潰し始める。

　先ほどまでの愛撫とは比べ物にならない鋭い刺激が、身体の芯を震わせた。

「や、も、やめ…ッ、そこ、やぁ、あああっ」

「あは、やっぱり、こっちがいいんだ。乳首弄られるの、大好きだもんね」

　からかうような口調に、顔中が熱くなる。

「あとは、こっちもだよね？」

　胸の先端をするりと撫でた手が、腹を伝って太腿の間へと下りていった。

　これから何をされるのか分かり、慌てて腰を引く。

　だが燈は、許さないといわんばかりに実弦の背中を抱き込んだ。

　強引に背中を丸めさせられた体勢で、膨れた秘芽を摘ままれる。

　彼の硬い指が器用に動き、ぬるついた根元を前後にこそぐように捏ねた。

「ひぅ、ッ、ああっ、ああーッ」

　一体どこで感じているのかさえ、もう分からない。

　絶え間なく襲ってくる絶頂に、意識が朦朧としてくる。

　焦点の合わない瞳からは、大粒の涙が滴り落ちていった。

　イきっぱなしの実弦を見て、燈は嬉しそうに声を弾ませる。

「あー、俺もそろそろ限界……ッ、はぁ、っ、中で出したいな。実弦さんを直接感じたい」

「……ッ!?」

　ありえない言葉に、一瞬意識が戻った。

　慄く心とは裏腹に、中はいやらしくうねり、奥を苛む剛直をきつく締め付ける。

「ああ、実弦さんも欲しいんだ。可愛いなぁ。こんなに反応して」

「や、ちが、ッ、」

　否定した瞬間、一際強く突かれ、チカチカと瞼裏が光った。

　思考が真っ白に塗りつぶされる。もう、気持ちいいことしか分からない。

　霞がかった頭は、容赦なくもたらされる強烈な快感だけを拾った。

「違わないよね。実弦さんだって、俺が好きでしょう？　そうだよね？」

　懸命に縋りつくような声が、どんどん遠のいていく。

　意識が飛ぶ寸前、最奥に叩きつけられた剛直が膨れ、薄い膜越しに勢いよく吐精するのが分かった。

　

　実弦の意識が浮上したのは、日が落ちたあとだった。

　ホテルのスイートルームと見間違えそうなほど豪奢なベッドルームが目に入る。

　実弦は、燈のものらしいだぶだぶのスウェットを着せられ、羽毛布団にすっぽり包まれた状態で寝かされていた。

　全身が怠く、すぐには起き上がれない。

　状況が許すのなら、もうひと眠りしたいくらいだ。

　実弦はしばらくぼんやりしたあと、名残惜しい気持ちでベッドから下りた。

　分厚く重い扉をゆっくり引いて開ければ、リビングのソファーに燈が座っているのが見えた。

　何と声をかけていいか分からないまま、静かに近づいていく。

　燈は膝に置いたマフラーの包みを、じっと眺めていた。

　孤独と寂しさが入り混じった彼の横顔に、頭を殴られたような衝撃を受ける。

　こんな顔をさせたいわけじゃなかった。

　誕生日のお祝いにきたはずが、思わせぶりな行動で傷つけている。

　燈は、今日の為に仕事を前倒しで片づけ、休暇を作った。

　簡単にできるようなものなら、もっと以前から休みを取っている。実弦が無理をさせたのだ。それも盛大に。

　そんな彼の努力を無視し、本命になれなかった腹いせを彼にぶつけた。

　口ではセフレでいいと言いながら、本当は愛されたかったのだ。自分ではない女性を選んだ彼が、憎らしかった。いずれそうなると分かった上で関係を続けると決めたのは、実弦自身なのに。

　なんて身勝手な女なんだろう。

　ソファーの傍まで行くと、実弦の気配に気づいた燈が、パッとこちらを振り返った。

　立ち上がろうとする彼を手ぶりで押し留め、すぐ隣に腰を下ろす。

　革張りの座面はすっかり綺麗になっていた。激しかったセックスの痕跡はどこにもない。

「ごめん、箍が外れた。酷くして、悪かった」

　開口一番、眉尻を下げて謝った燈にゆるく首を振る。

「私はセーフワードを言わなかったでしょう？　謝ってもらうことじゃない。──開けていいよ。それ、燈くんに似合うと思って買ったやつだから」

　包みを指差して促すと、彼はゆっくり肩の力を抜いた。

「そうなんだ。……どうして俺のじゃないなんて言ったの？」

　悲しげに口元を歪めて問う姿に、実弦の心を固く守っていた殻があっけなく剥がれ落ちる。

　どれだけ彼に未練があろうと、これが最後の逢瀬であることは変わらない。

　それならせめて、言いたいことは素直に伝え、笑って終わりにしたかった。

「意地悪したくなったの。私ばかり、燈くんを好きみたいで」

「なんだよ、それ。俺だって──」

　素直になるとは決めたが、これ以上心を揺さぶられるのは困る。

「好きなんだよね、私のこと」

　彼が言いかけた台詞を先に言って、悪戯っぽく微笑む。

「うん。……実弦さん、今日はほんとに意地悪だ」

　最後まで言わせてもらえなかったのが不満なのか、燈は拗ねたように顔を顰めたが、一人で座っていた時の仄暗い雰囲気は消えている。

　よかった、と安堵しながら、彼の髪を撫でた。

「ごめんね。どうしたら、機嫌直してくれる？」

「一緒にご飯食べに行ってくれたら。あと、一緒にお風呂入って、眠くなるまで実弦さんの最近の話を聞かせてくれたら」

　間髪入れずに返事が戻ってくる。

　まるであらかじめ答えが決まっていたかのようだ。

　今彼が口にした内容は全部、実弦と会えると分かった時点でしたいと思ったことなのだと気づき、鼻の奥がツンとした。

「うん、そうしよう。その前に、プレゼントを開けてみて」

　早く、早く、とわざと急かしてみせれば、「待って、今開けるから」と嬉しそうな顔で包みに手をかける。

　ほどけたラッピングの中から現れたマフラーに、燈は歓声を上げた。

「これ、すごくいい！　暖かそうだし、洒落てるし。本当にもらってもいいの？」

「欲しくないなら、他の人にあげようかな」

「そんなこと言ってない！　もう俺のだから！」

　慌ててマフラーを引き寄せ、うっとりとした表情でじっと見入る。

　贈ったこちらが照れてしまうほどの喜びように、本当に恋人がいる人の反応だろうか、と性懲りもなく疑った。

「燈くんこそ大丈夫？　彼女に怒られない？」

「ん？　怒られないでしょ。逆になんで怒るわけ？」

　きょとんとした顔で燈が首を傾げる。

　何を言っているのか分からない、と大きく書かれたその表情に、思わず脱力してしまう。

　セフレからのプレゼントを喜んで受け取る男も、それを寛容に許す女も、実弦にはあまりに遠い世界の人間だ。

「実弦さん、今日やっぱり変だよ。どこからそんな発想が出てきたの？」

「はいはい、怒られないよね。優しい彼女だもんね」

　何故か食い下がってくる燈を軽くいなす。

　彼は虚を突かれたように瞬きしたあと、「いつもはそうだね」と含みがある口調で同意した。

「ご飯行くんでしょ？　急いで着替えてくるから、準備して待ってて」

　放っておけば恋人の惚気を聞かされる羽目になりそうで、急いで話題を変える。

　ベッドルームへ戻り、サイドテーブルの上に置いてあったニットワンピースに着替える間も、燈は上機嫌で話しかけてきた。

「あー、ほんと嬉しい！　早速巻いていこうっと。実弦さんはマフラー持ってる？　外、かなり寒そうだけど」

「持ってきてない。夜、出ると思わなくて」

「じゃあ、俺の貸してあげる。実弦さんのマフラーは俺が巻くから、俺のは実弦さんが巻いて」

「いいよ」

　予想通りのおねだりにくすくす笑いながら、ベッドルームを出る。

　部屋のすぐ外で待ち構えていた燈は瞳を輝かせ、実弦をぎゅ、と抱き締めた。

「ありがとう。甘やかしてくれて」

「ごめんね、もう意地悪しないから」

　実弦が謝ると、少し照れたように「うん」と頷く。

「俺も、もう暴走しない。風呂では優しく抱くね」

「お風呂でするのは確定なんだ？」

「もちろん。そこは譲れない。時間取れなくて無理だったけど、ほんとはずっとしたかったんだ。最初に会った時みたいにバスタブの中でいちゃついて、ってやつ。激しくしないなら、してもいいよね？」

　期待に満ちた瞳で問われれば、嫌とは言えない。

　楽しみだな、と実弦の大好きな声で囁き、頬に口づけてくる燈が心から愛おしい。

　理解不能な価値観を持つ相手でも、愛することはできるのだと、その時実弦は初めて知った。

　それから翌朝まで、二人の間には終始穏やかな雰囲気が満ちていた。

　互いを慈しむようなキスをして、他愛もない話で笑い合う。

　彼と一緒に過ごす時間は全て、キラキラ輝く宝石のようだった。

　だがそれも、もう終わりだ。

（燈くんの思い出にも、綺麗なまま残るといいな）

　心の中で密かに願いながら、暇を告げる。

「──え、もう？」

　まだ昼にもなっていないのに、と燈が残念そうに呟く。

「ごめんね。まさか連休取ってるとは思わなくて、友達と会う約束入れちゃったんだ」

「そっか。これは、先に言っておかなかった俺が悪いな。待ち合わせ場所、どこ？　よかったら送っていくよ」

「ううん、大丈夫。その子、彼氏と別れたばかりだから、惚気るみたいで悪いし」

　これほど嘘を並べるのは、生まれて初めてだ。

　込み上げてくる罪悪感を心の奥に押し込め、満面の笑みを浮かべてみせる。

「お願い聞いてくれて、ありがとう。すごく楽しかった」

　燈は眩しげに瞳を細め、「それは俺の台詞」と答えた。

「プレゼント、どっちも嬉しかった。夕食のあと、ケーキを買ってくれたのも」

「ふふ、ホールケーキが売り切れてたのは残念だったけどね」

「さすがに食い切れないでしょ、俺も実弦さんも」

　二人の歳を揶揄する彼の腹に、拳を入れる振りをする。

　燈は大げさによろめき腹を押さえてみせた。

　気の置けないやり取りに、また顔を見合わせて笑う。

「じゃあ、行くね。仕事、根詰めすぎないようにしてね」

　ブーツを履いて、トートバッグを抱えてから、別れを告げた。

　晴れやかな声が出せたことに密かに満足する。

「うん。実弦さんもだよ」

　またね、と手を振る彼に、笑顔のまま手を振り返す。

　電車を乗り継ぎ、家に帰るまで、その笑みは実弦の頬に張り付いていた。

　アパートのこじんまりとした部屋に戻った瞬間、強張っていた肩から力が抜ける。

　玄関先でへたり込みそうになったが、何とか部屋の奥まで移動した。

　ベッドに倒れ込んでしばらく突っ伏したあと、仰向けになって《Ｒ》を立ち上げる。

【今まで本当にありがとう。アプリで出会えたのが燈くんでよかった。大切にしてくれたこと、忘れません。彼女さんとお幸せに】

　打ち込んだ文面を何度も見直し、【セフレでいいからこのまま傍にいたいと思ってしまうほど、大好きでした】と付け加える。

　これくらいは伝えてもいいだろう。

　燈の恋人に知られたとしても、寛容な彼女なら「よかったね、大好きだったって」と笑って言いそうだ。

　自分とは器が違うのだろう、としみじみ思いながら、送信する。

　既読は、今日もすぐについた。

　どれほど忙しい時でも、送ったメッセージを放置する人じゃなかった。

　早くも懐かしい気持ちで、返信がくる前に燈をブロックし、連絡先を削除する。

　大量にあったトーク履歴は跡形もなく消え、燈と出会う前の携帯画面に戻った。

　静かに携帯を置き、両腕で瞼を覆う。

　大好きだった。離れたくなかった。ずっと一緒に居たかった。

　それでも、なりふり構わずしがみつけばよかった、とはどうしても思えない。

　目に押し当てた服の袖が、じんわり冷たくなってくる。

　とめどなく溢れてくる涙を袖で拭い、嗚咽を堪える。

　万が一恋人になれたとしても、長続きはしなかっただろう。

　実弦と燈では、まるで釣り合いが取れていない。

　だから、これでよかったのだ。

　自分に何度も言い聞かせ、実弦はきつく目を閉じた。







最終章








【──彼女さんとお幸せに】

　燈は、信じられない気持ちでその一文を凝視した。

　おかしいとは思っていた。

　昨日今日だけの話ではない。少し前から、実弦が自分に見せる態度に引っかかるものを感じていた。

　だがまさか彼女が、二人の関係を『セフレ』と勘違いしているだなんて思ってもみなかった。

（一体、どこで間違えた……？）

　初デートまで遡って考えてみたが、思い当たる節はない。

　手放したくない、とはっきり伝えた。好きだ、と何度も伝えた。

　会えない時も連絡を欠かしたことはないし、週に一度は必ず会えるよう必死で時間を作った。

　自分の何が悪くて、彼女にこんな誤解をさせたのか、まるで分からない。

　嫌われたわけではなさそうなことが、唯一の救いだ。

『大好きでした』という告白が過去形であることは、あえて意識の外に追い出す。

　弁明しようと慌ててかけた電話は、繋がらなかった。

　実弦は別れのメッセージを送った直後に、燈から連絡が取れないようブロックしたのだ。

　大きな仕事をふいにした時より、はるかに大きな衝撃を受けた。

　仕事なら、また別のチャンスを狙えばいい。

　だが、実弦は一人しかいない。

　彼女がダメなら他の女性を、なんてとてもじゃないが思えない。

　ソファーの背にもたれかかって心を落ち着けたあと、深く息を吐いて立ち上がる。

　燈は握ったままだった携帯を操作し、秘書に電話をかけた。

「──もしもし。うん、俺。明日の夕方から時間空けて。……いや、戻らずそのまま上がるから。そう、無理でも空けて。よろしくね」

　秘書があげる悲痛な声を遮るように通話を切る。

　じっとしていられない気分だが、今は他にやれることがない。

　コーヒーでも飲んで一旦落ち着こうとキッチンへ向かったところで、携帯が鳴った。

　秘書が折り返しかけてきたのならスルーだな、と思いながら発信者を確認する。

　表示された店の名前を見て、さすがの燈も心が折れそうになった。

　メンタルを懸命に立て直し、電話に出る。

「はい、須河です。──……分かりました。今から取りに伺います」

『ありがとうございます。では、お待ちしております』

　担当者の丁寧な挨拶を聞き終え、通話終了のボタンを押す。

　電話をかけてきたのは、超がつくほど有名な高級ジュエリーショップの店員だ。

　先月オーダーしておいた婚約指輪が用意できたらしい。

　何事もなければ、クリスマスデートにかけこつけて実弦と一緒に取りに行き、そこでプロポーズするつもりだった。

　クリスマスデートのプランを浮き浮きしながら考えていた自分を思い出し、その場にしゃがみ込みたくなる。実際は、プロポーズどころか、振られてしまった。

　一人で勝手に浮かれて、突っ走って、肝心の恋人が悩んでいたことに気づけなかった。

　どこまでも落ち込んでいきそうになったところで、栗原から電話がかかってくる。

　秘書が彼に泣きつくだろうことは、想定済みだ。

　それでも今は、冷静に話せる自信がない。

　顔を顰めて応答ボタンを押せば、携帯の向こうから尖った声が飛んできた。

「一体、何があったんだ。デートが延期になったのか？」

　挨拶抜きでいきなり本題に入る栗原に、こいつのこういうところが楽なんだよな、と改めて思う。

「いや、予定通り会えたよ。でもちょっと手違いがあって、振られたとこ。ブロックされて連絡取れないから、明日直接会社に迎えに行こうと思って」

「……は？　手違いって？　お前、指輪まで注文してなかったか？」

　焦りを滲ませた声が、立て続けに尋ねてくる。

　指輪、という言葉にぐさりと胸を抉られた。

「俺にもよく分からないんだって。上手くいってから話すのでもいい？　今はさすがに、きつい」

　燈の返答に栗原は聞こえよがしな溜息を吐いた。

「まったく……。少しくらい待てないのか。明日は無理だが、週末までにはどこかで時間を作らせる。彼女だって、一旦落ち着いて考えたいんじゃ──」

「考えさせたくないんだよ。分かるだろ？」

　待つつもりはない、と暗に答える。

　これ以上の説得は無意味だと悟ったらしく、栗原は渋々引き下がった。

「事情は分かった。だが明日駄目だったら、大人しく次の休みまで待ってもらうからな」

「了解。それでいいよ」

　通話を切ったあと、まっすぐ玄関に向かう。

　実弦の気持ちが燈にないとは思えない。

　彼女が別れを告げたのは、燈には本命が別にいると勘違いしたからだ。

　昨日、何度も感じた違和感を捨て置くべきじゃなかった。

　──『彼女いたんだ』

　──『大丈夫？　彼女に怒られない？』

　思えば、実弦は何度もサインを出していた。

　燈の恋人は、実弦だ。

　その恋人にもらったマフラーに、なぜ本人が怒るのか。

　あの時は意味不明な質問に首を捻ったが、他に女がいると勘違いしていたからだと今なら分かる。

　実弦はいつ、別れを決めたのだろう。

　セフレと勘違いしたきっかけは？

　直接問い質したいことが、次から次へと湧いてくる。

　そういえば、別れ際『またね』と言った燈に、彼女は微笑んだだけだった。

　さよならのメッセージを送ったあと、実弦は泣いただろうか。

　気丈なようでいて、感情豊かな人だ。何も感じなかったはずがない。

　今も泣いているのかもしれないと思うだけで、胸が激しく痛む。

　住所を聞いておけばよかった、と深く後悔した。

　聞いておけば、今すぐ駆け付けて彼女をこの手で抱き締められたのに。

　直接問い質してくれたらよかったのに、とも思う。

　他に女がいる癖に、何故自分に執着するのか、とそう詰ってくれたらよかった。

　だが、このままならない現状を招いたのは、燈自身だということもよく分かっている。

　年明けには落ち着くはずだから、と気になることがあっても、後回しにしてしまった。

　指輪をオーダーしにいく暇があるなら、彼女ともっとしっかり向き合うべきだった。

「……泣かせたいとは言ったけど、それは俺といる時だけだよ」

　苦々しく呟き、車のキーを掴む。

　とりあえず、今は指輪だ。

　実弦を逃がさない為の枷を入手すべく、燈は足早に部屋をあとにした。
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　燈との関係を終わりにした翌日──。

　実弦は、泣き過ぎたせいで重い頭を抱えながら懸命に通常業務をこなした。

　本当は休みたかったのだが、失恋程度で欠勤するのは社会人としての矜持が許さない。

「程度」というのが、最大限の強がりであることは百も承知だ。

　それでも、そう思わないと耐えられないくらい、燈との別れが残した心の傷は深かった。

　土曜が燈との最後のデートだということを知っていた心菜は、何度も電話をくれたが、話すことはできなかった。

　通話中、泣きっぱなしになることは目に見えていたからだ。

　代わりに『もう少し落ち着いたら、話を聞いて』とメッセージを送った。

　しばらくそっとしておいて欲しい、という願いが伝わったのだろう、社内で顔を合わせた時も心菜はいつも通りの態度を取ってくれた。

　だが、優しい彼女のことだ。見て見ぬ振りを通すのも、一週間が限度のはず。

　来週の週末くらいには、少しはまともに話せるようになっているといい。

　そんなことを思いながら、帰社の支度を整える。

「今日、なんか元気なかったな。大丈夫か？」

　心配そうな顔で尋ねてきた営業社員に大丈夫だと笑みを返し、エレベーターに乗り込んだ。

　そこまでは、普段と全く同じだった。

　違ったのは、ビルから出たところで実弦を待ち伏せしていた人がいたことだ。

　大通りのパーキングエリアに停まった場違いに高そうな外車と、車の脇に立つ青年の姿を見て、実弦はその場で固まった。

　どこからどうみても、須河燈その人だ。

（どうしてここに……？　近くに用事があったのかな。それともミナザキに……？）

　ほんの一瞬で目まぐるしく考えたあと、そっと後退る。

　何の為に来たかは分からないが、今は合わせる顔がない。

　彼に見つかる前にここから逃げなければ。

　パニック状態で踵を返そうとした実弦の手首を、大きな手が掴む。

　馴染みのある温もりと感触に、小さく息を呑んだ。掴んだ相手を見なくても、誰なのか分かってしまう自分が悲しい。

「捕まえた」

　溜息混じりに落とされた低い声に、心臓が激しく脈打つ。

　こんな筈ではなかった。彼が追ってくるなんて、思いもしなかった。もしもここで一方的な別れを詰られたら──軽く想像しただけで足が竦む。

「もう仕事終わったんだよね？　じゃあ、ちょっと付き合って」

　燈は実弦の手首を掴んだまま、車に向かって歩き始めた。

「ま、待って……！」

　何とか立ち止まろうとするものの燈の力は強く、暴れでもしない限り手を外せそうにない。

　迷ったのは、数秒だった。

　ただでさえ燈は目立つルックスをしている。それにくわえ、最近はメディアに露出しているのだ。

　ここで実弦が暴れれば、燈の素性に気づいて騒ぎ出す人が現れるかもしれない。

『ヴィーシスの取締役代表、路上でセフレと痴話喧嘩!?』──ゴシップ雑誌の表紙を飾るセンセーショナルな見出しが脳裏を過ぎる。

（駄目だ……そんな迷惑かけられない）

　ここで燈がどうなっても知るものか、と突き放せるのなら、もっと話は簡単だった。諦め混じりの悲しみが胸に広がっていく。

　急に大人しくなった実弦に、燈はホッとしたように手の力を緩めた。

　停めてあった車に近づくと、スーツ姿の若い女性が助手席から降りてくる。

「お待ちしておりました。どうぞこちらに」

　彼女はそう言うと、後部座席の扉を開いた。

　訳が分からなさ過ぎて、何から突っ込めばいいか分からない。

　燈は戸惑う実弦を後部座席に押し込み、続いて隣に乗り込んできた。

　運転席に座った青年もスーツを着ている。

　青年はバックミラー越しにこちらを見ると、小さく会釈をした。

　燈は社用車で来たのだと理解した途端、サッと血の気が引いた。

「……どういうこと？　こんなことして大丈夫なの？」

　声をひそめて燈に尋ねる。

　会社の車を私用に使うだけでもどうかと思うのに、セフレの存在を会社の人間に知らしめるような真似は、流石に行き過ぎてる。

「大丈夫に決まってる。どうしてそんな質問をするのか、俺の方こそ聞きたいな」

　燈は口角を引き上げ、綺麗に微笑んだ。

　完璧な笑みだが、目が全く笑っていないせいで逆に凄みが増している。

「だって私は──」

　言い返そうとした実弦は、助手席に乗り込んできた女性の姿を見て、口を噤んだ。

　燈は実弦の視線の先に気づくと、笑顔のまま話し始める。

「ああ、彼らを先に紹介しておかなきゃね。運転手の菅すが原わらと、第一秘書の三みつ井いだよ。これから何かと顔を合わせる機会が増えるだろうから、覚えておいて」

（これから何かと、ってどういう──）

　意味深な台詞に引っかかったものの、問い質すより先に青年と女性が会釈してきた。

「はじめまして、菅原と言います」

「三井です。どうぞよろしくお願いします」

「あ、吉野です。よろしくお願いします」

　どんな状況にあっても、先に挨拶をされれば、反射的に頭を下げてしまう。

　社会人の悲しい性さがだ。

「では、出しますね」

　菅原と名乗った青年は、一言断るとエンジンをかけ、ハンドルを切った。

　一体、どこへ行くのだろう。

　そもそも燈は何故、こんな馬鹿げた真似を？

　彼に聞きたいことは山ほどあったが、会社の人間がいる前では話せない。

　どこへ行くにしても、いつかは二人きりになるはずだ。そうなったら、浮かんだ疑問を全てぶつけ、盛大に抗議してやろう。

　焦れつつも黙り込んだ実弦を見て、燈はふ、と瞳を和らげた。

「やけに大人しいね。いつもはもっと色々話してくれるのに」

「……突然拉致されたのに、楽しくなんてできません」

　窓の外に視線を固定したまま、尖った声で言い返す。

「それはごめん。でも、強硬手段に出るしかなかったんだよ。ブロックされなかったら、先に電話で説明できたんだけどね」

　これには実弦も彼の方を振り向かずにいられなかった。

　ここでその話は止めて、と目顔で訴える。

　非難を含んだ眼差しに気づかないはずはないのに、燈は悠々と長い脚を組み、小首を傾げた。

「やっとの思いで捻り出した休日を、大事な恋人と一緒に過ごしてさ。よし、また明日から頑張ろうと思ってたら、突然連絡取れなくなったんだよ。誕生日のプレゼント二つもくれて、沢山甘やかしてくれたのに……。あれが最後だなんて想像できる奴いると思う？」

　実弦はあっけに取られて、彼の顔を見つめた。

　いつも通りの表情を浮かべているものの、切れ長の瞳には微かな苛立ちが籠っている。

　本気で言っているのだ、と理解するまで、そう時間は掛からなかった。

　だが理解できたからといって、すぐに納得できるものではない。

「ちょ、っと、待って──……え？　恋人って、私のこと？」

　実弦の返答に、助手席の秘書がぐふ、と喉を鳴らした。

　彼女は慌てたように空咳を繰り返したが、肩は小刻みに震えている。

「三井～。お前、笑うならちゃんと笑えよ」

　燈が顔を顰めて文句をつけると、秘書は今度こそ声を立てて笑った。

「ふふっ、すみません。ですがまさか、社長の片思いだとは思わなくて。いつもあんなに惚気ていたのに、ご本人には認識すらされてないとか……ふふっ」

「私も知りませんでした。お付き合いされている女性を迎えに行くから車を出せ、って話でしたよね？　社長の一方通行なら犯罪ですよ、勘弁して下さい」

　運転席からも、からかい混じりの言葉が飛んでくる。

「菅原までそんなこと言うわけ？　行き違いがあっただけで、ちゃんと両想いだよ。そうだよね？　実弦さん」

　とても現実のこととは思えず、すぐに返事ができない。

（……じゃあ、彼女がいるって、私のこと？　え、じゃあアプリのあれは何だったの？）

　頭の中を同じ疑問が何度もぐるぐる回る。

「まだ信じられない？」

　燈は呆然とする実弦の肩を、ぐ、と抱き寄せた。

　それから耳に口を寄せ、小声で囁く。

「分かってもらえるまで、何度でも言うよ。俺が好きなのは実弦さんだけだし、セフレだなんて思ったこともない」

　低められたその声には、切迫した想いが滲んでいた。

　実弦の大好きな声で紡がれたまっすぐな愛の言葉に、ようやく実感が湧いてくる。

　セフレだと思っていたのは自分だけで、燈はずっと恋人だと思っていたのだ。

　燈と過ごした日々の思い出が、まるでオセロのように次々と意味を変えていく。

　──『俺は、もうあなたを手放せそうにない』

　──『じゃあ、改めてこれからよろしくね』

　眩いほどの笑顔を向けて、彼はそう言った。

　──『好きだよ、実弦さん。大好き』

　愛おしげに目を細め、彼は囁いた。

　燈と交わした会話がありありと蘇る。

　それら全てを、実弦はずっとその場限りの戯言だと思っていた。

　彼の真摯な気持ちを、勝手な思い込みで蔑ろにし続け、最後は一方的に振り切った。

　勘違いの発端は燈の『退会はもったいない』発言にあるとはいえ、圧倒的に悪いのは固く殻に閉じこもり続けた実弦だ。

　嬉しいやら申し訳ないやらで、心がぐちゃぐちゃになる。

　一言も発せない実弦の頭を、燈はくしゃりと撫でた。

　　

　マンションのエレベーターで二人きりになるとすぐ、燈は実弦をきつく抱き締めた。

　そしてそのまま実弦のつむじに頬を寄せ、安堵めいた吐息を漏らす。

　やっと取り戻したと言わんばかりの仕草に、胸が痛くなった。やっともなにも、一晩しか離れられなかったことは、この際考えないことにする。

　彼の上着から香る嗅ぎ慣れた香水の匂いに、勝手に身体の力が抜けた。

　もう二度と触れることはないと思っていた温もりに包まれて、安堵したのは実弦も同じだ。

「……ここでキスしたら、怒る？」

　実弦の返事を聞く前から、燈は軽いキスを髪や耳に落としている。

　甘いリップ音をくすぐったく感じながら、彼を見上げた。

「キスだけで済むなら怒らない。でも、先にちゃんと話したい。なし崩しにするのは嫌」

　何を、とは言わなくても燈には伝わったらしく、ふ、と笑われる。

「分かった。じゃあ、実弦さんからキスして」

「どうしてそうなるの？」

「セフレだと思われて深く傷ついたから」

　燈は、冗談とも本気ともつかない口調で即答した。

　真意を確かめようと瞳を覗き込めば、人差し指でとんとん、と彼自身の唇に触れる。

　早くして、というそのジェスチャーに、不覚にもときめいた。

　どんな仕草も魅力的に見せてしまうのだから、本当にずるい男だ。

　背伸びをして、形のいい唇に口づける。

　触れるだけのそのキスは、一瞬で深いものに変わった。身を屈めた燈が、逃がさないというように実弦の後頭部に手を当てたからだ。

　腰に回された腕の力も強く、振り切れる気はしない。

　何より、ひたむきに実弦を求める熱が気持ち良くて、動けなかった。

　技巧も何もない、ただ相手を貪るだけの激しいキスに、どうしようもなく昂ってしまう。

　気づけば実弦も夢中になって、舌を絡めていた。

　やがて最上階についたエレベーターが扉を開き、中に籠った空気を外に逃がす。

　二人はようやく身体を離し、どちらからともなく悩ましい吐息を零した。

　先に動いたのは実弦だ。彼の胸板に手をついて、距離を取る。

　その手を握り、不満げな声を上げたのは燈だった。

「こんなんじゃ足りないよ。先に抱いてから話すのでは、駄目？」

「だめ」

「けち。実弦さんも欲しい癖に」

　燈の部屋に向かいながら交す会話に、心の中でこっそり微笑む。

　互いに気を許しているからこそできる言い合いだ。

「うん、でもだめ。二人のこと、ちゃんと話し合ってからじゃないと、後悔しそう」

「させないだけの自信はあるけどな」

「じゃあ、私は嫌だけど、無理やり抱いてみる？」

　玄関でヒールを脱ぎ、挑むように見つめる。

　燈はしばらく無言でこちらを見つめ返したあと、はあ、と特大の溜息をついた。

「ずるいな。そんな言い方されたら、賭けに出られない」

「常にチャレンジし続けるのが、成功の秘訣じゃなかったの？」

　雑誌のインタビュー記事で読んだ彼の言葉を引用してみる。

　燈は一瞬瞳を和ませたあと、真面目な表情を浮かべた。

「ほんの僅かでも実弦さんを失うかもしれない可能性があるんでしょう？　絶対に失敗したくない時には、俺も安全策を取るよ」

　きっぱりとしたその声には、深い愛情が滲んでいた。

「ありがとう。私の意思を尊重してくれて、ほんと嬉しい」

「……そんな可愛い顔して言うの、ほんとずるい」

　燈は複雑そうにぼやくと、実弦の背を押してビングルームへ進んでいく。

　今回座らされたのは、ソファーではなくダイニングテーブルだった。

「まずは誤解を解きたいんだけど、いい？」

　向かい合わせに座った燈が手を伸ばし、実弦の左手を握り締める。

「セフレだと思い込んだ理由は？　やっぱり俺の会い方がダメだった？」

　彼の真剣な顔は見惚れるほどかっこよく、こんな時だというのに胸がきゅんと高鳴った。

　滅多に見られない表情なんだから仕方ない、と心の中で言い訳しながら、『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』の件を話す。

　黙って一部始終を聞いていた燈は深く嘆息し、空いた方の手で髪をくしゃりとかき上げた。

「……そうか、あれが原因か。もっとちゃんと説明しとけばよかった」

　ぼやくように零すと、上着のポケットを探り、携帯を取り出す。

　そのまま片手で器用に携帯を操作し、「はい」と実弦の前に滑らせた。

　画面には、『Ｓｅｃｒｅｔ　Ｔａｌｋ』のフレンド欄が表示されている。

「全部見ていいよ。俺は実弦さんとしか話してないし、見られて困るようなものは何もないから」

「え、でも……」

「遠慮される方が困る」

　いいから早く、と急かされ、恐る恐る画面を触っていく。

　彼の言う通り、フレンド欄にもトーク画面にも、実弦しか表示されていなかった。

　何度見ても、結果は変わらない。

　実弦の勘違いだということは分かったが、どうにも納得できず眉根を寄せる。

「じゃあ、あの時どうして『今やめたら、もったいない』なんて言ったの？　話し中のアイコンだって、見間違いじゃなかった」

「俺のアイコンが話し中になってたのは、実弦さんとのやり取りを見返してたからじゃないかな。トーク画面に移行するだけで点灯する仕様なんだよ、あれ。それに退会したら、俺たちの馴れ初めが二度と見られなくなる。もったいないだろ？」

　燈の説明に、思わず脱力してしまう。

　こんなことなら、あの時納得いくまで追及すればよかった。

　もちろん悪いのは実弦だが、燈の行動にも問題があるのではないだろうか。

「そんなの、スクショして保存すればいいでしょう。月会費払い続けてまで、見る必要ある？」

「それももちろんしてあるけど、スクショだと文面が途中で途切れるんだよ。ほら、こんな風に」

　燈は写真フォルダーを呼び出し、アプリのトーク画面を撮った画像を見せた。

　確かに、文章の途中で切れてしまっているものもあるが、そこを気にするとは思わなかった。

「ええ～……」

　実弦は項垂れずにいられなかった。

　一旦謎が解けてしまえば、切ない想いに胸を焦がした自分が馬鹿らしくなるほど単純な話だ。

（心菜に話したら、絶対呆れられるよね……）

　目を丸くした親友が、「は？　なにそれ！」と叫ぶ姿がたやすく浮かんでくる。

　いい大人だというのに、対話を避けて勘違いした挙句、勝手に失恋したと思い込んだ自分が恥ずかしくて仕方ない。

　深く落ち込んだ実弦の手を、燈が軽く引っ張る。

「他には？　気になることあるなら、今ここで全部言って」

　再び真剣な表情を浮かべて尋ねてくる彼に、少し迷ってから口を開いた。

「……住む世界がそもそも違うし、金銭感覚も合ってない。さっきのアプリの話だって、そう。燈くんにとっては大した出費じゃないんだろうけど、私にその発想はなかった」

　燈は口を挟まず、大人しく聞いている。

「それに私じゃ、何も燈くんにあげられない。どちらかが一方的にもらうばかりの関係は、長続きしないよ」

　言葉にしてから、気づく。

　そうだ。それも、燈と自分の間に一線を引いた理由だった。

「他には、もうない？」

　ゆるく首を振れば、彼はもう片方の手も伸ばし、実弦の両手を握った。

「実弦さんの気持ちも分かるよ。でも、一つだけ間違ってる」

「間違ってる？」

「うん。俺には何もあげられない、ってとこ。それは違う」

　真摯な眼差しに射抜かれる。実弦は息を止めて続きを待った。

「欲しいものは自分で手に入れるし、実際そうしてきた。でも、どうあがいたって手に入らないものだってある。好きな人がただ傍にいてくれることも、その一つだよ。どんなに欲しがっても実弦さんにその気がないなら、俺にはどうしようもない」

　確かにそうだ。

　燈なら、大抵のものは努力すれば手に入る。だが、人の心まではどうにもできない。

　彼だけじゃなく、この世の誰にも無理な話だ。

　好きになった相手が、自分を好きになってくれる。

　それはありきたりなようでいて、実は奇跡に近いことなのだ。

　燈は一旦手を離し、上着のポケットから小箱を取り出した。

　紺色のケースに刻印されたイニシャルに、大きく目を見開く。

　ハイブランドの中でも別格な宝飾店のロゴだと、高級ジュエリーには無縁な実弦にも分かった。

　燈は無造作な手つきで箱を空け、中から出てきた革張りのケースを開く。

　台座に煌めくダイヤモンドの指輪は、どこからどうみても婚約指輪だった。

　昨日今日で買える代物ではない。

　以前から準備してくれていたことまで分かってしまい、思わず口元を覆う。

「俺の全部を実弦さんにあげる。だから、実弦さんも俺に全部ちょうだい」

　心からの懇願が込められたプロポーズに、胸が詰まった。

　断った方がいいと思う理由はいくらでも湧いてくる。

　だが、どれも上っ面だけの言い訳だ。本当はそんなこと、どうでもいい。

　彼と共に歩む人生は、堅実で平穏な今の生活からはかけ離れたものになるだろう。

　それでもいいから傍にいたいと、実弦の心は叫んでいた。

「……ただ一緒にいるだけでいいなら、私にもできるかな」

「実弦さんにしかできない」

　間髪入れずに答える燈に、思わず笑ってしまう。

　彼はくすくす笑う実弦の手を取り、右手の薬指に指輪を嵌めた。

　中央のダイヤはオーバル型で、サイドにもセンターの石を支えるように細長いダイヤがあしらわれている。

　ブランドを代表する特徴的なデザインは繊細かつ幻想的で、うっとりと見惚れずにはいられなかった。

　しばらく見入ったあとで、庶民には手が届かない値段であることを思い出し、恐る恐る指から抜く。

　途端、燈が不満をあらわにした。

「待って、なんで取るの？」

「これは普段使いにはできないよ。万が一失くしたり傷つけたりしたら、立ち直れない」

　説明しながら丁寧に箱に戻す。蓋をした時は、正直ホッとした。

「別にいいのに、とか言ったら怒るんだよね？　……じゃあ、もう一個、普段つけられそうなやつ買わせて。今度は実弦さんに選んでもらうから」

「ええっ!?　いや、それはちょっと……」

「ここは譲らないから。つけてもらえないんじゃ、虫よけにならない」

　燈以外に寄ってくる男などいない、と言いかけ、心菜が張り切っていたことを思い出す。

　微妙な表情を浮かべた実弦を見て、燈は「まさか、もういるんじゃないよね？」と怖い顔をした。

　誰もいない、と懸命に弁解したあと、もっとカジュアルでお手頃な指輪を買ってもらうことで、ようやく合意する。

「──じゃあ、私からも改めて」

　実弦は背筋を伸ばし、まっすぐ燈を見つめた。

「ずっと勘違いしていて、ごめんなさい。セフレだと思っていたから、会うのは燈くんの誕生日までにしようって最初に決めてたの。一方的に終わらせようとしたこと、本当に悪かったと思ってる」

「そうだったんだ……」

　初めから別れるつもりで付き合っていた、という告白に、燈は衝撃を受けたようだ。

　ずーん、と音がしそうなほど分かりやすく落ち込んでしまう。

「でもずっと好きだったよ！　それは本当」

「過去形なの？」

　悲しげに見つめられ、慌てて首を振る。

「ずっと好きだったし、今も好きです」

　改まって口にするのは恥ずかしかったが、勇気を出して言い切った。

「俺も好きだよ。まあ、俺はずっと付き合ってると思ってたし、その先のことも考えてたけどね」

「う……」

　ぐうの音も出ない、という表現がぴったりの状況に陥る。

　婚約指輪まで用意していた彼を、セフレ扱いし続けたのだ。何の弁明もできない。

　燈は繋いだ手をにぎにぎと動かしながら、唇を尖らせた。

「実弦さん的には最後のデートだったみたいだけど、一昨日もすごく楽しくて幸せだったな。でもそっか、あれも俺だけだったのか」

「私も幸せだったよ……」

　罪悪感に押し潰されそうになりながら弱々しく言い返した実弦を見て、燈はようやく表情を和らげた。

「もういいよ。意地悪してごめんね」

「今の、意地悪だったの？」

　驚きに目を見開く実弦に、燈はにやり、と悪い笑みを浮かべた。

「まあね。これくらいの仕返しは許されるかな？　って」

「それはそうだけど！　……よかった。本当にへこませたんだと思って焦った」

　ホッと胸を撫で下ろす実弦に、燈は困ったように微笑んだ。

　彼はおもむろに立ち上がると実弦の背後に回り、後ろからぎゅ、と抱き締めてくる。

「へこんだのも、本当だよ。別れを告げられてからずっと、何がいけなかったんだろうって考え続けてた」

　耳元で呟かれた本音に、胸が切なく締め付けられる。

「……うん。ごめんね」

「俺の方こそ、不安にさせてほんとごめん」

　ちゅ、とこめかみに軽く口づけられる。

「大好きだよ。俺には実弦さんしかいない」

　これまで何度も耳にした言葉が、今はまるで違って聞こえた。

　身体を捻って彼の方を振り仰ぎ、シャープなラインを描く頬に唇を押し当てる。

　互いの過ちを赦すような優しいキスの応酬は、あっという間に深まった。

　気づけば実弦も席を立っていた。

　燈に強く抱き締められた体勢で、舌を絡め合う。

　くちゅくちゅ、と淫らな音立てながら交すキスはエレベーターでした時以上に気持ち良くて、いつまでだって貪っていたくなる。

　唇が離された時は寂しくて、無意識のうちに彼の腕を掴んでしまった。

「もういいよね？　ベッド、行こ。今すぐ抱きたい」

　低く掠れた彼の声に、身体の奥がじわ、と潤う。

　返事の代わりに背伸びをして口づければ、我慢できないといわんばかりに舌をねじ込まれた。

　荒々しい手つきでスカートをたくし上げられ、下着ごとタイツを引き下ろされる。

　実弦は両足を擦り合わせ、膝のところで止まったそれを最後まで脱いだ。

　二人とも動いたせいで、上手くキスができない。

　もどかしさに駆られ、彼の首に両手を回してしがみつく。

　燈の大きな手のひらが、実弦の臀部を撫で上げ、ぐ、と掴んだ。

　この場で抱くか、それとも寝室へ行くか迷っているのだろう。

　彼はそこから先へ進もうとしない。

　肌に沈みこむ固い指の腹に、たまらなくなった。

「……っ、やだ、待てない……」

　口づけの合間に訴える。

　燈は低く呻くと、舌を絡めたまま上着を脱ぎ、ズボンのベルトを外した。

　尻を揉んでいた手が前に回ってくる。

　実弦は軽く足を開き、彼の指を迎え入れた。

　つぷりと蜜口に沈められた二本の指がゆっくり開かれ、すでに濡れ始めている秘部を暴く。

　いつもなら実弦の快感を高める為に動く指が、今日はただ入り口を広げようとしている。

　これから何をされるのか分かり、期待で背中が震えた。

　燈は実弦をテーブルの上に乗せると、両腿を割り開いた。

　硬く勃ち上がった剛直が、蜜をたたえた入り口に押し当てられる。

　膨れ上がったカリの部分で浅いところをちゅぷ、ちゅぷ、と焦らすように掻き出された。

「ゴムつけてないの分かる？　軽く先っぽ入れただけで、実弦さんの中が奥に誘ってくるんだけど」

　興奮を滲ませた声の色っぽさに、頭がくらくらする。

　押し返そうとする腕に力が入らない。

「だめ、…ッ、できちゃうか、らっ…」

　自分のものとは思えない甘い声が漏れる。

　燈は口角を引き上げ、実弦を見下ろした。

「ほんとに嫌？　ねだってるようにしか聞こえない」

　ゆったりと腰を動かす彼の表情は、圧倒的な上位に立つ雄のそれで、ぞくぞくせずにはいられない。

　瞳を潤ませ、ぶるりと震えた実弦を前に、燈はきつく眉根を寄せた。

「その顔で『嫌』は通らないよ、実弦さん」

　低く言い放った直後、実弦の腰を掴み、ぐ、と押し込む。

　まるで中を味わい尽くしたいといわんばかりの、ゆっくりとした挿入。

　まだ解れ切っていない中を圧倒的な質量で押し広げられ、たまらず喉が反った。

　苦しい、と感じたのも一瞬、燈の形と熱、そしてそれがもたらす強烈な快感を覚え込んだ身体はすぐに反応し始める。

「すごい……全然ちがう」

　燈の口からこぼれた感嘆混じりの声に、きゅんとした。

「ふふ、燈くん、初めてみたい」

「初めてだよ。責任取れないのに、ゴムなしでするわけないでしょ。実弦さんの中の俺、どれだけクズなの」

　怒ったように言われても、ただ嬉しいだけなのが申し訳ない。

「ごめん、ね？　あ、っ、はぁ、んッ」

　謝った途端、燈は上体を倒し、恥骨の辺りを圧迫してきた。

　その体勢でゆったり腰を振られると、秘芽と入り口近くにいいところが同時に刺激され、強い快感が込み上げてくる。

「あっ、ああっ、そこ、きもち、いい、っ」

「ん、知ってる。……ッ、ああ、でもこれ、長くもたないな。良過ぎて、無理だ」

　とりあえず、一回イかせて？　──燈はそう言うと、大きく腰を引いた。

　ずるりと引き抜かれる熱を寂しく思う間もなく、今度は深く穿たれる。

　燈は余裕をなくしたように、激しく腰を振り始めた。

　ぱんぱん、と肉がぶつかる音が広いリビングに響く。

　一番奥のいいところを力任せに突かれ、あっという間にわけが分からなくなった。

　彼が抜き差しする度、蜜口から泡立った愛液が音を立てて零れていく。

「や、ぁ、深い、っあ、ひぁっ、ああッ」

　ひたすら腰を打ち付けられているだけなのに、今までで一番気持ちいい。

　燈の苦しげな表情や額に浮かぶ汗が、淫らな気持ちを更に高めた。

　怖いくらいの快感と、大好きな人にがむしゃらに求められているという充足感で、絶頂に達してしまう。

「イ、く、イっちゃう、ああっ、ああ～～ッ！」

　頭の中が真っ白になり、瞼の裏に白い光が飛び散った。

　押し寄せてくる波の中でも一際大きいものが、全身を包み、搾り上げてくる。

　爪先がピンと丸まり、弛緩した唇から涎が溢れた。

「く、俺ももう、…ッ」

　燈は痙攣する実弦を抱き締め、腰を強く押しつけた。

　最奥に熱い飛沫を感じる。

　吐精は長く続き、その間もゆるゆると揺さぶられる。

　絶頂の余韻が色濃く残る中での挿送はきつく、涙目になった。

「やぁ、なんで、動く、の……っ」

「ごめんね、実弦さん。出し切るまで、待って」

　艶めいた声で謝られてしまえば、それ以上抗議できない。

　昨日の朝もしたのに、すごい、と朦朧とする意識の隅で思う。

　やがて彼ははあ、と満ち足りたように嘆息し、実弦を抱き起した。

　繋がったままの蜜口から、ぐちゅん、と淫らな音がする。

　愛液と精液が混じり合い、隙間なく重なった部分をしどとに濡らした。

「生でしちゃったね」

　燈に至近距離で見つめられ、囁かれる。

　嬉しそうなその眼差しに、胸がきゅうと締め付けられた。

　危険日じゃないとはいえ、妊娠しないとは言い切れない。

　予想もしていなかった事態に直面させられているというのに、燈の子を孕むかもしれない、と思っただけで深い歓喜に浸される。

　急展開に戸惑う気持ちはあるものの、過ちを犯してしまったとは思えないのが、自分でも不思議だった。

　実弦の気持ちは全部顔に出ているのだろう、燈の態度に悪びれたところは全くない。

「しちゃったね。多分、大丈夫だと思うけど」

「そうなの？　それは残念だな」

　冗談めかした口調だが、彼の本音だということはよく分かった。

「燈くんは、できてて欲しいの？」

　分かっていたが、直接聞きたくて尋ねてしまう。

「うん。そしたら実弦さんも、もう俺に愛されて生きていくしかない、って腹を括るでしょ？」

　切れ長の瞳に灯る熱情に、圧倒される。

　燈はにこ、と笑って続けた。

「枷を嵌めたいだけじゃないよ。俺たちの子どもも全力で大事にするから、安心して。仕事を続けたいならそうしてもらって構わないし、育児に専念しろって言うなら、栗原に泣いてもらう。とにかく、絶対に後悔させないから」

　枷を嵌める、という表現に思わず噴いた。

　せめて『嵌めたいわけじゃない』と言い繕えばいいのに、自分を偽らないところが何とも彼らしい。他の誰かに言われたらゾッとするに違いない言葉も、燈の口から聞けば嬉しいだけなのだから、惚れたら負けとはよく言ったものだ。

　あとに続いた育児云々の話も、おかしかった。栗原が聞いたら、きっと怒るだろう。

　笑いが止まらない実弦を見て、燈はわざと拗ねた声で抗議してきた。

「そこまで笑う？　今の、渾身の決め台詞だったのに」

「決め台詞に、物騒な表現を混ぜてこないで下さい」

　実弦の反論に眉尻を下げる彼が、心の底から愛おしい。

「でも、ありがとう。私も、燈くんの赤ちゃん欲しい」

　心を込めて伝えると、燈はたまらないと言わんばかりに蕩けた笑みを浮かべた。

　そこで終わればよかったのだが、むくむくと中で彼のものが大きくなっていくのを感じる。

「え？　ちょ、っと、待って──」

「待たない。煽ったのは、実弦さんだよ？」

　燈は実弦の尻を両手で抱え、身体をまっすぐに起こした。

　すっかり臨戦態勢に入った剛直に貫かれた体勢で、抱き上げられる。

「今度こそ、ベッド行こう。体力尽きるまで、たっぷり中に出してあげる」

　完全に欲情スイッチが入った雄顔で、宣告された。

「ちが、今すぐ欲しいって意味じゃ、な、ひゃぁ、んっ」

　彼が歩く度、中のものも動く。

　懸命に首にしがみついて何とかやり過ごそうとするものの、絶頂を味わったばかりの身体は変則的に与えられる刺激から快楽を拾ってしまう。

　ベッドに下ろされた時には、二人とも興奮で息があがっていた。

　深い口づけを引き金に、発情期を迎えた動物のように絡み合い、求め合う。

　互いに己の所有印を刻み合う行為は、夜更け過ぎまで続いた。







エピローグ








「──それでは、ヴィーシスモバイルの好調な滑り出しを祝って、乾杯！」

　心菜の音頭で、四つの杯が一斉に掲げられる。

　ミナザキの貴腐ワインが注がれているのは、最高級のクリスタルガラスを使ったグラスだ。

「んー、やっぱ美味い。このワイン、実弦さんにもらったって話、もうしたっけ？」

　燈の問いに、「百万回は聞いた」と栗原が答える。

　ここは、燈のマンションのリビング。

　ようやく仕事が一段落したらしい燈の発案で、内輪だけの祝賀会が開かれている。

　季節は春の盛りを迎え、マンション近くの公園でも満開の桜が咲き誇っていた。

　花見酒としゃれこむのもいいな、と言った燈に、花粉症の心菜がそれはちょっと、と異を唱え、結局は家で飲むことになったのだ。

　実弦と燈、そして心菜と栗原の四人で会うのは、実は今夜が初めてなのだが、物怖じしない心菜はすっかり場に溶け込んでいた。

　マスコミ相手に堂々とした対応を取る栗原の方が、緊張の抜けきらない顔をしている。

　それがおかしくて、実弦はつい笑ってしまった。

「ん？　何かおかしいことあった？」

　デリバリーで届いたオードブルの料理に箸を伸ばし、幸せそうな表情で咀嚼していた心菜が、不思議そうに首を傾げる。

「ううん、何でもない。楽しいなぁ、って」

「なにそれ、可愛い」

　心菜が言えば、燈も「ほんとそれ」とすかさず相槌を打つ。

　二人は顔を見合わせ、何故か固く握手を交わした。

　燈と心菜は、初対面の時からこんな調子だ。

　去年の十二月、セフレじゃなかった、と心菜に報告した時のことを思い出す。

　彼女は実弦の予想通り『は？　なにそれ!?』と叫んだ。

　そのあと経緯を詳しく白状したのだが、相手がヴィーシスの須河だと知った途端、心菜は『一度でいいから会わせて』と目を据わらせた。

　あまりの迫力に押され、その場で燈にメッセージを送る羽目になったのも、今では良い思い出だ。

　実弦を騙しているのなら容赦しない、と息巻いた心菜だが、その週のうちに指定場所に駆けつけてきた燈と話した結果、意見を百八十度変えた。

『これは実弦が悪い。自己防衛に走るのも分かるけど、もうちょっとフラットに相手の行動を見た方がいいよ。須河さんが気の毒過ぎて泣けたわ』──真顔で怒ってくれた心菜に、実弦は心底嬉しくなったものだ。

「そういえば、栗原さんもご結婚が決まったとか。おめでとうございます！」

　心菜がふと気づいたというように寿ぎの言葉を口にする。

　栗原は一瞬目を丸くし、ふわりと破顔した。

「ありがとう」

「ほんとよかったよな。破局寸前まで行ったって聞いた時は、笑った、じゃなくて心配したわ」

　ブロッコリーとエビのサラダを食べながら、燈が言う。

　栗原は口の悪い親友の頭を小突き、「人のこと笑えない癖に」と言い返した。

「そうなんですか？」

　初耳の話に瞳を瞬く。

　栗原が付き合って四年目になる恋人と婚約したことは知っていたが、その前に揉めたことは初めて聞いた。

「言っとくけど、須河と吉野さんのせいでもあるからね」

　栗原の冗談めかした言葉に、心菜が「あ、そういうことですか」と納得顔をする。

　心菜の察しの早さに感心するのと同時に、それだけで分かるってどういうこと？　と驚いてしまう。

「なんだろう。私は会ったことないですよね？」

　首を傾げる実弦に、燈が柔らかな眼差しを向けた。

「ないよ。俺もまだ会わせてもらってないし。変な言いがかりつけるなよな」

　後半部分を栗原に向けて言った燈に、彼が顔を顰める。

「付き合って半年で婚約した、って勝手に取材のインタビューに答えたお前のせいでもあるんだよ」

「ああ、あれすごい話題になりましたもんね」

　心菜がうんうん、と頷く。

　実弦にプロポーズしたあとの燈の行動は早かった。

　年末に実家に来て実弦の両親をすっかり垂らし込むと、年明けに予定されていた取材の場で、実弦との婚約を発表してしまったのだ。

　あれからしばらくは、実弦の周囲も大騒ぎだった。

「おめでたいニュースでも、栗原さんの彼女さんにしてみたら、落ち込みますよ。自分は四年も付き合ってるのに、って。それでもう別れよう、って振られかけたってところじゃないかな」

「……岡崎さん、ほんとすごいね」

　図星を突かれた栗原が、しみじみとした口調で呟く。

　そういうことか、と実弦もようやく腑に落ちた。

「それ、私達のせいじゃなくないですか？　待たせた栗原さんが悪いと思います」

「そうだ、そうだ」

　燈がここぞとばかりに囃し立てる。

「プロポーズしようとしてた恋人にセフレだと思われてたお前より、マシだと思うけど」

「あ、それ言うんだ？　そんなこと言うならな──」

　栗原の揶揄を機に、急遽ヴィーシスのトップ陣による互いの暴露大会が始まった。

　二人とも大人だけあって、洒落にならない話は混じっていない。

　いい感じにアルコールが回っているせいもあり、声を立てて笑ってしまう。

　面白おかしく話す燈に、腕まくりまでして言い返す栗原。

　そして、笑い過ぎて眦に浮かんだ涙を拭う心菜が視界に入り、実弦はたまらなく幸せな気持ちになった。

　これからもずっと、こんな風に穏やかで幸せな日々が続いていきますように。

　心の中で強く願う。

「次は、実弦さんたちの番だよ」

　燈が茶目っ気たっぷりの視線をこちらに向けてきた。

「んー、何にしようかな。心菜の武勇伝、結構沢山あるんだよね」

「ちょっと待って。何言うつもり!?」

　慌てて飛びついてきた親友を抱き留め、実弦はまた笑った。






あとがき








　こちらのレーベルでは初めて書かせて頂きました。北きた野のふゆと申します。

　この度は拙作をお読み下さり、ありがとうございました。

　両片想いとすれ違いが大好物！　ということで、このお話でもメインの二人に存分にじれじれしてもらいました。

　終盤には「某お笑いコンビかな？」と自分でも笑ってしまったやり取りが出てきますが、お互い完全に思い込んでいるとこうなるのではないかな、と。

　ヒーローが忙し過ぎたのも敗因ですよね。指輪なんて買いに行ってる場合か！　と是非突っ込んでやって下さい。

　普段書いているお話より、官能シーンは増量しています。特に初めてのシーンには力を入れました。レーベル名に負けないお話になっているといいな、と願うばかりです。

　カバーを担当して下さったのは、ユカ先生です。

　すごく可愛くて色っぽい二人に、うっとり見入ってしまいました。

　プロットから丁寧に見て下さった担当様にも深く感謝いたします。

　何より、ここまで読んで下さった読者の皆様。本当にありがとうございます。

　少しでも楽しんで頂けたら嬉しいです。

　では、またお目にかかれることを祈って。





北野ふゆ
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